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ま　

え　

が　

き

　

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
「
障
害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
第
二
次
意
見
」
が
ま
と
め
ら
れ
、

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
の
第
一
歩
と
な
る
障
害
者
基
本
法
で
規
定
さ
れ
る
べ
き
内
容
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
合
福
祉
部
会
で
は
、
政
府
の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
、
総
合
福
祉
法
の
制
定
に
向
け
平
成
24
年
の
通
常

国
会
に
法
案
を
提
出
、
平
成
25
年
８
月
ま
で
の
施
行
を
目
指
す
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
障
害
者
ら
が
参
画
し
て
新

法
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
「
障
害
者
が
利
用
す
る
福
祉
用
具
の
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
を
実
施
し
、
補
装
具
、

日
常
生
活
用
具
等
の
福
祉
用
具
に
関
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
意
見
・
要
望
を
集
約
し
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
の
利
用
す
る
福
祉
用
具
の
制
度
に
精
通
し

た
方
々
か
ら
、
多
様
な
視
点
で
意
見
等
を
記
述
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
研
究
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
報
告
書
が
障
害
児
者
と
そ
の
家
族
の
支
援
と
な
り
、
新
た
に

制
定
さ
れ
る
総
合
福
祉
法（
仮
称
）に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
本
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
「
平
成
22
年
度
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業
」
か
ら
の
助
成
金

交
付
を
受
け
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人　
全
国
肢
体
不
自
由
児
・
者
父
母
の
会
連
合
会

平
成
二
十
三
年
三
月
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対
象
者

　

補
装
具
を
必
要
と
す
る
障
害
者
、
障
害
児

　

実
施
主
体

　

市
町
村

　

申
請
方
法
等

　

障
害
者
（
障
害
児
の
場
合
は
扶
養
義
務
者
）
が
市

町
村
長
に
申
請
し
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の

判
定
又
は
意
見
に
基
づ
く
市
町
村
長
の
決
定
に
よ
り
、

補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
る
。

Ⅰ
．
補
装
具
費
支
給
制
度

　

制
度
の
概
要

　

障
害
者
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
移
動
等

の
確
保
や
、
就
労
場
面
に
お
け
る
能
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
及
び
障
害
児
が
将
来
、
社
会
人
と
し
て
独
立

自
活
す
る
た
め
の
素
地
を
育
成
助
長
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
身
体
の
欠
損
又
は
損
な
わ
れ
た
身
体
機

能
を
補
完
・
代
替
す
る
用
具
【
表
１
】
を
参
照
に
つ

い
て
、
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た
費
用
（
基
準
額
）

の
90
／
100
に
相
当
す
る
額
（
補
装
具
費
）
を
支
給
す

る
。 第

一
章　

福
祉
用
具
の
制
度
に
つ
い
て



2

【表１　補装具種目一覧】
（単位：円・年）



3



4

（注１）　義肢・装具・座位保持装置の基準額については、平成20年度交付実績（購入金額）
１件当たり平均単価を記載。（千円未満は四捨五入。平成20年度社会福祉行政業務
報告より。）

（注２）　義肢・装具の耐用年数について、18歳未満の児童の場合は、成長に合わせて４ヶ月
～１年６ヶ月の使用年数となっている。
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補
装
具
と
は 

　

補
装
具
と
は
、
次
の
３
つ
の
定
義
を
す
べ
て
満
た

す
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴�

身
体
の
欠
損
又
は
損
な
わ
れ
た
身
体
機
能
を
補
完
、

代
替
す
る
も
の
で
、
障
害
個
別
に
対
応
し
て
設

計
・
加
工
さ
れ
た
も
の

⑵�

身
体
に
装
着（
装
用
）し
て
日
常
生
活
又
は
就
学
・

就
労
に
用
い
る
も
の
で
、
同
一
製
品
を
継
続
し
て

使
用
す
る
も
の

⑶�

給
付
に
際
し
て
専
門
的
な
知
見
（
医
師
の
判
定
書

又
は
意
見
書
）
を
要
す
る
も
の

補
装
具
の
例

　

具
体
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　

義
肢
（
義
手
、
義
足
）�

　
　

装
具
（
下
肢
、
靴
型
、
体
幹
、
上
肢
）�

　

費
用
負
担

⑴
公
費
負
担

　

補
装
具
の
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た
費
用
の
額

（
基
準
額
）
か
ら
利
用
者
負
担
額
（
原
則
１
割
）
を

除
し
た
額
を
補
装
具
費
と
し
、
こ
の
補
装
具
費
に
つ

い
て
以
下
の
割
合
に
よ
り
負
担
す
る
。

負
担
割
合　
（
国
：
50
／
100
、　

都
道
府
県
：
25
／
100
、

市
町
村
：
25
／
100
）

⑵
利
用
者
負
担

　

原
則
定
率
１
割
負
担
。
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
負

担
上
限
月
額
を
設
定
す
る
。

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
、
現
物
支
給
に
よ
る
「
補
装

具
支
給
制
度
」
か
ら
、「
補
装
具
費
支
給
制
度
」
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
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リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
普
通
型
、
電
動
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
式
普
通
型
、
電
動
リ
フ
ト
式
普
通
型
）�

　
　

座
位
保
持
い
す �

　
　

起
立
保
持
具 �

　
　

歩
行
器 �

　
　

頭
部
保
持
具 �

　
　

排
便
補
助
具 �

　
　

歩
行
補
助
つ
え �

　
　

重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置�

　

平
成
18
年
10
月
よ
り
、
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具

と
で
一
部
種
目
の
入
れ
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
用
具
は
、
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た

め
の
用
具
で
、
地
域
生
活
支
援
事
業
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　

�
座
位
保
持
装
置
（
姿
勢
保
持
機
能
付
車
い
す
、

姿
勢
保
持
機
能
付
電
動
車
い
す
、
そ
の
他
）�

　
　

盲
人
安
全
つ
え�

　
　

義
眼�

　
　

�

眼
鏡
（
矯
正
眼
鏡
、
遮
光
眼
鏡
、
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
、
弱
視
眼
鏡
）�

　
　

�

補
聴
器
（
標
準
型
箱
形
、
標
準
型
耳
掛
形
、
高

度
難
聴
用
箱
形
、
高
度
難
聴
用
耳
掛
形
、
挿
耳

形
、
骨
導
型
箱
形
、
骨
導
型
眼
鏡
形
）�

　
　

�

車
い
す
（
普
通
型
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
普
通

型
、
手
動
リ
フ
ト
式
普
通
型
、
前
方
大
車
輪
型
、

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
前
方
大
車
輪
型
、
片
手
駆

動
型
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
片
手
駆
動
型
、
レ

バ
ー
駆
動
型
、
手
押
し
型
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

式
手
押
し
型
）�

　
　

�

電
動
車
い
す
（
普
通
型
時
速
4.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

普
通
型
時
速
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
手
動
兼
用
型
、
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補
装
具
の
利
用
者
負
担

　

補
装
具
の
利
用
者
負
担
は
、
原
則
一
割
の
定
率
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
下
記
【
表
２
】
の
通
り
所
得
に
応
じ
て

次
の
４
区
分
の
負
担
上
限
月
額
が
設
定
さ
れ
、
ひ
と

月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

以
上
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

（
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、
低
所
得
（
市
町
村
民

税
非
課
税
）
の
障
害
者
等
に
係
る
利
用
者
負
担
も
無

料
に
な
り
ま
し
た
。）

　

た
だ
し
、
本
人
又
は
世
帯
員
の
う
ち
、
区
市
町
村

民
税
所
得
割
の
最
多
納
税
者
の
納
税
額
が
46
万
円
以

上
の
場
合
は
、
公
費
負
担
の
対
象
外
で
す
。

負

　担

　額

低所得の利用者負担を無料とする
（平成 22年 4月～）

一般
37,200 円

生活保護
0円

低所得 2
24,600 円

低所得 1
15,000 円

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

補 装 具 価 格

定率負担（1割）
（補装具価格に応じ）

負担上限月額
（所得に応じ）

負担上限月額は、
個々

の申請者ごとに認定。

【表２　補装具費の利用者負担】
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④�

補
装
具
業
者
は
、
契
約
に
基
づ
き
補
装
具
の
購
入

（
修
理
）
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。

⑤�

利
用
者
は
、補
装
具
業
者
か
ら
補
装
具
の
購
入（
修

理
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
補
装
具
の

購
入
（
修
理
）
に
要
し
た
費
用
を
払
う
。

⑥�

利
用
者
は
、
領
収
書
と
補
装
具
費
支
給
券
を
添
え

て
、
市
町
村
に
補
装
具
費
を
請
求
す
る
。

⑦�

市
町
村
は
、
利
用
者
か
ら
の
請
求
が
正
当
と
認
め

た
場
合
は
、
補
装
具
費
の
支
給
を
行
う
。

２　

代
理
受
領
の
場
合

①�

利
用
者
か
ら
市
町
村
に
補
装
具
費
支
給
の
申
請
を

行
う
。

　

※�

併
せ
て
、
低
所
得
世
帯
の
場
合
に
は
、
利
用
者

負
担
額
の
減
免
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

②�
市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の
意
見

を
基
に
補
装
具
費
の
支
給
を
行
う
こ
と
が
適
切
で

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

１　

償
還
払
い
の
場
合　

※【
表
３
】参
照

①�

利
用
者
か
ら
の
市
町
村
に
補
装
具
費
支
給
の
申
請

を
行
う
。

　

※�

併
せ
て
、
低
所
得
世
帯
の
場
合
に
は
、
利
用
者

負
担
額
の
減
免
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

②�

市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の
意
見
を

基
に
補
装
具
費
の
支
給
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ

る
か
審
査
し
、
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は

利
用
者
に
対
し
て
補
装
具
費
の
支
給
決
定
を
行
う
。

　

※�

併
せ
て
、
利
用
者
負
担
の
減
免
対
象
者
に
は
減

免
の
認
定
を
行
う
。

③�

利
用
者
は
市
町
村
か
ら
補
装
具
費
の
支
給
決
定
を

受
け
た
後
、
補
装
具
業
者
に
補
装
具
費
支
給
券
を

提
示
し
、
補
装
具
の
購
入
（
修
理
）
等
に
つ
い
て

契
約
を
結
び
ま
す
。
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を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
補
装
具
費
支
給
券
の
引

き
渡
し
を
受
け
る
。

⑦�

補
装
具
業
者
は
、
市
町
村
に
対
し
、「
補
装
具
費

の
代
理
受
領
に
係
る
委
任
状
」
お
よ
び
補
装
具
費

支
給
券
を
添
え
て
、
補
装
具
費
を
請
求
す
る
。

⑧�

市
町
村
は
、
補
装
具
業
者
か
ら
の
請
求
が
正
当
と

認
め
た
場
合
は
、
補
装
具
費
の
支
給
を
行
う
。

　

補
装
具
費
支
給
の
仕
組
み

　

補
装
具
の
支
給
は
、
こ
れ
ま
で
の
現
物
支
給
か
ら
、

補
装
具
費
（
購
入
費
、
修
理
費
）
の
支
給
へ
と
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
定
率

負
担
と
な
り
、
費
用
の
１
割
を
利
用
者
が
負
担
し
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
は
、
事
業
者
と
の
契
約
に
よ
り
補
装
具
の

購
入
と
修
理
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
障
害
者

あ
る
か
審
査
し
、
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
利
用
者
に
対
し
て
補
装
具
費
の
支
給
決
定
を

行
う
。

　

※�

併
せ
て
、
利
用
者
負
担
の
減
免
対
象
者
に
は
減

免
の
認
定
を
行
う
。

③�

利
用
者
は
市
町
村
か
ら
補
装
具
費
の
支
給
決
定
を

受
け
た
後
、
補
装
具
業
者
に
補
装
具
費
支
給
券
を

提
示
し
、
補
装
具
の
購
入
（
修
理
）
等
に
つ
い
て

契
約
を
結
び
ま
す
。
こ
の
際
、「
補
装
具
費
の
代

理
受
領
に
係
る
委
任
状
」
を
作
成
す
る
。

④�

補
装
具
業
者
は
、
契
約
に
基
づ
き
補
装
具
の
購
入

（
修
理
）
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。

⑤�

利
用
者
は
、補
装
具
業
者
か
ら
補
装
具
の
購
入（
修

理
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
補
装
具
の

購
入
（
修
理
）
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、
利
用
者

負
担
額
を
支
払
う
。

⑥�

補
装
具
業
者
は
、
利
用
者
負
担
額
に
係
る
領
収
書
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が
補
装
具
製
作
業
者
を
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

　

補
装
具
の
購
入
、
修
理
を
希
望
す
る
場
合
は
、

１
．
申
請

　

市
町
村
に
対
し
て
費
用
の
支
給
を
申
請
し
ま
す
。

申
請
を
受
け
た
市
町
村
は
、
更
生
相
談
所
等
（
指
定

育
成
医
療
機
関
、
保
健
所
）
の
意
見
を
も
と
に
支
給

が
適
正
で
あ
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

２
．
支
給
決
定

　

支
給
決
定
の
段
階
で
補
装
具
の
種
別
と
金
額
を
決

め
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
を
選
ぶ
た
め
に
必
要
な
情

報
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

３
．
契
約

　

支
給
の
決
定
を
受
け
た
利
用
者
は
、
補
装
具
製
作

販
売
事
業
者
と
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

ま
す
。

利用者

（申請者）

①　補装具費支給申請

①－１　意見照会
　　　　判定依頼身体障害者

更生相談所等
指定自立支援医療機関

保　健　所

別途、市町村で設ける代理受領方式
による補装具費の請求・支払い

①－２　意見書の交付
　　　　判定書の交付

③－１　製作指導
③－２　適合判定

補装具業者 市町村

⑦　補装具費の支給

⑥　補装具費支払いの請求（90/100）
③　契約

④　補装具の引渡し

⑤　補装具の購入
　（修理）費支払い
　（100/100）

②　補装具費支給決定（種目・金額）
　※申請者が適切な業者の選定に
　　必要となる情報の提供

【表 3　補装具費の支給の仕組み】
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Ⅱ
．
日
常
生
活
用
具
制
度

　

日
常
生
活
用
具
制
度
と
は
、
重
度
障
害
者
に
対
し
、

自
立
生
活
支
援
用
具
等
の
日
常
生
活
用
具
を
公
費
負

担
で
給
付
又
は
貸
与
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
便
宜
を
図
り
、
そ
の
福
祉
を
増
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

　

日
常
生
活
用
具
と
は

　

日
常
生
活
用
具
と
は
、
障
害
者
が
日
常
生
活
を
し

て
い
く
上
で
、
そ
の
障
害
を
軽
減
し
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
・
実
現
す
る
た
め
の
用
具
の
こ
と
で
す
。

　

日
常
生
活
用
具
の
対
象
品

　

日
常
生
活
用
具
給
付
の
対
商
品
は
、
次
の
３
つ
の

要
件
を
満
た
す
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
製
品
引
渡
し
と
支
払
い

　

利
用
者
は
、
か
か
る
費
用
の
１
割
を
負
担
し
ま
す
。

費
用
負
担
に
関
し
て
は
、
代
理
受
領
方
式
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
ま
ず
、
利
用
者
が
、
代
理
受
領
分
支
払
請

求
書
を
事
業
者
に
渡
し
、
事
業
者
が
市
町
村
に
請
求

し
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
負
担
上

限
額
に
関
し
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
適

用
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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２
． 

自
立
生
活
支
援
用
具

　

障
害
者
（
児
）
の
入
浴
補
助
用
具
や
聴
覚
障
害
者

用
屋
内
信
号
装
置
な
ど
の
、
入
浴
、
食
事
、
移
動
な

ど
の
自
立
生
活
を
支
援
す
る
用
具
。

３
． 

在
宅
療
養
等
支
援
用
具

　

電
気
式
た
ん
吸
引
器
や
盲
人
用
体
温
計
な
ど
の
、

障
害
者
（
児
）
の
在
宅
療
養
等
を
支
援
す
る
用
具
。�

４
． 

情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具

　

点
字
器
や
人
工
喉
頭
な
ど
の
、
障
害
者
（
児
）
の

情
報
収
集
、
情
報
伝
達
や
意
思
疎
通
等
を
支
援
す
る

用
具
。

５
． 

排
泄
管
理
支
援
用
具

　

ス
ト
ー
マ
用
装
具
な
ど
の
障
害
者
（
児
）
の
排
泄

管
理
を
支
援
す
る
衛
生
用
品
。

６
． 

居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具
（
住
宅
管
理
費
）

　

障
害
者（
児
）の
居
宅
生
活
活
動
等
を
円
滑
に
す
る

用
具
で
、
設
置
に
小
規
模
な
住
宅
改
修
を
伴
う
も
の
。

３
つ
の
要
件

１�
．
安
全
か
つ
容
易
に
使
用
で
き
る
も
の
で
、
実
用

性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。

２�

．
日
常
生
活
上
の
困
難
を
改
善
し
、
自
立
を
支
援

し
社
会
参
加
を
促
進
す
る
も
の
。

３�

．
製
作
や
改
良
、
開
発
に
あ
た
っ
て
障
害
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
要
す
る
も
の
で
、
日

常
生
活
用
品
と
し
て
一
般
的
に
普
及
し
て
い
な
い

も
の
。

６
つ
の
対
象
種
目

　

ま
た
、
次
の
６
種
の
用
具
が
日
常
生
活
用
具
の
対

象
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
． 

介
護
・
訓
練
支
援
用
具

　

障
害
者
（
児
）
の
身
体
介
護
を
支
援
す
る
用
具
や
、

障
害
児
が
訓
練
に
用
い
る
い
す
等
。
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に
と
っ
て
も
情
報
の
収
集
や
提
供
、
活
用
次
第
で
は

仕
事
に
密
接
に
直
結
す
る
な
ど
、
大
き
な
可
能
性
も

秘
め
て
い
る
だ
け
に
、
市
町
村
の
判
断
は
最
大
の
関

心
事
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
市
町
村
の
障
害
者
施
策

推
進
協
議
会
（
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
も
の
）
や
、

新
た
に
策
定
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
て
計
画
策
定
を

す
す
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
の
機
関
に
は
、
障

害
者
団
体
や
関
係
者
の
代
表
複
数
が
委
員
と
し
て
参

画
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

種
目
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
参
考
例

介
護
・
訓
練
支
援
用
具 

　

特
殊
寝
台
、
特
殊
マ
ッ
ト
そ
の
他
の
障
害
者

等
の
身
体
介
護
を
支
援
す
る
用
具
並
び
に
障
害

児
が
訓
練
に
用
い
る
い
す
等
の
う
ち
、
障
害
者

等
及
び
介
助
者
が
容
易
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る

　
　
　
　
　

日
常
生
活
用
具
の
位
置
付
け

　

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
対
象
者
と
し
て
、
身
体

障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
を
一
本
に
統

合
し
、
実
施
主
体
者
を
市
町
村
に
一
元
化
し
て
、
利

用
者
に
一
割
負
担
さ
せ
る
制
度
を
取
り
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
用
具
は
、
市
町
村

の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
重
度
障
害

者
に
対
し
、
自
立
生
活
支
援
用
具
等
の
日
常
生
活
用

具
を
給
付
又
は
貸
与
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
便
宜
を
図
り
、
そ
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
判
断
が
及
ぼ
す
影
響
の
重
要
性

　

日
常
生
活
用
具
事
業
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
利
用
者
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で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の�

（
例
：
盲
人
用
体
重
計
、
盲
人
用
体
温
計
）。

情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具 

　

点
字
器
、
人
工
喉
頭
そ
の
他
の
障
害
者
等
の

情
報
収
集
、
情
報
伝
達
、
意
思
疎
通
等
を
支
援

す
る
用
具
の
う
ち
、
障
害
者
等
が
容
易
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性

の
あ
る
も
の�

（�

例
：
障
害
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
、
点
字
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
（
盲
ろ
う
に
加
え
て
、
視
覚
障
害
の
も

対
象
）、点
字
器
、
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、視

覚
障
害
者
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
、視
覚

障
害
者
用
活
字
文
書
読
上
げ
装
置
、
視
覚
障

害
者
用
拡
大
読
書
器
、
盲
人
用
時
計
な
ど
）。

き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の�

自
立
生
活
支
援
用
具 

　

入
浴
補
助
用
具
、
聴
覚
障
害
者
用
屋
内
信
号

装
置
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
入
浴
、
食
事
、
移

動
等
の
自
立
生
活
を
支
援
す
る
用
具
の
う
ち
、

障
害
者
等
が
容
易
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の�

（�

例
：
電
磁
調
理
器
、
歩
行
時
間
延
長
信
号
機

用
小
型
送
信
機
）。

在
宅
療
養
等
支
援
用
具 

　

電
気
式
た
ん
吸
引
器
、盲
人
用
体
温
計
そ
の
他

の
障
害
者
等
の
在
宅
療
養
等
を
支
援
す
る
用
具

の
う
ち
、
障
害
者
等
が
容
易
に
使
用
す
る
こ
と
が
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る
も
の
で
、
実
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の

ロ�

．
障
害
者
等
の
日
常
生
活
上
の
困
難
を
改
善

し
、
自
立
を
支
援
し
、
か
つ
、
社
会
参
加
を

促
進
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

ハ�

．
用
具
の
製
作
、
改
良
又
は
開
発
に
当
た
っ

て
障
害
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

要
す
る
も
の
で
、
日
常
生
活
品
と
し
て
一
般

に
普
及
し
て
い
な
い
も
の

情
報
意
思
疎
通
支
援
用
具

　

視
覚
障
害
者
の
生
活
に
お
い
て
は
、
普
通
は
視
覚

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
言
語

障
害
者
や
声
を
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
障
害
者
は
、

意
思
を
他
人
に
伝
え
る
の
が
困
難
で
す
。
情
報
意
思

疎
通
支
援
用
具
と
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
軽
減
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
用
具
で
す
。

排
泄
管
理
支
援
用
具 

　

ス
ト
ー
マ
装
具
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
排
泄

管
理
を
支
援
す
る
用
具
及
び
衛
生
用
品
の
う
ち
、

障
害
者
等
が
容
易
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の�

居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具 

　

障
害
者
等
の
居
宅
生
活
動
作
等
を
円
滑
に
す

る
用
具
で
あ
っ
て
、
設
置
に
小
規
模
な
住
宅
改

修
を
伴
う
も
の�

［
参
考
］

「
用
具
の
要
件
」（
イ
～
ハ
に
全
て
を
満
た
す
こ

と
）

イ�

．
障
害
者
等
が
安
全
か
つ
容
易
に
使
用
で
き
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（参考）
日常生活用具参考例

種　　　目 対　象　者
特殊寝台
特殊マット
特殊尿器
入浴担架
体位変換器
移動用リフト
訓練いす（児のみ）
訓練用ベッド（児のみ）

下肢又は体幹機能障害

入浴補助用具
便器

下肢又は体幹機能障害

頭部保護帽
Ｔ字状・棒状のつえ
歩行支援用具→移動・移乗支援用具（名称変更）

平衡機能又は下肢もしくは体幹機能障害

特殊便器 上肢障害
火災警報機
自動消火器 障害種別に関わらず火災発生の感知・避難が困難

電磁調理器
歩行時間延長信号機用小型送信機 視覚障害

聴覚障害者用屋内信号装置 聴覚障害
透析液加温器 腎臓機能障害等
ネブライザー（吸入器） 呼吸器機能障害等
電気式たん吸引器 呼吸器機能障害等
酸素ボンベ運搬車 在宅酸素療法者
盲人用体温計（音声式）
盲人用体重計 視覚障害

携帯用会話補助装置 音声言語機能障害
情報・通信支援用具※ 上肢機能障害又は視覚障害
点字ディスプレイ 盲ろう、視覚障害
点字器
点字タイプライター
視覚障害者用ポータブルレコーダー
視覚障害者用活字文書読上げ装置
視覚障害者用拡大読書器
盲人用時計

視覚障害

聴覚障害者用通信装置
聴覚障害者用情報受信装置 聴覚障害

人工喉頭 喉頭摘出者
福祉電話（貸与） 聴覚障害又は外出困難

ファックス（貸与） 聴覚又は音声機能若しくは言語機能障害で、電話
では意思疎通困難

視覚障害者用ワードプロセッサー（共同利用）
点字図書 視覚障害

排泄管
理支援
用具

ストーマ装具（ストーマ用品、洗腸用具）
紙おむつ等（紙おむつ、サラシ・ガーゼ等衛
生用品）
収尿器

ストーマ造設者
高度の排便機能障害者、脳原性運動機能障害か
つ意思表示困難者
高度の排尿機能障害者

住宅改
　修費

居宅生活動作補助用具 下肢、体幹機能障害又は乳幼児期非進行性脳
病変

※情報・通信支援用具とは、障害者向けのパーソナルコンピュータ周辺機器や、アプリケーション
　ソフトをいう。
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の
対
人
サ
ー
ビ
ス
と
合
わ
せ
、
心
身
の
状
態
に
よ
る

「
生
活
に
お
け
る
特
別
な
困
難
」
を
軽
減
、
解
消
す

る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
福
祉
用
具
は
私
た
ち
の
個
々
の
生
活
に
直
結
す

る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を
利
用
す
る
た
め
に
も
個
別

的
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
福
祉
用
具
の
制
度

は
福
祉
用
具
と
い
う
機
器
と
私
た
ち
の
生
活
を
結
ぶ

「
線
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ど
ん
な
に
高
機
能
な

機
器
が
開
発
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
た
め
の

制
度
が
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
そ
れ
を
利
用
し
た
り
、

ま
た
適
切
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
福
祉
用
具
制
度
に
つ
い
て
、
障
害
者
自

立
支
援
制
度
に
お
け
る
現
状
を
整
理
し
問
題
点
を
抽

障
害
者
が
利
用
す
る

　
　
福
祉
用
具
の
制
度
の
在
り
方

　
　
　
東
北
福
祉
大
学

　
　
　
総
合
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
教
授

三　

浦　
　

剛

　

は
じ
め
に

　

福
祉
用
具
は
身
体
機
能
の
補
完
、
代
替
を
目
的
と

す
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
日
常
生
活
に
便
宜
を
図
る

も
の
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
持
つ
。
こ
れ
は
相
談
支
援
、
介
護
な
ど

第
二
章　

障
害
者
の
利
用
す
る
福
祉
用
具
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
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と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
特
殊
寝
台
、
車
い
す
、
移

動
用
リ
フ
ト
な
ど
で
す
。
②
は
主
に
病
院
や
介
護
老

人
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
関
連
用
具
の
こ
と
で
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士

な
ど
の
指
導
、
援
助
を
受
け
な
が
ら
利
用
す
る
平
行

棒
や
肋
木
な
ど
で
す
。
③
と
は
障
害
者
自
立
支
援
法

で
定
め
る
「
補
装
具
」
で
す
【
表
1
】。

　

し
か
し
、
こ
の
福
祉
用
具
法
に
よ
る
定
義
は
抽
象

的
な
表
現
で
あ
り
、
具
体
的
な
範
囲
な
ど
が
明
確
で

は
な
い
た
め
、
具
体
的
に
は
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ

ド
協
会
が
示
す
「
福
祉
用
具
分
類
コ
ー
ド
95
（
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ａ
95
）」
な
ど
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ａ
95
で
は
福
祉
用
具
を
大
中
小
3
段
階
に
分

類
し
、
大
分
類
は
特
定
の
機
能
と
関
連
し
た
名
称
、

あ
る
い
は
名
称
に
機
能
が
含
ま
れ
る
用
具
名
称
、
中

分
類
は
特
定
の
用
具
名
と
機
能
名
、
小
分
類
が
特
定

の
用
具
名
と
な
っ
て
い
ま
す
【
表
2
】。
平
成
22
年

出
し
た
い
。
そ
の
上
で
平
成
22
年
12
月
に
成
立
し
た

い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
法
」、
そ
の
先
に
あ
る
「
総
合

福
祉
法
」
を
踏
ま
え
て
今
後
の
方
向
性
を
考
え
た
い
。

　

福
祉
用
具
と
は

　

福
祉
用
具
の
定
義
や
概
念
は
、
平
成
5
（
１
９
９

５
）
年
10
月
1
日
「
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
福
祉
用
具
法
）」

の
施
行
ま
で
定
ま
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
福
祉
用

具
法
の
定
義
で
は
福
祉
用
具
と
は
「
心
身
の
機
能
が

低
下
し
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
老
人
又

は
心
身
障
害
者
の
①
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た

め
の
用
具
及
び
②
こ
れ
ら
の
者
の
機
能
訓
練
の
た
め

の
用
具
並
び
に
③
補
装
具
を
い
う
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
い
う
①
は
「
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
」
と
介
護
保
険
法
で
定
め
る
「
福
祉
用
具
」
の
こ
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語
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｄ
Ｉ
Ｓ
９
９
９
：
２
０
０
５
）」
で

は
「
福
祉
用
具
と
は
、
障
害
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

る
用
具
、
器
具
、
機
具
、
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で

あ
っ
て
、
機
能
障
害
、
活
動
制
限
、
参
加
制
約
を
予

防
、
補
償
、
検
査
、
軽
減
、
克
服
す
る
も
の
。
特
別

に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
汎
用
製
品
で
あ
る

と
は
問
わ
な
い
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
語
の

表
記
はassistive products

が
一
般
的
で
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
法
第
8
条
で
も
福
祉
用
具
の
定

義
を
し
、
福
祉
用
具
貸
与
に
つ
い
て
12
品
目
、
特
定

福
祉
用
具
（
購
入
）
に
つ
い
て
は
5
品
目
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

12
月
現
在
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
５
４
３
社
か

ら
６
４
７
６
件
の
福
祉
用
具
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
最
も
多
い
も
の
は
大
分
類
の
「
移

動
機
器
」
の
２
６
０
０
件
で
全
体
の
40
・
2
％
を
し

め
ま
す
。
次
い
で
「
家
具
・
建
具
・
建
築
設
備
」
で

１
９
１
２
件
、
29
・
5
％
、
第
3
位
は
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
ケ
ア
関
連
用
具
」
１
１
３
８
件
、
17
・
6
％
で
す
。

こ
の
他
の
大
項
目
の
分
類
は
「
治
療
訓
練
用
具
」「
義

肢
・
装
具
」「
家
事
用
具
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関

連
用
具
」「
操
作
用
具
」「
環
境
改
善
機
器
・
作
業
機

器
」「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
」「
そ
の
他
」
で
す
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機
能
分
類
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
：

２
０
０
１
）
で
は
、
福
祉
用
具
と
は
「
障
害
の
あ
る

人
の
生
活
機
能
を
改
善
す
る
た
め
に
改
造
や
特
別
設

計
が
な
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
品
、
危
惧
、
装
置
、

用
具
」
定
義
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
用
具
の
国
際
規
格

で
あ
る
「
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
用
具
－
分
類
と
用
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介護・訓練支援用具（特殊寝台等）
 自立生活支援用具（入浴補助用具、頭部保護帽、火災警報機、電
磁調理器等）
 在宅療養等支援用具（透析液加温器、吸入器、電気式たん吸引器等）
 情報・意思疎通支援用具（障害者用パーソナルコンピュータやソ
フトウェア、点字　器、聴覚障害者用通信機器、人工咽頭、ファッ
クス（貸与）、点字図書など）
 排泄管理支援用具（ストーマ装具、収尿器、紙おむつ等）
住宅改修費（居宅生活動作補助用具）

日常生活用品の用途と代表的な種目（参考例）

補装具の例
　義肢（義手、義足）
　装具（下肢、靴型、体幹、上肢）
　座位保持装置（姿勢保持装置付き車いす等）
　盲人安全つえ
　義眼
　 眼鏡（矯正眼鏡、遮光眼鏡、コンタクトレンズ等）
　 補聴器（標準、高度難聴用・形状として箱型、耳掛け型、挿耳

型、骨導型箱型、骨導型眼鏡型
　 車いす（普通型、前方大車輪型、片手駆動型、レバー駆動型、

手押し型・リクライニング式、手動リフト式）
　 電動車いす（手動兼用型、普通型時速 4.5㎞、6㎞、・リクライ

ニング式、電動リクライニング式、電動リフト式）
　座位保持いす
　起立保持具
　歩行器
　頭部保持具
　排便補助具
　歩行補助つえ
　重度障害者用意思伝達装置

【表 1　補装具の例、日常生活用具の用途と主な種目】
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【表 2　�「福祉用具分類コード 95（CCTA95）」の例（大分類家具・
　　　建具・建築装備、中分類椅子、座位保持装置、小分類の例）】

分類階層 大分類
分類コード １８００００　　　
分類項目 家具・建具、建築設備
分類項目（英文） Furnishings and adaptatio
解　説
　住宅、職場、教育施設の改善のための家具や用具、備品が含ま
れる。キャスタの有無を問わない。休憩用、作業用を問わない。
キャスタは２４３６０６を参照。環境改善用機器・作業用具は
２７０３を参照。

分類階層 中分類
分類コード １８０９００　　　
分類項目 椅子、座位保持装置
分類項目（英文） Sitting furnitures
解　説
　調節可能な椅子・座位保持具を含む。全身並びに体幹保護用具
は０９０６２４を参照。自動車用シートベルトは１２１２０９を
参照。キャスタは２４３６０６参照。

分類階層 小分類
分類コード １８０９０９　　　
分類項目 股関節固定者用椅子              
分類項目（英文） Coxit chairs
解　説
　座面の一部が分離していて、その部分の座角度を単独に調整で
きる構造のもの。関節固定をしている人に対して、座圧が固定脚
へ集中するのを防ぐ。その他の関節固定者用椅子を含む。
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福
祉
用
具
の
制
度

⑴
福
祉
用
具
制
度
の
歴
史

　

わ
が
国
の
福
祉
用
具
の
制
度
は
、
昭
和
25
（
１
９

５
０
）
年
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
り
重
度
身
体
障

害
者
の
身
体
機
能
の
補
完
、代
行
を
目
的
と
す
る「
補

装
具
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
「
重
度
障
害
児
・
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
」
の
創
設
な
ど
を
経
て
、
本
格
的
に
福
祉
用
具
の

研
究
開
発
や
普
及
促
進
の
体
制
が
整
っ
た
の
は
、
国

立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
の
国
際
障
害
者
年
の
前
後
で
す
。
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の
漸
進
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
の
浸
透
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、

全
国
各
地
の
福
祉
機
器
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
福

祉
用
具
の
研
究
開
発
や
普
及
促
進
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

分類階層 小分類
分類コード １８０９１２　　　
分類項目  起立・着座補助機構付き座・椅子              
分類項目（英文） Chairs and seats with a s
解　説
　スプリングや電動機の力で臀部を持ち上げる機構のついたカタ
パルト式椅子を含む。

分類階層 小分類
分類コード １８０９２４　　　
分類項目  椅子式リフト、椅子式移動機器              
分類項目（英文） Chairlifts and chair tran
解　説
　車輪がない椅子を固定し、人が座ったままで移動する機器を含む。

つづく
＊出典　財団法人テクノエイド協会
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福
祉
用
具
に
関
す
る
国
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、

事
業
者
や
施
設
開
設
者
の
責
務
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
施
策
、
介
護
保
険
制
度
と
福
祉
用
具
制
度

の
関
連
で
は
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
の
介
護
保

険
制
度
の
施
行
に
よ
り
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
福

祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
や
購
入
費
の
支
給
が
位
置
づ

け
ら
れ
、
福
祉
用
具
の
利
用
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
の
改
正
介
護
保
険
法
で
は
「
新
予
防
給
付
」
の
創

設
に
伴
っ
て
「
介
護
予
防
福
祉
用
具
」
の
貸
与
と
販

売
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
給
付
適
正
化
を
理

由
に
要
支
援
と
要
介
護
1
の
人
の
車
い
す
と
特
殊
寝

台
が
給
付
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
大
き
な
混
乱
を
招
い

た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

障
害
者
施
策
に
視
点
を
戻
す
と
、
平
成
5
（
１
９

９
３
）
年
障
害
者
基
本
法
が
成
立
、
平
成
7
（
１
９

　

ま
た
一
方
、高
齢
者
施
策
に
お
い
て
は
平
成
元（
１

９
８
９
）
年
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略

（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）」
が
策
定
さ
れ
、
な
か
で
も
急

速
な
人
口
の
高
齢
化
に
よ
る
介
護
需
要
の
増
大
は
、

福
祉
用
具
の
領
域
に
も
民
間
事
業
者
の
参
入
を
拡
大

さ
せ
ま
し
た
。
平
成
2
（
１
９
９
０
）
年
に
は
「
民

間
事
業
者
に
よ
る
介
護
用
品
・
介
護
機
器
賃
貸
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
制
定
や
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ

ス
振
興
会
に
よ
る
「
福
祉
機
器
・
介
護
用
品
レ
ン
タ

ル
サ
ー
ビ
ス
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
制
度
」
な
ど
、
主
と

し
て
高
齢
者
施
策
に
主
導
さ
れ
、
福
祉
用
具
や
そ
の

利
用
の
た
め
の
制
度
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
平
成
5
（
１
９
９
５
）
年
10
月
1

日
「
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
優

れ
た
福
祉
用
具
を
積
極
的
に
開
発
し
、
適
切
に
提
供

さ
れ
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
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る
も
の
の
定
率
1
割
負
担
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、前
制
度
に
比
べ
て
個
人
的
な
「
負
担
増
」

を
感
じ
る
人
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
他
の
問
題
点
の
改
正
も
併
せ
て
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
改
正
法
（
い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
法
」）

が
平
成
22（
２
０
１
０
）年
12
月
に
よ
う
や
く
成
立
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
補
装
具
の
給
付
に
つ
い
て
も
自

立
支
援
医
療
費
と
同
様
に
、
利
用
し
た
場
合
の
負
担

は
「
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
家
計
の
負
担
能
力

に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
市
町
村

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
通
常
要
す
る
費
用
に
つ
き
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用

の
額
か
ら
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
家
計
の
負
担
能

力
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額

（
略
）
を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
、
介
護
給
付
費
、

訓
練
等
給
付
費
を
支
給
す
る
こ
と
。」
と
し
て
応
能

９
５
）
年
初
め
て
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
数
値
目
標

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
は
社
会
福

祉
基
礎
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
「
支
援
費
制
度
」

が
導
入
、
2
年
後
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に

よ
り
、従
来
の
補
装
具
や
福
祉
用
具
の
給
付
に
も「
契

約
」
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
定
義
の
変
更
な
ど

大
き
な
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

補
装
具
は
そ
れ
ま
で
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
で
種

目
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で

は
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
し
、
従
来
補
装
具
で

あ
っ
た
点
字
器
、
頭
部
保
護
帽
な
ど
が
市
町
村
事
業

の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
に
移
行
、
あ
る
い
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
（「
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装

置
」
は
日
常
生
活
用
具
か
ら
補
装
具
に
追
加
さ
れ

た
）。
ま
た
補
装
具
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
、

当
初
所
得
に
応
じ
た
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
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に
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

「
総
合
福
祉
法
」
の
制
定
を
に
ら
み
、
よ
り
多
く
の

人
た
ち
の
困
難
を
軽
減
、
解
消
す
る
た
め
に
使
い
や

す
く
、
か
つ
適
切
な
使
い
方
が
で
き
る
制
度
を
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
福
祉
用
具
の
制
度

　

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
福
祉
用
具
の
制
度

は
福
祉
用
具
法
で
定
義
や
種
類
を
定
め
、
介
護
保
険

法
と
障
害
者
自
立
支
援
法
で
そ
の
対
象
や
給
付
の
方

法
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
障
害
者
自
立
支

援
法
の
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の
給
付
に
関
す
る

制
度
を
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め
る
補
装
具
と
日
常
生

活
用
具
の
用
途
や
形
状
は
前
出
の
【
表
1
】
に
詳
し

く
、
ま
た
同
法
の
施
行
に
伴
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
見

直
し
で
は
以
下
の
よ
う
に
そ
の
定
義
が
整
理
さ
れ
ま

負
担
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
（
実
際
は

応
能
的
に
1
割
負
担
で
積
み
上
げ
、
上
限
額
以
上
は

負
担
な
し
と
い
う
現
状
の
仕
組
み
と
同
じ
で
あ
る
）。

ま
た
、
補
装
具
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
を
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
、
補
装
具
の
購
入
又
は

修
理
に
要
し
た
費
用
の
負
担
合
計
が
著
し
く
高
額
で

あ
る
場
合
に
は
「
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
」
と
い
う
形
で
の
払
い
戻
し
の
仕
組
み
が
作
ら
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
心
身
の
状
況
に
よ

り
生
活
に
困
難
が
あ
る
人
に
欠
か
せ
な
い
福
祉
用
具

は
、
国
際
障
害
者
年
や
介
護
保
険
法
の
成
立
を
契
機

に
、
わ
が
国
の
産
業
技
術
を
活
用
し
優
れ
た
も
の
が

着
実
に
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
の

福
祉
用
具
を
効
果
的
に
必
要
と
す
る
人
た
ち
へ
に
結

び
つ
け
る
た
め
の
制
度
は
、
財
政
的
な
問
題
を
背
景
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し
た
【
表
3
】。
加
え
て
制
度
間
の
品
目
も
【
表
4
】

の
よ
う
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
見
直
し
」
の
問
題
点
と
し
て
、
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
は
地
域
生
活
支
援
事
業
の
一
つ
で
あ

り
、
具
体
的
な
品
目
の
決
定
の
み
な
ら
ず
（
対
象
と

な
る
種
目
の
形
状
は
厚
生
労
働
省
告
示
で
規
定
）
給

付
基
準
額
や
給
付
対
象
者
、
利
用
者
負
担
を
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
す
。
ま
た
財
源
も
裁
量
的
経

費
で
あ
り
、
地
域
間
の
格
差
が
大
き
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
統
一
基
準
の
自
立
支

援
給
付
で
あ
る
補
装
具
費
支
給
制
度
と
同
一
の
扱
い

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【表 3　補装具、日常生活用具の定義】

補装具の定義 日常生活用具の定義

次の三つの要件をすべて満たす
もの

①身体の欠損又は損なわれた身
体機能を補完、代替するもの
で、障害個別に対応して設計・
加工されたもの

②身体に装着（装用）して日常
生活又は就学・就労に用いる
もので、同一製品を継続して
使用するもの

③給付に際して専門的な知見
（医師の判定書又は意見書）
を要するもの

次の三つの用件をすべて満た
すもの

①安全かつ容易に使用できる
もので、実用性が認められる
もの

②日常生活上の困難を改善し、
自立を支援し社会参加を促進
するもの

③制作や改良、開発にあたって
障害に関する専門的な知識や
技術を要するもので、日常生
活用品として一般に普及し
ていないもの
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⑶
補
装
具
費
支
給
の
仕
組
み

　

こ
こ
で
は
補
装
具
費
支
給
の
手
続
き
を
例
に
と
り
、

制
度
の
仕
組
み
を
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

償
還
払
い
の
場
合
補
装
具
の
購
入
、
修
理
は
①
市

町
村
に
申
請
を
行
う
。
②
市
町
村
は
更
生
相
談
所
な

ど
の
意
見
を
も
と
に
支
給
決
定
を
行
う
。
そ
の
際
に

は
補
装
具
費
支
給
券
を
発
行
し
、
補
装
具
の
種
目
、

金
額
、
業
者
選
択
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。
③

決
定
を
受
け
利
用
者
は
業
者
と
の
契
約
を
行
い
、
④

購
入
、
修
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
⑤
利
用
後

に
利
用
者
は
業
者
に
費
用
を
支
払
う
が
、
⑥
市
町
村

に
そ
の
購
入
、
修
理
に
通
常
要
す
る
費
用
の
１
０
０

分
の
90
の
額
を
請
求
す
る
。
⑦
市
町
村
は
請
求
が
正

当
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
補
装
具
費
を
支
給

す
る
。

　

代
理
受
領
の
場
合
は
③
契
約
の
際
に
「
補
装
具
費

の
代
理
受
領
に
係
る
委
任
状
」
を
作
成
し
、
⑤
費
用

【表 4　制度間の品目の移動】

補装具 日常生活用具

表 3、4とも「補装具等の見直しについて」障害保健福祉関係主管課長
会議資料（平成 17 年 12 月 26 日）より

点字器
頭部保護帽

人工咽頭
歩行補助つえ
（一本杖のみ）
収尿器
ストマ装具

日常生活用

具へ移行

色めがね 廃止

重度障害者意思伝
達装置

浴槽・パーソナル
コンピュータ

補装具へ移行

廃止
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自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

① 

申
請
し
た
い
製
品
の
カ
タ
ロ
グ
と
見
積
書
を
業
者

に
請
求
す
る
。 

② 

業
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
カ
タ
ロ
グ
と
見
積
書
を

添
付
し
て
、
市
町
村
の
障
害
福
祉
課
に
日
常
生
活

用
具
給
付
申
請
を
行
な
う
。 

③
市
町
村
に
よ
る
審
査
。 

④ 

審
査
が
通
る
と
、
市
町
村
か
ら
利
用
者
へ
給
付
券

が
送
付
さ
れ
る
。
同
時
に
業
者
に
は
日
常
生
活
用

具
給
付
決
定
書
が
送
付
さ
れ
る
。 

⑤
利
用
者
は
給
付
券
を
業
者
に
送
る
。 

⑥ 

業
者
は
市
町
村
に
公
費
分
を
、
利
用
者
に
個
人
負

担
分
を
請
求
す
る
。 

⑦ 

利
用
者
は
自
己
負
担
分
を
業
者
に
支
払
い
、
業
者

は
製
品
を
納
品
す
る
。 

⑧ 
市
町
村
か
ら
業
者
に
公
費
負
担
分
が
支
払
わ
れ
る
。 

支
払
い
の
際
に
は
利
用
者
負
担
額
を
支
払
う
。
以
降
、

補
装
具
業
者
は
利
用
者
負
担
額
に
係
る
領
収
書
を
発

行
す
る
と
と
も
に
、
補
装
具
費
支
給
券
の
引
き
渡
し

を
受
け
、
市
町
村
に
対
し
、「
補
装
具
費
の
代
理
受

領
に
係
る
委
任
状
」
お
よ
び
補
装
具
費
支
給
券
を
添

え
て
、
補
装
具
費
を
請
求
す
る
。
市
町
村
は
、
補
装

具
業
者
か
ら
の
請
求
が
正
当
と
認
め
た
場
合
は
、
補

装
具
費
の
支
給
を
行
う
。

　

な
お
、
障
害
者
で
あ
っ
て
も
介
護
保
険
の
受
給
者

は
、
補
装
具
と
同
様
の
種
目
は
介
護
保
険
で
貸
与
を

受
け
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
、
補
装
具
と
し
て
は
原

則
給
付
さ
れ
な
い
。
し
か
し
医
師
や
更
生
相
談
所
に

よ
り
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

⑷
日
常
生
活
用
具
支
給
の
流
れ

　

次
に
日
常
生
活
用
具
の
支
給
に
つ
い
て
み
る
。
各
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す
る
た
め
の
福
祉
用
具
の
使
用
に
は
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
部
分
と
、
地
形
、
気
候
、

都
市
化
の
状
況
な
ど
そ
の
地
域
特
有
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

福
祉
用
具
制
度
の
実
際

　

障
害
が
あ
る
人
と
福
祉
用
具
制
度
を
結
び
つ
け
る

の
は
、
障
害
が
あ
る
人
の
地
域
生
活
支
援
を
行
う
障

害
者
相
談
支
援
、
い
わ
ゆ
る
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
過
程
の
中
で
実
施
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

⑴
障
害
者
相
談
支
援
と
は

・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

・
自
立
と
社
会
参
加
の
支
援

・
主
体
性
・
自
己
決
定
の
尊
重
・
支
援

・
地
域
に
お
け
る
生
活
の
個
別
支
援　

　

ま
た
こ
の
事
業
は
自
治
体
ご
と
に
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
そ
こ
に
は
差
異
が
生
じ
る
。
た
と
え

ば
仙
台
市
を
例
に
と
る
と
独
自
事
業
と
し
て
「
重
度

障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」
と
し
て
エ
ア

パ
ッ
ド
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
の
給
付
を
行
っ
て

い
る
（
平
成
15
年
）。
給
付
等
の
見
込
み
も
各
自
治

体
が
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
仙
台
市
の
障
害
福
祉

計
画
に
よ
れ
ば
23
年
度
の
日
常
生
活
用
具
給
付
等
の

見
込
み
件
数
は
月
あ
た
り
８
０
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
介
護
・
訓
練
支
援
用
具
20
件
、
自
立
生

活
支
援
用
具
38
件
、
在
宅
療
養
等
支
援
用
具
30
件
、

情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具
37
件
、
排
泄
管
理
支
援

用
具
６
６
７
件
、
居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具
10
件
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
人
口
に
よ
っ
て
見
込
み
量
の

違
い
が
あ
る
が
、人
口
だ
け
で
な
く
、自
治
体
に
よ
っ

て
基
準
そ
の
も
の
が
異
な
る
の
は
お
か
し
い
こ
と
で

す
。
障
害
が
あ
る
人
の
日
常
生
活
上
の
困
難
を
軽
減
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・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
よ
る
支
援　

　

の
5
つ
を
理
念
と
し
て
、
障
害
が
あ
る
人
の
地
域

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
過
程
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
障
害
が
あ
る
人
の
支
援
は
施
設
を
中
心

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
障
害
者
自
立
支
援

法
で
は
【
図
1
】
に
み
る
よ
う
に
「
地
域
で
暮
ら
す
」

こ
と
を
基
本
と
し
、
居
住
支
援
、
日
中
活
動
支
援
を

中
心
に
個
々
の
障
害
が
あ
る
人
の
生
活
ニ
ー
ズ
と

様
々
な
社
会
資
源
と
結
び
つ
け
、
総
合
的
、
継
続
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
社

会
資
源
の
改
善
、
開
発
を
行
う
こ
と
が
、
そ
の
支
援

の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
支
援
を

行
う
の
が
相
談
支
援
で
す
。

【図 1　障害がある人の地域生活支援】
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地
域
生
活
支
援
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
、「
こ
ん

な
風
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
障
害
が
あ
る

人
や
家
族
の
「
想
い
」
を
く
み
取
り
【
図
2
、
3
】

に
示
す
よ
う
な
幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
過
程
な
し
に
は
相
談
支
援
は

あ
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
く
ま
で
も
利
用
者
の

意
向
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
支
援
側

の
都
合
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
効
率
に
よ
っ
て
支
援
が

組
み
立
て
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
次
の
過

程
、
社
会
資
源
と
ニ
ー
ズ
を
結
び
つ
け
、
総
合
的
・

継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
供
給
、
社
会
資
源
の
改
善
・
開

発
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
利
用
者
の
意
向
尊
重
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
発
達
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
で
は
、
ラ
ン

タ
ー
マ
ン
法
に
も
と
づ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
立
案

に
第
三
者
機
関
で
あ
る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド

ボ
ケ
イ
タ
ー
（
代
弁
者
）
が
同
席
し
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
そ
の
ア
ド
ボ
ケ
イ
タ
ー
に
よ

る
代
弁
を
利
用
者
の
意
向
と
し
て
尊
重
し
、
支
援
計

画
を
立
て
て
い
く
。
わ
が
国
の
制
度
と
は
異
な
る
が
、

「
利
用
者
の
意
向
の
尊
重
」
を
こ
の
よ
う
な
手
続
き

を
と
っ
て
ま
で
重
視
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら

は
、
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

蛇
足
を
承
知
で
い
う
と
、「
利
用
者
の
意
向
の
尊

重
」
と
は
決
し
て
「
利
用
者
の
い
う
が
ま
ま
」
に
支

援
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
利
用
者
が
い
て
、
そ
の
必
要
性
と
妥
当
性

を
ニ
ー
ズ
の
構
造
、Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機
能
分
類
）

の
視
点
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
分
析
し
て
い
く
の
で
す
。
あ
く
ま
で
も
利
用

者
が
「
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
た
自
立
し
た
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
」
支
援
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
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【図 3　ニーズの構造】

ニーズの構造図

〈日常生活の基盤を整える〉

生活基盤に関する

ニーズ

健康に関するニーズ

日常生活行動に関する
ニーズ

コミュニケーション
・スキルに関する
ニーズ

社会生活技能に

関するニーズ

エンパワメント

QOLを高める

社会参加に

関するニーズ

教育・就労に

関するニーズ家族を支援するニーズ

〈社会生活の基盤をつくる〉〈社会生活を促進する〉

【図 2　利用者の想いの尊重】

利用者の想い

「こんなふうに暮らしていき
たい」

一自分らしい生活の実現に
向けて（ニーズ）

【重要な視点】

　・個別性　・利用者中心　・QOL　・エンパワメント

　・自己決定の尊重－新しい自立観　・権利擁護

地域にある福祉をは
じめとするサービス
や社会資源を提供
する

使い勝手のよいもの
であるか

その人のニーズに
合っているか
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⑵
障
害
者
相
談
支
援
事
業

　

こ
の
よ
う
な
障
害
が
あ
る
人
へ
の
相
談
支
援
を
制

度
化
し
た
も
の
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
相

談
支
援
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は
地
域
生
活
支
援
事

業
と
し
て
市
町
村
の
必
須
事
業
を
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
町
村
は
自
ら
が
こ
の
事
業
を
実
施
す
る

か
、「
指
定
相
談
支
援
事
業
者
」
に
委
託
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
の
過
程
は
【
図
4
】
に
示
す
。
事

業
の
中
心
は
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
に

あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
費
の
支
給
対
象

と
な
る
人
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
個
別

支
援
計
画
を
作
成
し
て
も
相
談
支
援
事
業
者
の
収
入

に
な
ら
な
い
こ
と
（
平
成
20
年
）
4
月
現
在
の
対
象

者
は
１
、
９
２
０
人
に
過
ぎ
な
い
、
ま
た
、
こ
の
事

業
を
支
え
る
役
割
を
有
す
る
「
地
域
自
立
支
援
協
議

会
」【
図
5
】
が
必
ず
し
も
本
来
の
役
割
を
果
た
せ

て
い
な
い
こ
と（
平
成
20
年
4
月
現
在
設
置
率
65
％
）

な
ど
か
ら
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
は
地
域
生
活
支

援
の
中
心
と
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
そ
の
機
能
を

ほ
と
ん
ど
発
揮
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
平
成
22（
２

０
１
０
）年
12
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
法

い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
法
」
で
は
、
こ
の
障
害
者
相
談

支
援
事
業
の
大
幅
な
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑶
障
害
者
相
談
支
援
事
業
と
福
祉
用
具

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
中
心
で
あ
る
個
別
支
援

計
画
の
作
成
は
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

①
ニ
ー
ズ
の
把
握

　

②
ニ
ー
ズ
の
整
理
、
分
析

　

③
ラ
フ
プ
ラ
ン
（
仮
の
支
援
計
画
）
の
作
成

　

④
個
別
支
援
計
画
策
定
会
議

　

⑤
全
体
目
標
、
優
先
順
位
の
設
定

　

⑥ 
支
援
実
施
計
画
の
作
成
（
い
つ
・
誰
が
・
ど
の
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よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
な
ど
）

　

⑦
利
用
者
に
よ
る
確
認
、
契
約

　

⑧ 

計
画
の
実
施
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
、
再
ア

セ
ス
メ
ン
ト

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
ニ
ー
ド
と
福

祉
用
具
の
結
び
つ
け
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
障
害

者
相
談
支
援
専
門
員
ひ
と
り
が
福
祉
用
具
の
選
定
援

助
ま
で
を
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
多
い
。
利
用
者
の

状
況
や
生
活
の
自
立
度
、
生
活
動
作
の
日
内
、
日
差

変
動
な
ど
、
ま
た
体
調
や
症
状
の
変
化
に
よ
る
自
立

度
の
変
化
な
ど
は
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
生
活
上
の
問
題
を
福
祉
用

具
で
解
決
で
き
る
課
題
と
し
て
取
り
出
す
、
ま
た
は

解
決
の
た
め
の
福
祉
用
具
を
選
択
す
る
た
め
に
は
、

福
祉
用
具
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
介
護

保
険
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
な
ど
の
専
門
職
の
協

【図 4　障害者相談支援事業のながれ】
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【図 5　障害者相談支援事業のイメージ】
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へ
の
生
活
支
援
で
は
大
切
な
視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑷�

障
害
者
相
談
支
援
事
業
か
ら
み
た
福
祉
用
具
制
度

の
問
題
点

　

す
で
に
述
べ
て
き
た
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
際
の

制
度
上
な
ど
の
問
題
点
は
こ
れ
ま
で
に
、

① 

補
装
具
費
給
付
制
度
と
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
に
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
市
町
村
事
業

の
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
で
、
地
域
格
差
が

生
じ
て
い
る
。

② 

障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
福
祉
用
具
に
よ
る
支
援

を
位
置
づ
け
た
と
き
、
福
祉
用
具
に
か
か
わ
る
専

門
的
知
識
や
技
術
が
必
要
と
な
る
が
、
障
害
者
相

談
支
援
専
門
員
に
そ
こ
ま
で
は
期
待
で
き
ず
、
福

祉
用
具
専
門
職
と
の
協
働
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
で
は
サ
ー
ビ
ス
利
用

計
画
作
成
費
、
補
装
具
費
、
日
常
生
活
用
具
給
付

力
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
使
い
方
や
保

守
点
検
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
専
門
職
と
の
協
働

が
欠
か
せ
な
い
。
多
職
種
と
の
連
携
は
障
害
者
相
談

支
援
専
門
員
の
重
要
な
専
門
性
の
一
つ
で
す
。

　

介
護
保
険
に
お
け
る
福
祉
用
具
の
選
定
に
は
「
介

護
保
険
に
お
け
る
福
祉
用
具
選
定
の
判
断
基
準
」
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
福
祉
用
具
の
種
目

別
に
要
介
護
認
定
調
査
項
目
に
対
応
さ
せ
た
「
使
用

が
想
定
し
に
く
い
状
態
像
」、「
使
用
が
想
定
し
に
く

い
要
介
護
度
」が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。注
意
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
必

要
な
利
用
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
福
祉
用
具
の
誤
っ
た

使
用
に
よ
り
廃
用
症
候
群
が
進
ん
だ
り
し
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
を
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
生
活
上

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
必
要
性
が
あ
り
、
そ
の

必
要
性
に
主
導
さ
れ
た
選
定
が
、特
に
障
害
が
あ
る
人
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事
業
は
「
物
」
の
買
い
取
り
や
貸
与
に
対
応
す
る

価
格
だ
け
で
あ
り
、
選
定
や
使
用
方
法
の
指
導
な

ど
専
門
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
が
設
定

さ
れ
て
い
な
い
。

③ 

個
別
支
援
計
画
策
定
会
議
な
ど
を
中
心
と
し
て
、

相
談
支
援
事
業
を
支
え
る
多
職
種
協
働
な
ど
の
場

で
あ
る
地
域
自
立
支
援
協
議
会
が
必
ず
し
も
十
分

機
能
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
実
際
の
相
談
支
援
の
現
場
か
ら
は
、

④ 

い
わ
ゆ
る
「
基
準
」
の
問
題
、
相
談
支
援
事
業
所

が
生
活
問
題
の
解
決
に
「
必
要
」
と
判
断
し
て
も

行
政
の
判
断
で
給
付
に
至
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

⑤ 

住
宅
に
は
障
害
の
進
行
な
ど
、
利
用
者
の
状
況
に

あ
わ
せ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
地
域
で
は
大
規
模

な
改
修
は
1
回
し
か
行
え
ず
、「
家
に
合
わ
せ
て
」

不
便
な
暮
ら
し
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。

⑥ 

レ
ン
タ
ル
制
度
が
な
い
た
め
買
い
取
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
状
態
の
変
化
な
ど
で
使
用
で
き
な
く

な
る
機
器
も
あ
る
。
反
対
に
介
護
保
険
受
給
者
は

レ
ン
タ
ル
に
な
る
用
具
が
多
く
、
買
い
取
り
を
希

望
し
て
も
そ
れ
が
で
き
な
い
。

　

福
祉
用
具
制
度
の
今
後
の
方
向
性

　

平
成
22
年
12
月
に
成
立
し
た
障
害
者
自
立
支
援
法

の
改
正
法
い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
法
」
で
は
、

・ 

総
合
的
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
町
村
に
設
置
す
る

・ 

自
立
支
援
協
議
会
を
法
律
上
に
そ
の
根
拠
を
設
け
る

・ 

高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
と
補
装
具
の
合
算
が

可
能
に
な
り
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
問
題
の
い
く
つ
か
に
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付
の
対
象
化

・ 

脳
波
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
研
究
開
発
費
の
大
規
模
な

助
成

・ 

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
で
の
住
宅
改
造
制
度
の

充
実

等
に
関
し
て
も
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
障
が
い
者

総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
制
定
の
際
に
は
、
つ
な
ぎ
法

で
あ
る
程
度
の
進
展
を
見
せ
た
相
談
支
援
事
業
の
充

実
と
と
も
に
、
上
記
し
た
補
装
具
費
支
給
事
業
と
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
と
の
扱
い
の
問
題
、
特
に
地

域
格
差
の
解
消
、
対
象
と
な
る
福
祉
用
具
の
範
囲
の

拡
大
、
介
護
保
険
制
度
と
の
関
連
に
よ
る
問
題
（
レ

ン
タ
ル
制
度
や
給
付
の
基
準
な
ど
）
な
ど
の
整
理
、

解
消
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

つ
い
て
進
展
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
地
域
格
差

に
関
し
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
地
方
分
権
化
」

推
進
の
波
に
乗
り
こ
の
よ
う
な
地
域
格
差
が
広
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
、
障
害
者
「
福
祉
」
の
根
底
を
揺

る
が
し
か
ね
ず
、
中
山
間
地
、
島
し
ょ
部
な
ど
へ
の

加
算
も
含
め
、
補
装
具
費
支
給
な
ど
と
取
り
扱
い
を

同
一
に
し
た
十
分
な
範
囲
を
も
っ
た
基
準
の
設
定
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
6
月
に
障
が

い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総
合
福
祉
部
会
長
名
で
提

出
さ
れ
た
「
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
制
定

以
前
に
早
急
に
対
応
を
要
す
る
課
題
の
整
理
（
当
面

の
課
題
）」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
福
祉
用
具
関
連
の

課
題
の
中
で
も

・
補
聴
器
給
付
対
象
の
見
直
し

・
意
思
伝
達
装
置
の
対
象
化

・ 

意
思
伝
達
装
置
な
ど
の
訪
問
サ
ポ
ー
ト
を
介
護
給
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文
献

　

 
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
編
「
五
訂

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
研
修
用
テ
キ
ス
ト
」
中
央

法
規　
２
０
１
０
年

　

 

財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
「
福
祉
用
具
分
類

コ
ー
ド
95
」
１
９
９
５
年

　

 

財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
「
福
祉
用
具
プ
ラ

ン
ナ
ー
テ
キ
ス
ト
」
２
０
０
３
年

　

 

東
京
商
工
会
議
所
編
「
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
2
級
公
式
テ
キ
ス
ト
2
訂

版
」
東
京
商
工
会
議
所
検
定
事
業
部
検
定
セ
ン

タ
ー　
２
０
０
４
年
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常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
も
の
が
福
祉
用
具
で
あ
り
、

日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
快
適

な
生
活
を
送
り
満
足
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
も
の

と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

補
装
具
選
び
に
つ
い
て
と
課
題

　

補
装
具
と
い
う
の
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
等
に

お
い
て
、
失
わ
れ
た
身
体
部
位
や
損
な
わ
れ
た
機
能

を
代
償
し
た
り
補
う
為
に
給
付
さ
れ
る
も
の
の
総
称

で
す
。

各
障
が
い
別
に
具
体
的
に
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

⑴
視
覚
障
が
い
‥ 

盲
人
安
全
つ
え
・
義
眼
・
眼
鏡
・

聴
覚
障
害
補
聴
器 

⑵
肢
体
不
自
由
‥ 

義
肢
（
義
手
・
義
足
）、装
具
（
短

下
肢
装
具
・
長
下
肢
装
具
）、
座

福
祉
用
具
に
つ
い
て

　
　
高
齢
者
生
活
福
祉
研
究
所
所
長
　
理
学
療
法
士

加　

島　
　

守

　

福
祉
用
具
と
い
う
は
、
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及

び
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
５
年
５
月
６

日
法
律
第
38
号
、
最
終
改
正
：
平
成
22
年
５
月
28
日

法
律
第
37
号
）
の
第
２
条
に
よ
り
「
こ
の
法
律
に
お

い
て
「
福
祉
用
具
」
と
は
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
老
人
（
以
下
単

に
「
老
人
」
と
い
う
。）
又
は
心
身
障
害
者
の
日
常

生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
及
び
こ
れ
ら
の

者
の
機
能
訓
練
の
た
め
の
用
具
並
び
に
補
装
具
を
い

う
。」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
生
じ
た
日
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補
装
具
を
選
ぶ
と
き
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
利

用
者
（
障
が
い
者
）
の
方
は
、
補
装
具
の
中
で
何
が

自
分
に
適
し
て
い
る
か
、
ど
の
事
業
所
が
適
切
か
と

い
う
判
断
は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
補
装
具

の
申
請
を
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
判
断
を
す
る
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
通
常
は
病
院
の
医
師
、

医
療
相
談
員
等
や
福
祉
事
務
所
等
の
担
当
者
か
ら
補

装
具
の
申
請
を
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
各
都
道
府

県
が
設
置
す
る
「
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
」
に
判

定
を
受
け
る
た
め
の
予
約
を
し
ま
す
。
そ
し
て
更
生

相
談
所
で
ご
利
用
者
の
障
が
い
者
手
帳
の
等
級
や
体

の
状
態
な
ど
か
ら
、
必
要
な
補
装
具
の
種
類
や
、
寸

法
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
す
べ
き
か
、
既
製
品
で
よ

い
か
、
付
属
品
も
用
い
る
べ
き
か
な
ど
を
判
定
し
ま
す
。

　

判
定
を
受
け
に
行
く
時
の
注
意
点
で
す
が
、
ご
本

人
と
ご
家
族
だ
け
で
更
生
相
談
所
に
行
く
の
で
は
な

く
、
各
市
区
町
村
に
あ
る
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
な
ど

位
保
持
装
置
、
車
い
す
、
電
動
車

い
す
、
座
位
保
持
い
す
、
起
立
保

持
具
、
歩
行
器
、
頭
部
保
持
具
、

排
便
補
助
具
、
歩
行
補
助
つ
え

⑶
そ
の
他
の
障
が
い
‥ 
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置 

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
「
補
装
具
等
の
見
直
し
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」（
平
成
17
年
６
月
）
に
お
い
て
は
、

補
装
具
の
定
義
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

１ 

．
身
体
の
欠
損
又
は
損
な
わ
れ
た
身
体
機
能
を
補

完
、
代
替
す
る
も
の
で
、
障
害
個
別
に
対
応
し
て

設
計
・
加
工
さ
れ
た
も
の
。

２ 

．
身
体
に
装
着
（
装
用
）
し
て
日
常
生
活
又
は
就

学
・
就
労
に
用
い
る
も
の
で
、
同
一
製
品
を
継
続

し
て
使
用
す
る
も
の
。

３ 

．
給
付
に
際
し
て
専
門
的
な
知
見
（
医
師
の
判
定

書
又
は
意
見
書
）
を
要
す
る
も
の
。 
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が
で
き
る
か
ど
う
か
も
ご
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

同
行
し
て
い
た
だ
け
な
く
て
も
自
宅
で
の
様
子
な
ど

を
記
載
し
た
書
類
を
お
願
い
で
き
る
か
相
談
し
、
ま

た
判
定
後
の
手
続
き
方
法
や
車
い
す
等
の
作
成
時
の

立
ち
合
い
、
完
成
後
の
評
価
も
お
願
い
で
き
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

す
べ
て
の
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
て
く
れ

る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
対
応
し
て
く
れ

る
か
ど
う
か
の
確
認
は
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

判
定
を
受
け
、
用
具
の
給
付
を
受
け
た
後
、
使
用
す

る
の
は
ご
本
人
・
ご
家
族
の
方
で
す
。
で
き
る
だ
け

公
的
機
関
で
相
談
を
受
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
探
し
、

給
付
制
度
で
あ
っ
て
も
賢
い
利
用
者
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
逆
に
適
切
な
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
77
条
第
１
項
第
２

号
の
規
定
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

に
所
属
し
て
い
る
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
に
も

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
判
定
と
い
う
の

は
お
お
む
ね
1
時
間
程
度
で
ご
本
人
の
身
体
状
況
の

確
認
を
し
て
、
機
種
、
付
属
品
等
を
決
定
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
の
経
過

や
今
後
の
予
測
等
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ご
本
人
も
判
定
の
時
は

実
際
の
生
活
場
面
よ
り
も
頑
張
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
調
子
の
良
い
時
悪
い
時
が
あ
る
場

合
の
方
の
場
合
に
は
、
良
い
時
と
悪
い
時
の
波
の
状

態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

に
頼
り
に
な
る
の
が
地
域
の
理
学
療
法
士
や
作
業
療

法
士
で
す
。
で
き
る
だ
け
自
宅
に
来
て
も
ら
い
普
段

の
生
活
状
況
と
ご
本
人
・
ご
家
族
が
困
っ
て
い
る
こ

と
、
便
利
に
し
た
い
こ
と
を
相
談
し
、
で
き
れ
ば
必

要
に
応
じ
て
判
定
の
際
に
同
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
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ス
ト
ー
マ
用
具
、居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具（
障

害
者
等
の
居
宅
生
活
動
作
等
を
円
滑
に
す
る
用

具
で
あ
っ
て
、
設
置
に
小
規
模
な
住
宅
改
修
を

伴
う
も
の
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
で
も
、
補
装
具

と
同
じ
よ
う
に
商
品
の
選
定
の
時
、
利
用
者
ご
本

人
・
ご
家
族
の
状
況
の
把
握
を
行
い
、
適
切
に
選
定

し
て
く
れ
る
事
業
所
選
び
が
必
要
で
す
。
特
に
住
宅

改
修
に
お
い
て
は
経
験
と
実
績
の
あ
る
工
務
店
選
び

が
大
切
で
す
。

　

工
務
店
選
び
の
基
準
と
し
て
は
、
ど
れ
だ
け
障
が

い
者
に
対
し
て
の
実
績
や
経
験
が
あ
る
か
ど
う
か
、

生
活
状
況
と
本
人
の
身
体
状
況
を
確
認
し
、
プ
ラ
ン

作
成
の
時
に
工
事
の
見
積
り
の
説
明
で
は
な
く
、
何

が
不
便
な
の
か
の
把
握
と
そ
の
不
便
さ
を
ど
の
よ
う

な
工
事
で
便
利
に
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
の
説
明
を

常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
の
給
付
事
業

が
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
に
な
り
ま
す
。　

用

具
の
要
件
と
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
項
目
す
べ
て
満

た
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

イ　

 

障
害
者
等
が
安
全
か
つ
容
易
に
使
用
で
き
る
も

の
で
、
実
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の 

ロ　

 

障
害
者
等
の
日
常
生
活
上
の
困
難
を
改
善
し
、

自
立
を
支
援
し
、
か
つ
、
社
会
参
加
を
促
進
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

ハ　

 

用
具
の
製
作
、
改
良
又
は
開
発
に
当
た
っ
て
障

害
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
要
す
る

も
の
で
、
日
常
生
活
品
と
し
て
一
般
に
普
及
し

て
い
な
い
も
の
例
と
し
て
は
、
特
殊
寝
台
、
特

殊
マ
ッ
ト
、
特
殊
尿
器
、
移
動
用
リ
フ
ト
、
入

浴
補
助
用
具
、
特
殊
便
器
、
Ｔ
字
状
・
棒
状
の

杖
、移
動
移
乗
支
援
用
具
（
旧
歩
行
支
援
用
具
）、

電
磁
調
理
器
、
吸
入
器
、
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、
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自
立
支
援
法
の
「
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」
に
よ

り
、「
日
常
生
活
用
具
」
と
し
て
各
区
市
町
村
が
定

め
た
費
用
で
給
付
・
貸
与
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、
要
介
護
認
定
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

認
め
ら
れ
た
人
で
す
。
要
介
護
・
要
支
援
区
分
は
、

要
支
援
１
・
要
支
援
２
・
要
介
護
１
・
要
介
護
２
・

要
介
護
３
・
要
介
護
４
・
要
介
護
５
に
分
け
ら
れ
ま

す
。（
た
だ
し
、要
支
援
１
・
２
の
方
は
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。）

　

要
支
援
・
要
介
護
の
状
態
像
を
【
表
１
】
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
行
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。

住
宅
改
修
の
時
に
も
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
理

学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
一
緒
に
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
法
と
自
立
支
援
法
の
適
用
関
係

　

０
歳
か
ら
64
歳
の
方
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で

補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
で
、
65
歳
以

上
の
方
は
介
護
保
険
（
た
だ
し
特
定
疾
病
は
40
歳
以

上
か
ら
介
護
保
険
適
用
）
で
福
祉
用
具
の
貸
与
や
購

入
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
法
の
「
補
装
具
給
付
事
業
」

に
よ
る
、
車
い
す
や
座
位
保
持
装
置
、
義
足
、
装
具

な
ど
体
に
装
着
す
る
も
の
は
「
補
装
具
」
と
し
て
原

則
１
割
負
担
で
購
入
・
修
理
で
き
ま
す
。
特
殊
寝
台

（
介
護
用
ベ
ッ
ド
）
や
特
殊
マ
ッ
ト
な
ど
は
、
同
じ
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国
は
「
障
害
者
で
も
65
歳
以
上
で
れ
ば
、
介
護
保

険
制
度
を
優
先
的
に
利
用
す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
40
～
64
歳
で
も
、
介
護
保
険
が
定
め
る
「
加

齢
に
と
も
な
う
疾
患
や
損
傷
」で
あ
る
特
定
疾
病（
が

ん
末
期
、 

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、 

後
縦
靱
帯
骨
化
症
、
骨
折
を
伴
う
骨
粗
鬆
症
、
初
老

期
に
お
け
る
認
知
症
、
進
行
性
核
上
性
麻
痺
・
大
脳

皮
質
基
底
核
変
性
症
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
）、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
脊
柱

管
狭
窄
症
、
早
老
症
（
ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群
）、
多

系
統
萎
縮
症
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
・
糖
尿
病
性
腎

症
・
糖
尿
病
性
網
膜
症
、
脳
血
管
疾
患
、
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
両
側
の
膝
関
節

ま
た
は
股
関
節
に
著
し
い
変
形
を
伴
う
変
形
性
関
節

症
の
16
種
類
に
該
当
す
る
人
の
場
合
は
、
介
護
保
険

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
介
護
保
険
制

要支援 1の状態

要支援 2

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

日常生活上の基本的動作については、ほぼ自分で行うことが可能であるが、
日常生活動作の介助や現在の状態の悪化の防止により要介護状態となるこ
との予防に資するよう、手段的日常生活動作について何らかの支援を要す
る状態。

要支援１の状態から、手段的日常生活動作を行う能力がわずかに低下し、
何らかの支援が必要となる状態の人で、部分的な介護が必要な状態にある
が、予防給付の利用により、現状維持及び状態改善が見込まれる状態。

要支援２の状態から手段的日常動作を行う能力がさらに低下し、部分的な
介護が必要となる状態の人で、心身の状態が安定していない状態や認知機
能の障害等により予防給付の利用について適切な理解が困難である状態。

要介護１の状態に加え、日常生活動作についても部分的な介護が必要とな
る状態。

要介護２の状態と比較して、日常生活動作及び手段的日常生活動作の両方
の観点からも著しく低下し、ほぼ全面的な介護が必要となる状態。

要介護３の状態に加え、さらに動作能力が低下し、介護なしには日常生活
を営むことが困難となる状態。
要介護 5
要介護４の状態よりさらに動作能力が低下しており、介護なしには日常生
活を行うことがほぼ不可能な状態。

【表１　要支援・要介護の状態像】
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さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
10
万
円
ま
で
で
、
同
一

種
目
の
用
具
は
基
本
的
に
１
つ
だ
け
し
か
購
入
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
一
種
目
の
福
祉
用
具
で
も
用

途
や
機
能
が
異
な
る
場
合
や
破
損
し
た
場
合
、
も
し

く
は
介
護
の
程
度
が
高
く
な
り
他
の
も
の
に
変
更
す

る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
再
度
購

入
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
法
、
自
立
支
援
法
の

　
　

福
祉
用
具
の
制
度
に
関
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

課
題
と
改
善
策

　

平
成
18
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、
要
支
援

１
・
２
の
方
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
と

な
り
、
福
祉
用
具
の
み
な
ら
ず
訪
問
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
基
本
的
に
地
域
包
括
支
援

度
」
で
は
、
特
殊
寝
台
（
介
護
用
ベ
ッ
ド
）・
特
殊

寝
台
付
属
品
（
サ
イ
ド
レ
ー
ル
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・
テ
ー

ブ
ル
）・
車
い
す
（
標
準
形
車
い
す
・
姿
勢
変
換
型

車
い
す
・
電
動
車
い
す
等
）・
床
ず
れ
防
止
用
具
（
エ

ア
マ
ッ
ト
レ
ス
等
）・
体
位
変
換
器
・
手
す
り
・
ス
ロ
ー

プ
・
歩
行
器
・
歩
行
補
助
杖
・
認
知
症
老
人
徘
徊
感

知
器
・
移
動
用
リ
フ
ト
（
吊
り
具
の
部
分
を
除
く
）

の
12
種
類
が
「
福
祉
用
具
貸
与
」
と
い
う
名
目
で
レ

ン
タ
ル
料
金
の
１
割
自
己
負
担
で
、
レ
ン
タ
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
腰
掛
便
座
（
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
・
昇
降
便
座
）・
入
浴
補
助
用
具
（
入
浴

用
い
す
・
浴
槽
台
・
浴
槽
用
手
す
り
・
浴
槽
用
い
す
・

入
浴
台
・
浴
室
内
す
の
こ
・
浴
槽
内
す
の
こ
・
入
浴

用
介
助
ベ
ル
ト
・
簡
易
浴
槽
）・
特
殊
尿
器
・
移
動

用
リ
フ
ト
の
吊
り
具
の
部
分
の
５
種
類
が
特
定
福
祉

用
具
購
入
費
と
し
て
福
祉
用
具
を
購
入
し
た
場
合
に

は
、
全
額
支
払
っ
た
後
に
９
割
が
介
護
保
険
で
支
給
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及
び
「
生
活
環
境
に
お
い
て
段
差
の
解
消
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
者
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

主
治
医
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

会
議
等
を
開
催
す
る
な
ど
の
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
通
じ
て
判
断
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
介

護
保
険
に
お
け
る
福
祉
用
具
の
選
定
の
判
断
基
準
に

つ
い
て
」（
平
成
16
年
６
月
17
日
老
振
発
第
０
６
１

７
０
０
１
号
）

　

以
下
、
軽
度
者
に
対
し
て
給
付
し
て
除
外
さ
れ
た

品
目
に
対
し
て
例
外
的
に
給
付
可
能
な
状
態
像
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

（ア）
車
い
す
及
び
車
い
す
付
属
品
‥
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者

⑴
日
常
的
に
歩
行
が
困
難
な
者

　

何
か
に
つ
か
ま
っ
た
り
支
え
ら
れ
て
も
歩
行
が
不

可
能
で
あ
る
た
め
、
車
い
す
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
介
護

保
険
に
お
い
て
は
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で
の
方
が
今

ま
で
通
り
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
福
祉
用
具
貸
与
に
つ
い
て
は
、軽
度
者（
要

支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
）
の
状
態
像
か
ら
利
用
が

想
定
し
に
く
い
種
目
（
特
殊
寝
台
、
特
殊
寝
台
付
属

品
、
車
い
す
、
車
い
す
付
属
品
、
床
ず
れ
防
止
用
具
、

体
位
変
換
器
、
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
器
、
移
動
用

リ
フ
ト
の
８
種
目
）
に
つ
い
て
、
保
険
給
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
仕
組
み
へ
の
改
正
が
行
わ
れ
、
例
外
的

に
給
付
さ
れ
る
状
態
の
判
断
方
法
と
し
て
、
原
則
的

に
要
介
護
認
定
に
係
る
基
本
調
査
結
果
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
際
、
車
い
す
及
び
段
差
解
消
機
に
つ
い
て
は
、

認
定
調
査
結
果
に
よ
る
以
外
「
日
常
生
活
範
囲
に
お

け
る
移
動
の
支
援
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
」
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（ウ）
床
ず
れ
防
止
用
具
及
び
体
位
変
換
器

　

日
常
的
に
寝
返
り
が
困
難
な
者

　

介
助
な
し
で
は
一
人
で
寝
返
り
が
で
き
な
い
等
、

寝
返
り
に
何
ら
か
の
介
助
が
必
要
な
場
合
を
い
う
。

（エ）
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

⑴ 

意
思
の
伝
達
、
介
護
者
へ
の
反
応
、
記
憶
・
理
解

の
い
ず
れ
か
に
支
障
が
あ
る
者
以
外

⑵ 

移
動
に
お
い
て
全
介
助
を
必
要
と
し
な
い
者

　

 

自
分
で
は
移
動
が
全
く
で
き
な
い
場
合
以
外
を
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
状
態
像
の
方
に
対
し
て
例
外
的

に
給
付
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
基
本
調
査
の
結
果
だ
け
で
は
福
祉

用
具
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
例
外

給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
平
成
19
年
４
月
１
日
に
再
度
改
正

ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て

も
歩
行
が
で
き
な
い
場
合
を
い
う
。

⑵ 

日
常
生
活
範
囲
に
お
け
る
移
動
の
支
援
が
特
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
者

（イ）
特
殊
寝
台
及
び
特
殊
寝
台
付
属
品
：
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者

⑴
日
常
的
に
起
き
あ
が
り
が
困
難
な
者

　

 

介
助
な
し
で
は
一
人
で
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き

な
い
等
、
起
き
上
が
り
に
何
ら
か
の
介
助
が
必
要

な
場
合
を
い
う
。
途
中
ま
で
自
分
で
で
き
て
い
て

も
最
後
の
部
分
で
介
助
が
必
要
で
あ
る
場
合
も
含

ま
れ
る
。

⑵
日
常
的
に
寝
返
り
が
困
難
な
者

　

 

介
助
な
し
で
は
一
人
で
寝
返
り
が
で
き
な
い
等
、

寝
返
り
に
何
ら
か
の
介
助
が
必
要
な
場
合
を
い
う
。
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疾
病
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
、
状
態
が
変
動
し
や

す
く
、
日
に
よ
っ
て
又
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
、
頻
繁

に
起
き
、
告
示
で
定
め
る
福
祉
用
具
が
必
要
な
状
態

と
な
る
場
合
（
例 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
薬
に

よ
る
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
現
象
や
、
重
度
の
関
節
リ
ウ
マ

チ
で
、
関
節
の
こ
わ
ば
り
が
朝
方
に
強
く
な
り
、
時

間
帯
に
よ
っ
て
、
告
示
で
定
め
る
福
祉
用
具
が
必
要

と
な
る
場
合
）。

　

必
要
と
な
る
福
祉
用
具
は
、 

特
殊
寝
台
・
床
ず
れ

防
止
用
具
・
体
位
変
換
器
・
移
動
リ
フ
ト
で
す
。

（Ⅱ）
急
性
増
悪
‥

　

疾
病
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
、
状
態
が
急
速
に
悪

化
し
、
短
期
間
の
う
ち
に
告
示
で
定
め
る
福
祉
用
具

が
必
要
な
状
態
と
な
る
場
合
（
例 

が
ん
末
期
の
急

速
な
状
態
悪
化
）

　

必
要
と
な
る
福
祉
用
具
は
、
特
殊
寝
台
・
床
ず
れ

防
止
用
具
・
体
位
変
換
器
・
移
動
リ
フ
ト
で
す
。

が
行
わ
れ
（
平
成
19
年
３
月
30
日
老
振
発
第
０
３
３

０
０
０
１
号
、
老
老
発
第
０
３
３
０
０
０
３
号
）、

現
在
の
取
扱
い
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具
貸
与
の
例
外
給
付
の

取
扱
い
に
つ
い
て
》

　

基
本
調
査
の
結
果
で
は
例
外
給
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
で
も
、
⑴
と
⑵
の
要
件
を
満
た
し
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
市
町
村
に
確
認
を
受
け
た
場
合
は
例
外

給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴
下
記
の

（Ⅰ）
か
ら

（Ⅲ）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
状
態
像
に

該
当
す
る
旨
が
医
師
の
医
学
的
な
所
見
に
基
づ
き
判

断
さ
れ
て
い
る
か
、
⑵
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
を

通
じ
た
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
福
祉
用

具
貸
与
が
特
に
必
要
で
あ
る
旨
が
判
断
さ
れ
て
い
る

場
合
で
す
。

（Ⅰ）
状
態
の
変
化
‥
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予
測
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
て
も
判
定
が
現
状
に
対
す

る
判
定
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
将
来
状
況
変
化

が
見
ら
れ
た
と
き
は
そ
の
時
に
再
判
定
と
い
う
場
合

が
あ
る
と
特
に
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
利
用
者
は

移
動
手
段
が
限
ら
れ
て
お
り
、
何
度
も
判
定
を
受
け

に
行
く
こ
と
自
体
困
難
な
わ
け
で
す
か
ら
、
で
き
る

だ
け
状
態
像
の
予
測
を
き
ち
ん
と
行
い
、
長
く
使
用

で
き
る
も
の
を
給
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

　

自
立
支
援
法
の
補
装
具
の
場
合
、
補
装
具
に
は
装

具
ご
と
に
耐
用
年
数
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
耐

用
年
数
以
内
で
の
破
損
及
び
故
障
に
関
し
て
は
修
理

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

入
院
中
に
健
康
保
険
制
度
を
利
用
し
て
装
具
を
作

成
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
治
療
用
装

具
に
な
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
コ
ル

セ
ッ
ト
、
膝
サ
ポ
ー
タ
ー
、
義
手
、
義
足
な
ど
が
あ

（Ⅲ）
疾
病
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
、
身
体
へ
の
重
大
な

危
険
性
又
は
症
状
の
重
篤
化
の
回
避
等
医
学
的
判
断

か
ら
告
示
で
定
め
る
福
祉
用
具
が
必
要
と
な
る
場
合

（
例 

ぜ
ん
そ
く
発
作
等
に
よ
る
呼
吸
不
全
、
心
疾
患

に
よ
る
心
不
全
、
嚥
下
障
害
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の

回
避
）

　

こ
の
よ
う
に
介
護
保
険
制
度
は
複
雑
化
し
、
使
用

さ
れ
る
福
祉
用
具
の
給
付
制
限
や
、
さ
ら
に
例
外
給

付
と
い
う
よ
う
に
状
態
像
に
よ
っ
て
は
給
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
担
当
職
員
・
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ば
か
り
で
な

く
、
直
接
市
役
所
の
介
護
保
険
課
等
に
問
い
合
わ
せ
、

給
付
が
で
き
る
か
ど
う
か
自
分
で
判
断
で
き
る
よ
う

に
賢
い
消
費
者
に
な
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
立
支
援
法
の
補
装
具
の
制
度
に
関
し
て

は
車
い
す
な
ど
の
場
合
、
１
時
間
程
度
で
判
定
を
受

け
、
今
ま
で
の
状
況
か
ら
見
て
徐
々
に
機
能
低
下
が
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地
の
目
が
粗
く
こ
す
れ
て
痛
か
っ
た
」
な
ど
使
用
し

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

注
意
点
と
し
て
は
、
事
業
所
の
説
明
を
聞
く
と
き
に

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
必
ず
聞
く
こ
と
、
そ
し

て
不
満
も
し
く
は
不
便
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
は
き

ち
ん
と
事
業
所
に
伝
え
、
対
応
し
て
く
れ
る
か
ど
う

か
の
確
認
を
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

良
い
事
業
所
選
び
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と

伝
え
て
く
れ
る
か
ど
う
か
で
す
し
、
利
用
者
も
無
理

な
お
願
い
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
不
便
さ

を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
ー
カ
ー
側
へ

新
し
い
も
の
を
開
発
し
て
も
ら
い
た
め
の
意
見
と
し

て
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
の
技
術
で
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
伝

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
所
も
経
験
の
蓄
積
に
な
っ

て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
お
互
い
に
意
見
を
言
え
る

よ
う
な
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
治
療
用
装
具
も
各
補
装
具
に
応
じ
て
の
基

準
額
が
あ
り
、
費
用
を
支
払
っ
た
後
に
保
険
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
給
付
割
合
は
お
お
む
７
割
給

付
さ
れ
ま
す
。
70
歳
以
上
の
方
の
場
合
に
は
収
入
に

よ
っ
て
９
割
給
付
さ
れ
る
場
合
と
７
割
給
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
立
支
援
法
の
補
装
具
と
同
じ

よ
う
に
装
具
ご
と
に
耐
用
年
数
が
決
め
ら
れ
、
そ
の

耐
用
年
数
以
内
で
の
破
損
及
び
故
障
に
関
し
て
は
修

理
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

車
い
す
な
ど
の
補
装
具
作
成
の
流
れ
で
す
が
、
寸

法
を
測
り
も
し
く
は
型
取
り
を
行
い
、
仮
の
も
の
を

作
成
し
て
仮
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
こ
の
仮
合
わ
せ

の
時
に
調
整
し
て
、
そ
の
後
完
成
品
を
受
け
渡
し
に

な
る
の
で
す
が
、
実
際
に
使
用
し
て
み
な
い
と
様
々

な
点
で
の
不
便
さ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
車
い
す
の
シ
ー
ト
の
生
地
で
す
が

色
や
模
様
で
決
め
て
み
た
け
れ
ど
、「
実
際
に
は
生
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今
ま
で
の
生
活
の
経
験
上
で
今
後
の
生
活
（
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
）
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

自
分
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
ど
う
か
が
予
測
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
補
装
具
や
福
祉
用
具
の
事
業
所

で
あ
る
供
給
者
に
相
談
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
補
装

具
の
判
定
を
す
る
立
場
の
作
業
療
法
士
や
医
師
、
そ

し
て
介
護
保
険
で
最
初
に
相
談
を
受
け
付
け
、
さ
ら

に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
送
る
上
で
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
に
、
利

用
者
自
身
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
の
イ

メ
ー
ジ
作
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
逆
に
言
え

ば
補
装
具
の
機
能
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

の
説
明
を
受
け
る
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
イ
メ
ー
ジ
は
わ
か
な

い
で
し
ょ
う
。
一
緒
に
な
っ
て
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
し

て
く
れ
る
事
業
所
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
選
び
が
と
て

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
考
慮

　

治
療
用
装
具
は
治
療
が
目
的
で
す
の
で
、
日
常
生

活
や
職
業
上
必
要
と
さ
れ
る
も
の
や
、
美
容
を
目
的

と
し
た
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
立

支
援
法
に
よ
る
補
装
具
や
介
護
保
険
法
に
よ
る
福
祉

用
具
は
、
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
あ
る
よ
う
に
「
日
常
生
活
上
の
便

宜
を
図
る
た
め
の
用
具
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
機
能
訓

練
の
た
め
の
用
具
並
び
に
補
装
具
」
で
す
。
日
常
生

活
上
の
便
宜
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
身
機
能
だ

け
が
不
便
さ
を
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
そ

の
心
身
機
能
に
よ
り
生
活
す
る
使
用
場
面
に
よ
っ
て

日
常
生
活
の
不
便
さ
を
生
じ
て
い
る
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
利
用
者
の
生
活
状
況
す
な
わ
ち
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
応
じ
た
補
装
具
づ
く
り
や
福
祉
用
具
の
適
応

が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
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な
の
か
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
対
応
で
き
る
か
ど

う
か
の
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
長
時
間
車
い
す

に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
使
用

す
る
車
い
す
の
機
能
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
自
走
用
標
準
形
車
い
す
【
写
真
１
】
の
場

合
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
敷
か
な
い
で
座
っ
て
い
る
と

す
ぐ
に
臀
部
が
痛
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
お
尻
を
ず

ら
し
て
座
る
こ
と
に
よ
り
ず
っ
こ
け
座
り
に
な
り
や

も
重
要
で
す
。

　

利
用
者
の
方
は
急
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
前
と
状
況
が
変
わ
っ
て
今
ま
で
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
き

て
い
る
わ
け
で
す
。
利
用
者
自
身
の
生
活
の
中
で
の

楽
し
み
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
車

い
す
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
仕
様
も
変
わ
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
に
使
用
す
る
の
か
、

遠
く
に
行
く
の
か
で
も
使
用
時
間
は
変
わ
っ
て
き
ま

す
し
、
外
出
経
路
や
外
出
手
段
も
変
わ
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
車
い
す
が
変
わ
れ
ば
散
歩
だ
け
で
な
く
旅

行
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
外
出
先
は
ど
の
よ
う
な
設
備
が
整
っ
て
い
る

か
、
目
的
地
に
行
く
ま
で
の
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う

な
手
段
を
用
い
る
の
か
、
電
車
で
行
く
の
か
自
家
用

車
で
行
く
の
か
、
自
家
用
車
で
も
ど
の
タ
イ
プ
の
車

【写真１】自走用標準車いす
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こ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
自
走
用
標
準
形
車
い
す
と
同
様
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
敷
か
な
い
で
座
れ
ば
、
腰
痛
や
褥
瘡
の
原

因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

姿
勢
変
換
機
能
付
き
車
い
す
【
写
真
３
】
の
場
合

に
は
座
面
の
角
度
を
変
え
る
機
能（
テ
ィ
ル
ト
機
能
）

に
よ
り
前
方
へ
の
身
体
の
ず
れ
を
防
ぎ
、
背
も
た
れ

角
度
を
変
え
る
機
能
（
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
）
に

よ
り
臀
部
に
か
か
る
圧
の
軽
減
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
臀
部
に
か
か
る
圧
の
軽
減
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
車
い
す
上
座
位
姿
勢
を
長
く
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
臀
部
が
痛

く
な
っ
て
か
ら
角
度
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
臀
部

が
痛
く
な
る
前
に
角
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
長

い
時
間
座
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
車
い
す
の
機
能
だ
け
で
褥
瘡
の
予
防
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
身
体
状
況
、
す
な
わ
ち

す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ず
っ
こ
け
座
り
に
な
る

と
尾
骨
と
背
中
の
二
点
で
支
え
る
事
に
よ
り
腰
痛
を

招
き
、
尾
骨
部
の
圧
の
上
昇
と
ず
れ
を
生
じ
る
事
に

よ
り
褥
瘡
の
原
因
に
な
っ
て
き
て
し
ま
し
ま
す
。

　

介
助
用
標
準
形
車
い
す
【
写
真
２
】
の
場
合
に
は
、

後
輪
が
小
さ
い
こ
と
で
軽
量
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
分
で
こ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
両
手
の
筋
力
低
下
が
な
い
の
に
自
分
で

【写真２】介助用標準形車いす
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を
立
て
る
こ
と
で
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
・
購
入
な
ど

の
計
画
を
盛
り
込
み
ま
す
。
ご
利
用
者
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉
用
具
事
業
者
と
一
緒
に
相
談
し
な

が
ら
体
に
合
う
こ
と
と
生
活
に
会
う
用
具
を
選
ん
で

い
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉
用
具
事

業
者
は
、
普
段
の
生
活
や
居
住
環
境
を
よ
く
見
て
く

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
目
標
や
希
望
す
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
叶
え
よ
う
と
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
と
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、『
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
左
の
片
麻
痺
症

状
が
出
現
し
３
か
月
入
院
し
た
お
ば
あ
さ
ん
は
ご
主

人
と
の
二
人
暮
ら
し
。
近
く
に
は
子
供
た
ち
は
い
な

い
。
な
ん
と
か
一
人
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
け
ど
い
つ
も
ご
主
人
に
見
守
ら
れ
て
で
な
い

と
歩
行
は
危
険
な
状
態
。
ま
た
買
い
物
と
食
事
の
支

度
と
洗
濯
も
ご
主
人
に
頼
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

褥
瘡
に
な
り
や
す
い
か
ど
う
か
の
機
能
に
よ
り
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
厚
み
や
材
質
も
変
わ
り
ま
す
。

　

実
際
に
介
護
保
険
で
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
場
合

は
、
ま
ず
各
市
区
町
村
で
要
介
護
認
定
を
受
け
ま
す
。

原
則
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ
て
か
ら
１
か
月
以

内
に
要
介
護
度
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
居
宅
介
護
支
援
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）【写真３】姿勢変換機能付き車いす
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杖
を
使
用
し
て
可
能
に
な
っ
た
。
ト
イ
レ
の
中
に
手

す
り
を
設
置
す
る
と
、
今
ま
で
見
守
り
だ
っ
た
ト
イ

レ
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
イ
レ
が
自
立

し
て
く
る
と
日
中
起
き
る
時
間
が
多
く
な
り
、
体
力

が
回
復
し
て
き
た
。
体
力
が
回
復
し
て
く
る
と
洗
濯

物
を
洗
っ
た
り
干
し
た
り
取
り
込
ん
だ
り
は
ご
主
人

に
し
て
も
ら
っ
て
も
、
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
で
な
ら
自

分
で
た
た
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
春
に
な
り
桜
の
木
も
咲
く
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
外
出
し
た
く
な
っ
て
き
た
。
ま
だ

外
を
杖
で
歩
く
の
は
怖
い
け
れ
ど
車
い
す
を
使
用
す

れ
ば
ご
主
人
と
二
人
で
桜
を
見
に
行
く
こ
と
は
で
き

そ
う
だ
。
そ
の
た
め
に
は
玄
関
の
段
差
に
対
し
て
簡

易
型
の
ス
ロ
ー
プ
を
レ
ン
タ
ル
し
、
１
時
間
ぐ
ら
い

散
歩
を
す
る
た
め
に
車
い
す
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
レ
ン

タ
ル
し
て
み
た
ら
近
く
の
公
園
で
お
花
見
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
も
う
少
し
頑
張

　

介
護
保
険
制
度
で
は
同
居
家
族
が
要
介
護
認
定
の

自
立
の
場
合
に
は
家
事
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
お
願
い

し
た
く
て
も
介
護
保
険
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

お
ば
あ
さ
ん
は
ご
主
人
に
気
を
遣
い
な
が
ら
生
活
を

し
て
い
る
。「
今
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
け
ど
お
父
さ

ん
は
疲
れ
て
い
る
よ
う
だ
し
・
・
・
・
」「
頼
み
づ

ら
い
か
ら
ト
イ
レ
を
我
慢
し
て
い
た
け
ど
お
じ
い
さ

ん
に
声
を
か
け
た
時
に
は
も
う
間
に
合
わ
な
く
な
っ

て
・
・
・
・
仕
方
が
な
い
か
ら
お
む
つ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
い
つ
も
家
事
を
頼
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

私
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
し
ら
？
」
と
い

う
悪
い
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち
を
把
握
し
、
お
ば

あ
さ
ん
の
身
体
状
況
か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活
環
境
に

す
る
と
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
福
祉
用
具
の
見
な
お

し
を
し
た
と
こ
ろ
、
見
守
り
で
あ
っ
た
歩
行
が
四
点
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連
絡
を
取
り
合
う
中
で
、
ご
本
人
・
ご
家
族
の
状
況

に
応
じ
た
提
案
力
を
持
っ
て
い
る
か
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
が
「
何
か
ご
希
望

は
あ
り
ま
す
か
。」
し
か
聞
か
な
い
方
で
あ
っ
た
り
、

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
も
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら

の
依
頼
で
ベ
ッ
ド
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
ベ
ッ
ド

は
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
事
業
所
と
、
ご
本
人
・
ご
家
族
の
状
況
に
応

じ
た
提
案
力
を
持
っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
事
業
所

と
ど
ち
ら
が
い
い
と
思
い
ま
す
か
。

　

貸
与
事
業
所
も
特
定
の
製
造
メ
ー
カ
ー
を
勧
め
る

の
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
提
案

し
て
く
れ
た
り
、
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
調
整

し
て
く
れ
る
事
業
所
か
ど
う
か
、
１
週
間
ほ
ど
試
用

が
可
能
か
、『
こ
れ
を
使
う
と
生
活
が
も
っ
と
こ
う

改
善
し
ま
す
』
と
利
用
者
本
人
で
は
気
が
付
か
な
い

点
も
教
え
て
く
れ
る
事
業
所
か
ど
う
か
も
、
チ
ェ
ッ

れ
ば
外
も
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
お
ば
あ
さ
ん
は
長
時
間
の
外
出
で
は
失
禁

す
る
と
い
け
な
い
か
ら
、
自
分
か
ら
お
む
つ
を
し
て

通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
通
う
こ
と
に
決
め
た
。
通
所
リ
ハ

ビ
リ
に
通
い
始
め
て
半
年
経
過
す
る
と
段
々
漏
ら
す

こ
と
も
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
お
む
つ
を
外
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』。

　

こ
の
よ
う
な
良
い
循
環
の
生
活
を
送
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
ご
本
人
の
努
力
だ
け
で
送
る
こ
と
が
で
き

る
様
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
さ
ん
の
身
体
機
能

の
把
握
と
精
神
状
態
や
お
気
持
ち
の
把
握
、
そ
し
て

生
活
環
境
の
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、
今
お
勧
め
す

る
対
応
策
の
提
案
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
対
応
策

の
提
案
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
提
案
を
行
う

た
め
に
は
、
い
か
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉
用
具

貸
与
事
業
所
や
建
築
関
係
者
が
連
携
を
取
り
合
い
、

必
要
に
応
じ
て
入
院
先
や
通
院
先
の
医
療
関
係
者
と
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か
あ
れ
ば
い
つ
で
も
す
ぐ
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を

開
催
す
る
な
ど
、
そ
の
場
を
有
効
活
用
し
て
く
れ
る

事
業
所
が
よ
い
事
業
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
大
切
な
こ
と
は
、『
元
気
な
う
ち
か
ら
準
備

を
行
っ
て
お
く
、
も
し
く
は
配
慮
し
て
お
く
』
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

平
成
20（
２
０
０
８
）年
か
ら
毎
年
７
月
に
オ
ヤ
ノ

コ
ト
エ
キ
ス
ポ
と
い
う
展
示
会
が
有
楽
町
の
国
際
東

京
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
平
成
23

（
２
０
１
１
）年
に
は
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

本
来
「
親
の
健
康
や
介
護
の
こ
と
、
同
居
の
こ
と
、

安
否
の
こ
と
な
ど
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
」
す
な
わ
ち

息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
を
対
象
に
し
た
展
示
会
で
、
平

成
23（
２
０
１
１
）年
に
は
「
親
子
の
絆
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
」「
脳
を
活
性
化
し
て
、
物

忘
れ
を
防
ぐ
方
法
」「
相
続
・
親
の
こ
と
？　

実
は

自
分
の
こ
と
～
今
で
き
る
こ
と
、今
す
べ
き
こ
と
～
」

ク
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、最
も
大
事
な
の
が
、ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

を
き
ち
ん
と
し
て
く
れ
る
事
業
者
か
ど
う
か
で
す
。

ど
ん
な
に
慎
重
に
福
祉
用
具
を
選
ん
だ
り
住
宅
改
修

工
事
を
行
っ
て
も
、
い
ざ
使
用
し
て
み
る
と
生
活
の

中
で
何
か
し
ら
の
不
都
合
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。

商
品
の
導
入
後
１
週
間
以
内
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
確

認
）
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
後
も
概
ね
３
か

月
に
１
回
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
、

さ
ら
に
そ
の
期
間
以
内
に
も
困
っ
た
と
き
に
は
気
軽

に
呼
び
や
す
い
と
こ
ろ
が
よ
い
事
業
所
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
で
、

福
祉
用
具
が
体
に
合
っ
て
い
る
か
、
生
活
の
使
用
上

問
題
が
生
じ
て
い
な
い
か
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
こ
と
は
特
に
必
要
で
す
。
サ
ー
ビ
ス

担
当
者
会
議
の
開
催
頻
度
は「
必
要
に
応
じ
て
随
時
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
の
必
要
性
を
何
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な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
い
き
な
り
介
護
ベ
ッ
ド
を
勧

め
て
も
、
嫌
が
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
元
気
で
環
境
変
化
へ
の
適
応
能
力
も
あ
る
う
ち
か

ら
、
普
通
の
ベ
ッ
ド
で
寝
る
生
活
を
始
め
て
慣
れ
て

お
く
と
、
も
し
く
は
ベ
ッ
ド
で
生
活
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
や
す
い
も
の
で
す
。

　
「
ベ
ッ
ド
を
置
く
部
屋
な
ど
な
い
」
と
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
独
立
し
た
子
ど
も
の
部
屋

が
手
付
か
ず
の
ま
ま
あ
る
場
合
も
多
い
も
の
で
す
。

　
「
将
来
の
福
祉
用
具
利
用
を
想
定
し
た
間
取
り
や

生
活
ス
タ
イ
ル
を
早
く
か
ら
構
築
し
て
お
く
に
は
、

こ
う
し
た
精
神
的
な
“
世
帯
分
離
”
を
済
ま
せ
て
お

く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
い
ざ

と
い
う
と
き
皆
が
慌
て
な
く
て
済
み
ま
す
し
、
親
も

子
も
介
護
に
よ
り
前
向
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
最
新
ト
レ
ン
ド
！
個
別
援
助
計
画
書
を
使
用
し
た

公
開
事
例
検
討
会
」「
シ
ニ
ア
の
す
ま
い
の
選
び
方

　

～
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
高
齢
者
賃
貸
住
宅
～
」「
オ

ヤ
ノ
コ
ト
を
考
え
た
「
転
ば
ぬ
先
の
簡
単
リ
フ
ォ
ー

ム
」」「
生
活
機
能
回
復
に
向
け
た
排
泄
ケ
ア
」「
加

齢
に
と
も
な
う
「
き
こ
え
」
と
の
つ
き
あ
い
方
～
本

人
と
家
族
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
」
そ
の
他

様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
合
計
14
種
類
が
開
催
さ
れ
、
暮
ら

し
の
ゾ
ー
ン
・
お
で
か
け
の
ゾ
ー
ン
・
き
こ
え
の
ゾ
ー

ン
・
食
べ
る
の
ゾ
ー
ン
・
介
護
、
車
い
す
の
ゾ
ー
ン
・

施
設
、
お
住
い
さ
が
し
の
ゾ
ー
ン
な
ど
の
ゾ
ー
ン
な

ど
に
分
け
ら
れ
、
様
々
な
出
店
社
か
ら
の
展
示
品
を

じ
か
に
見
た
り
触
っ
た
り
、
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
福
祉
用
具
を
使
う
ご
本
人
が
、
用
具
利
用

に
前
向
き
で
あ
る
か
も
大
切
な
要
素
で
す
。
例
え
ば
、

い
ま
ま
で
布
団
で
生
活
し
て
い
た
方
に
、
要
介
護
に
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し
た
。
私
が
「
今
ま
で
君
を
頼
っ
て
く
れ
て
い
た
障

が
い
者
の
皆
さ
ん
の
期
待
を
裏
切
っ
て
会
社
を
辞
め

る
の
か
？
」
と
問
う
と
、「
仕
事
を
辞
め
た
く
な
い
。

今
の
仕
事
が
好
き
で
す
！
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
手
助
け
が
で
き
て
、
頼
り
に
さ
れ
て
本
当
に
良
い

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
は
仕
事
を
辞
め
た

く
な
い
で
す
！
」
と
突
然
号
泣
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
に
支
援

学
校
の
先
生
か
ら
の
依
頼
で
、
学
生
さ
ん
の
会
社
見

学
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
目
を
ピ

カ
ピ
カ
光
ら
せ
な
が
ら
、
車
い
す
の
説
明
を
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。
車
い
す
の
ネ
ジ
を
と
め
た
り
、
円
座

の
ス
ポ
ン
ジ
を
切
っ
た
り
と
、
皆
熱
心
に
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
一
生
懸
命
な
子
ど
も

達
を
見
つ
め
る
、
多
く
の
社
員
の
暖
か
い
眼
差
し
を

感
じ
ま
し
た
。
見
学
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
引
率
の
先

生
か
ら
「
あ
ん
な
に
熱
心
な
生
徒
の
顔
を
見
た
事
が

製
作
者
か
ら
の
視
点
・
障
害
者
が

利
用
す
る
福
祉
用
具
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
橋
本
義
肢
製
作
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
・
工
学
博
士橋

本　

泰
典

　

障
が
い
者
へ
の
思
い

　

あ
る
日
、
一
人
の
社
員
が
退
職
を
願
い
出
ま
し
た
。

話
を
聞
く
と
、
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
が
上
司
や
先

輩
と
合
わ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
退
職
を
決
意
し
た

よ
う
で
し
た
。
次
の
就
職
先
も
福
祉
と
は
全
く
関
連

の
無
い
製
造
業
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
彼
に
、
今
の

仕
事
は
嫌
い
な
の
か
？
と
尋
ね
る
と
、「
嫌
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。」
と
小
さ
な
声
で
返
事
が
返
っ
て
き
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も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
し
、
お
母
さ
ん
も
何
を
話
し

た
ら
よ
い
の
か
困
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
子
供
の

誕
生
、
障
が
い
の
告
知
、
弊
社
と
の
出
会
い
と
話
が

続
く
中
、
社
員
の
す
す
り
泣
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

私
達
が
、
義
肢
や
装
具
を
作
っ
て
い
る
仕
事
の
重
大

さ
を
再
認
識
し
た
瞬
間
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

中
に
は
３
年
前
に
会
社
を
辞
め
と
悩
ん
で
い
た
彼
も
、

目
を
赤
く
し
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
話
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
障
害
児
の
お
母
さ
ん
方
か
ら
は
、
装
具

の
ベ
ル
ト
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
要
望
が
絶
え

な
い
の
で
す
が
、
手
間
が
か
か
る
の
で
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
す
事
に
は
積
極
的
に
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
講
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
母
さ
ん
か
ら
、

「
ベ
ル
ト
に
模
様
や
色
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
、
子

供
が
自
分
の
装
具
だ
と
分
る
。
同
じ
よ
う
な
装
具
を

沢
山
の
子
供
た
ち
が
履
い
て
い
る
か
ら
、
人
の
と
間

あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
自
分
達
が
い
つ
も
使
っ
て
い

る
車
い
す
だ
か
ら
、
興
味
が
あ
る
ん
で
す
ね
！
遊
園

地
な
ん
か
に
つ
れ
て
い
く
よ
り
も
楽
し
ん
で
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。」
と
心
温
ま
る
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
70
名
以
上
の
社
員
が
弊
社
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
半
数
以
上
が
工
場
の
中
で
義
肢
・
装

具
の
製
作
や
車
い
す
の
修
理
・
改
造
の
業
務
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
工
場
内
で
働
く
社
員
は

ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
と
直
接
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

く
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
感
じ
る
事
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
22（
２
０
１
０
）年
10
月
に
は
、
障
が
い
児
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
お
母
さ
ん
に
お
願
い
し
て
会
社
で

講
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
恥
ず
か
し
い

事
で
す
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ご
家
族
に
社
員
の
前
で
お

話
い
た
だ
く
事
が
始
め
て
の
事
で
し
た
の
で
、
社
員



62

　

会
社
紹
介

　

弊
社
の
ル
ー
ツ
は
、
義
肢
装
具
の
製
作
を
目
的
と

し
て
開
業
し
た
奥
村
済
世
館
で
す
。
奥
村
済
世
館
は
、

明
治
32
年
に
大
阪
の
地
に
奥
村
芳
松
が
創
設
し
、
大

正
９
年
に
岡
山
へ
出
張
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
昭
和

15
年
に
奥
村
済
世
館
は
橋
本
義
肢
製
作
所
に
改
名
さ

れ
ま
し
た
【
写
真
２
】。
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に

先
代
の
橋
本
満
巨
が
法
人
化
し
、
橋
本
義
肢
製
作
株

式
会
社
と
社
名
を
改
め
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
前
半
に
か
け
て
、

私
が
幼
少
だ
っ
た
頃
の
記
憶
を
た
ど
る
と
、
障
が
い

者
に
対
す
る
偏
見
の
目
も
強
く
、
学
校
で
い
じ
め
ら

れ
ま
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
は
家
の
隣
に
義
肢
や
装
具
を
製
作
す
る
工
場

が
あ
り
、
両
親
も
社
員
も
一
緒
に
夕
食
を
食
べ
た
り

旅
行
に
行
っ
た
り
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
大
家
族
の
よ

違
わ
な
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
欲
し
い
」
と

言
わ
れ
て
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
翌
日
か
ら
、

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
入
っ
た
ベ
ル
ト
が
で
き
あ
が
っ

て
き
ま
し
た
【
写
真
１
】。

【写真１】デザインを変えた装具
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う
な
会
社
で
し
た
。
障
が
い
害
者
雇
用
率
も
高
く
、

ダ
ウ
ン
症
の
社
員
に
も
よ
く
遊
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
が
小
学
校
へ
行
き
だ
し
て
、
学
校

の
友
達
を
家
に
連
れ
て
く
る
と
、
私
が
大
好
き
な
ダ

ウ
ン
症
の
お
兄
ち
ゃ
ん
を
友
達
が
物
珍
し
そ
う
に
見

て
い
ま
し
た
。
翌
日
に
学
校
へ
行
く
と
「
橋
本
の
家

に
は
変
な
人
が
い
る
ぞ
！
皆
で
見
に
行
っ
て
み
よ

う
！
」
と
噂
が
流
れ
ま
す
。
ま
た
、
友
達
が
来
て
、

義
足
や
ギ
ブ
ス
モ
デ
ル
を
見
て
は
、
お
化
け
屋
敷
だ

と
揶
揄
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
56（
１
９
８
１
）年
に
は
、
先
代
社
長
が
福
祉

用
具
を
販
売
す
る
会
社
で
あ
る
岡
山
リ
ハ
ビ
リ
機
器

販
売
有
限
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
当
時
は
義
足
や

装
具
を
装
着
し
た
方
が
履
く
事
の
で
き
る
靴
も
珍
し

く
、
福
祉
用
具
を
扱
う
会
社
も
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た

た
め
に
、
小
さ
く
て
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
福
祉
用

【写真２】奥村済世館岡山出張所
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流
出
す
る
の
で
は
な
い
か
？
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
す
る

よ
り
も
自
費
で
購
入
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い

か
？
と
予
想
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
レ
ン

タ
ル
用
の
福
祉
用
具
を
自
社
で
抱
え
ず
、
大
手
企
業

が
作
っ
た
レ
ン
タ
ル
卸
会
社
か
ら
福
祉
用
具
を
卸
し

て
も
ら
い
、
貸
与
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
当
然
、
卸

を
使
う
わ
け
で
す
か
ら
、
利
益
率
は
低
い
わ
け
で
す

が
、
何
時
、
制
度
が
方
向
を
転
換
す
る
か
？
市
場
が

ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、

大
き
な
冒
険
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
大
手
企
業
の
予
想
ど
お
り
、
レ
ン
タ
ル

事
業
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
か
ら
福
祉
用
具
が
外
れ
、
新
規
に
新
設
さ
れ
た
障

害
者
自
立
支
援
法
の
中
に
福
祉
用
具
給
付
事
業
が
組

み
込
ま
れ
ま
し
た
。

具
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
、
平
成
２（
１
９
９
０
）年
に

自
社
ビ
ル
を
竣
工
し
、
１
階
を
福
祉
用
具
販
売
店
舗
、

２
階
を
福
祉
用
具
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
福
祉
用
具
も
珍
し
い
中
、
天
井
走
行
リ
フ

ト
や
環
境
制
御
装
置
を
設
置
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ム
は

注
目
に
値
し
ま
し
た
。
岡
山
県
下
の
福
祉
関
連
の
大

学
や
専
門
学
校
か
ら
多
く
の
学
生
さ
ん
が
見
学
に
来

ら
れ
ま
し
た
が
、
県
や
市
の
関
連
団
体
が
福
祉
用
具

の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
作
っ
た
た
め
に
、
弊
社
の
モ
デ

ル
ル
ー
ム
も
役
目
を
終
え
、
平
成
10（
１
９
９
８
）年

の
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
に
伴
っ
て
モ
デ
ル
ル
ー

ム
を
撤
去
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
福
祉
用
具
貸

与
事
業
が
組
み
込
ま
れ
、
今
ま
で
給
付
で
の
ベ
ッ
ド

や
車
い
す
等
福
祉
用
具
の
販
売
を
中
心
に
し
て
い
た

当
社
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
岐
路
に
立
ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
給
付
時
代
の
ベ
ッ
ド
が
中
古
市
場
に
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の
ま
ま
残
し
て
お
く
事
に
矛
盾
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
障
が
い
者
も
歳
を
と
れ
ば
高
齢
者
で

あ
っ
て
、
利
用
す
る
福
祉
用
具
も
同
じ
で
あ
る
と

言
っ
た
発
言
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

恐
ら
く
、
厚
生
労
働
省
は
介
護
保
険
法
と
の
合
流
を

想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

介
護
保
険
と
の
合
流
を
前
提
に
制
度
を
作
ろ
う
と

し
た
た
め
に
、
制
度
の
ほ
こ
ろ
び
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
お
い
て
は
、

補
装
具
の
発
注
と
支
払
い
は
市
町
村
が
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
申
請
者

と
事
業
者
が
直
接
契
約
を
結
ん
で
、
注
文
と
支
払
い

は
申
請
者
が
行
い
、
支
払
い
代
金
の
領
収
書
を
市
町

村
へ
提
出
す
る
事
に
よ
っ
て
、
還
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
義
足
や
車
い
す
は
非
常
に
高
価

で
あ
る
事
か
ら
施
行
前
に
な
っ
て
代
理
受
領
が
認
め

　

障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
裁

量
的
経
費
か
ら
義
務
的
経
費
へ
と
制
度
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
福
祉
財
源
が
枯
渇
し
て
も
、
補
装
具

給
付
事
業
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
す
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
は
、
昭
和
22（
１
９
４
７
）年

に
施
行
さ
れ
て
約
50
年
間
続
い
た
古
い
制
度
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
当
時
は
必
要
最
低
限
の
福
祉
用
具
を
措

置
す
る
事
と
し
、
障
が
い
者
の
選
択
の
自
由
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
、
急
速
に
経
済
が
発

展
し
、
国
民
が
贅
沢
に
な
り
、
高
齢
化
社
会
の
到
来

と
と
も
に
、
海
外
か
ら
福
祉
用
具
が
沢
山
、
輸
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
12（
２
０
０
１
）年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

介
護
保
険
法
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
福
祉
用
具

が
レ
ン
タ
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
も
あ
っ
て
、
障

が
い
者
の
福
祉
用
具
給
付
に
お
い
て
措
置
制
度
を
そ
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相
談
基
盤
整
備
事
業
」
を
岡
山
県
が
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
で
、
他
府
県
に
お
い
て
も
同

様
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置
に
関
す
る

構
成
要
素
の
説
明
や
見
積
り
方
法
に
つ
い
て
行
わ
れ
、

座
学
後
に
、
車
い
す
や
座
位
保
持
装
置
の
展
示
品
を

使
っ
た
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
々
か

ら
は
、
座
位
保
持
装
置
の
実
物
や
車
い
す
の
部
品
に

つ
い
て
初
め
て
見
た
方
も
多
く
、
有
意
義
な
研
修
会

で
あ
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
町
村
の
保
健
福
祉
担
当
者
は
完
成
用
部
品
が

多
く
増
え
て
見
積
り
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
必
要
か

否
か
の
判
断
が
で
き
な
い
状
態
が
少
し
は
解
消
さ
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
町
村
の

保
健
福
祉
担
当
者
は
３
年
程
度
で
人
事
異
動
と
な
っ

て
し
ま
う
た
め
に
、
そ
の
都
度
、
研
修
会
を
受
け
る

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
申
請
か
ら
請
求
ま
で
の
流
れ
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
手
続
き
が
煩
雑
に
な

り
ま
し
た
。

　

制
度
に
つ
い
て

　

平
成
22（
２
０
１
０
）年
４
月
の
価
格
改
正
に
お
い

て
、
車
い
す
の
見
積
り
方
法
が
大
き
く
変
わ
り
、
以

前
は
修
理
基
準
と
し
て
価
格
表
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
多
く
の
項
目
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
価
格
の
大
幅
な
見
直
し
に
よ
っ
て
、

市
町
村
の
保
健
福
祉
担
当
者
が
混
乱
す
る
事
が
予
想

さ
れ
た
た
め
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
６
月
22
日
に

岡
山
県
更
生
相
談
所
が
主
催
と
な
っ
て
、
第
１
回
補

装
具
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
基
金
事
業
で
あ
る
「
福
祉
機
器
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今
後
、レ
ン
タ
ル
へ
移
行
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。そ
う
な
れ
ば
、介
護
分
野
で
福
祉
用

具
の
レ
ン
タ
ル
を
行
っ
て
い
る
業
者
が
一
気
に
補
装

具
の
業
界
へ
参
入
す
る
事
と
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
新
規

参
入
業
者
が
間
違
っ
た
請
求
を
し
た
場
合
、
今
ま
で

真
面
目
に
頑
張
っ
て
き
た
補
装
具
業
者
は
全
て
影
響

を
受
け
る
事
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
補
装
具

業
者
も
制
度
が
大
幅
に
変
わ
り
、
県
や
市
町
村
単
位

で
解
釈
が
異
な
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
市
町
村
担
当
者

と
の
見
解
の
違
い
に
よ
っ
て
、
見
積
り
内
容
を
指
摘

さ
れ
る
恐
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
更
生
相
談
所
を
中
心
と
し

た
判
定
と
見
積
り
チ
ェ
ッ
ク
機
関
が
正
常
に
機
能
し

な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
制
度
に
対
し
て

市
場
の
混
乱
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
我
々
補

装
具
業
者
も
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
達
を
基
に
、
解

必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
が
継
続
し
て

行
わ
れ
る
事
は
財
政
上
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
義
肢
装
具
士
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
が
窓
口
担
当
者
と
し

て
常
勤
化
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

一
方
、
車
い
す
メ
ー
カ
ー
に
眼
を
向
け
て
見
る
と
、

電
動
車
い
す
の
多
く
が
介
護
保
険
レ
ン
タ
ル
の
対
象

と
な
る
中
、
各
メ
ー
カ
ー
は
大
量
に
仕
入
れ
を
行
う

レ
ン
タ
ル
卸
会
社
が
大
手
顧
客
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、価
格
競
争
が
激
化
し
、手
間
の
か
か
る
オ
ー

ダ
ー
車
い
す
に
は
力
が
入
り
に
く
い
状
態
に
な
っ
た

結
果
、
市
場
に
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
タ
イ
プ
で
調
整
幅
の

広
い
車
い
す
が
多
く
普
及
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
介
護
保
険
の
レ
ン
タ
ル
で
対
応
の
難
し
い

オ
ー
ダ
ー
の
車
い
す
に
つ
い
て
は
給
付
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
調
整
幅
の
広
い
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
車

い
す
が
多
く
流
通
し
て
き
て
い
る
現
実
を
考
え
る
と
、
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し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
介
護
保
険
施
行
前
ま
で
は
、
補
装
具

業
者
と
し
て
、
障
が
い
者
へ
の
車
い
す
給
付
の
担
い

手
で
あ
っ
た
義
肢
装
具
製
作
所
は
介
護
保
険
の
流
れ

か
ら
は
外
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
介
護
保
険
制
度
下
に
お
け
る
福
祉
用
具
の

選
定
業
務
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
い
う
任
意

資
格
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
特
に
経
験
が
無
く
て
も
携

わ
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
資
格
は
７
日
間
の
講
習

を
受
講
す
れ
ば
、
誰
で
も
取
得
が
で
き
る
の
で
、
多

く
の
方
々
が
受
講
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
の
上
位
資
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
資
格
も
で
き
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
福
祉
用

具
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
主
な
担
い
手
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
明
確
な
位
置
づ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。

釈
の
違
い
が
都
道
府
県
で
生
じ
な
い
よ
う
に
同
業
者

で
情
報
を
共
有
し
、
利
用
者
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

誰
が
福
祉
用
具
の
担
い
手
？

　

義
肢
装
具
士
法
が
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
義
肢
装
具
士
は
、義
肢
装
具
の
採
型
・

適
合
業
務
を
診
療
補
助
行
為
で
あ
る
と
す
る
事
に
対

し
て
、
保
健
助
産
婦
看
護
士
法
の
禁
止
規
定
に
抵
触

さ
れ
な
い
資
格
で
す
。

　

こ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、
義
肢
装
具
士
は

３
年
間
の
専
門
教
育
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
、

義
肢
装
具
業
界
は
活
性
化
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、

一
般
大
学
や
他
業
種
か
ら
は
狭
き
門
と
な
っ
て
し
ま

い
、
義
肢
装
具
製
作
会
社
は
義
肢
装
具
へ
専
門
特
価
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開
発
を
好
ま
な
い
傾
向
が
強
い
中
で
、
森
本
教
授
は

現
場
ニ
ー
ズ
か
ら
開
発
を
進
め
る
プ
ロ
で
し
た
。
当

社
が
初
め
て
森
本
教
授
と
共
同
で
開
発
を
行
っ
た
の

が
、
脊
椎
損
傷
者
用
の
両
長
下
肢
装
具
で
し
た
。

　

脊
髄
損
傷
者
は
、
下
肢
機
能
が
全
廃
と
な
っ
た
時

点
で
、
車
い
す
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
が
、
長

下
肢
装
具
を
使
っ
て
立
位
を
と
ろ
う
と
試
み
ま
し
た
。

装
具
を
つ
け
て
歩
行
訓
練
を
し
て
も
、
な
か
な
か
実

生
活
で
実
用
に
至
る
装
具
と
は
な
ら
ず
、
社
会
復
帰

が
遅
れ
る
等
の
理
由
か
ら
、
日
本
で
は
あ
ま
り
推
進

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
あ
れ
ば
、
実
用
的
で
は
な
い
と
さ
れ
る
従
来
装

具
の
問
題
点
を
克
服
し
、
実
生
活
で
使
え
る
装
具
を

開
発
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

し
た
。
従
来
の
装
具
で
で
き
な
か
っ
た
事
と
は
、
装

着
者
自
身
で
装
具
の
装
着
が
で
き
な
い
事
と
、
自
力

で
座
位
か
ら
立
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

　

こ
の
よ
う
に
、
制
度
が
先
行
し
た
た
め
に
福
祉
用

具
に
携
わ
る
専
門
職
が
未
成
熟
の
状
態
と
な
っ
て
し

ま
い
、
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
で
の
死
亡
事
故
や
福
祉
用

具
の
押
し
売
り
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
ま
し
た
。

問
題
を
解
決
す
べ
く
、
厚
生
労
働
省
か
ら
各
事
業
所

へ
指
導
が
行
わ
れ
、
福
祉
用
具
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
等
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
学
や
選
定
に
携
わ
る
専
門
教

育
を
受
け
た
有
資
格
者
が
携
わ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
ト
ラ
ブ
ル
は
減
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
機
能
装
具
の
開
発

　

平
成
13（
２
０
０
１
）年
に
森
本
正
治
教
授
（
現
在
、

大
阪
電
気
通
信
大
学
教
授
）
が
労
災
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
工
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
岡
山
の
大
学
へ
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
教
授
と
い
え
ば
、
研
究
主
導
型
に

な
り
が
ち
で
、
あ
ま
り
現
場
ニ
ー
ズ
に
た
っ
た
研
究
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て
歩
行
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｍ
Ｒ
流
体
と
い
う

特
殊
な
液
体
を
ブ
レ
ー
キ
に
応
用
す
る
事
に
よ
っ
て
、

足
先
が
引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
足
関
節
を
制
御
し

ま
し
た
。
こ
の
原
理
を
片
麻
痺
者
用
の
短
下
肢
装
具

へ
も
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
先
の
ス
ム
ー
ズ

な
振
出
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
【
写
真
３
】。

の
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
室
等
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
装
具
装

着
や
歩
行
訓
練
の
補
助
を
し
て
く
れ
る
間
は
使
用
で

き
て
も
、
自
宅
で
他
人
の
力
を
借
り
ず
に
利
用
す
る

事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、我
々
は
装
具
の
装
着
方
法
を
変
更
し
、車

い
す
に
乗
っ
た
状
態
で
装
着
で
き
る
よ
う
に
変
え
ま

し
た
。ま
た
、膝
関
節
の
部
分
に
エ
ア
シ
リ
ン
ダ
ー
を

使
っ
た
立
位
補
助
機
構
を
開
発
す
る
事
に
よ
っ
て
、
膝

関
節
の
伸
展
を
補
助
し
て
一
人
で
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち

上
が
る
事
が
で
き
る
長
下
肢
装
具
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

次
に
出
て
き
た
課
題
が
足
関
節
の
制
御
で
す
。
膝

関
節
と
同
様
に
、
足
関
節
を
動
か
す
事
が
で
き
な
い

た
め
に
、
足
関
節
を
90
度
屈
曲
の
状
態
で
固
定
し
て

し
ま
い
ま
す
と
、
爪
先
が
床
を
擦
っ
て
し
ま
い
、
う

ま
く
足
を
前
に
出
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
健
常
者
の

私
た
ち
の
場
合
に
は
、
足
関
節
を
軽
度
に
背
屈
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
先
と
床
の
間
に
隙
間
を
作
っ

【写真３】MRブレーキを用いた下肢装具
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き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
研
究
の
中
心
に
な
っ
て
開
発

を
牽
引
し
て
く
れ
た
義
肢
装
具
士
の
強
い
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
難
し
く
な
る
障
が
い
者
向
け
の
福
祉
用
具

　

Ｐ
Ｌ
法
や
個
人
情
報
保
護
法
等
、
様
々
な
制
度
が

整
備
さ
れ
る
中
で
、
我
々
が
障
が
い
者
向
け
に
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
製
作
し
て
い
る
福
祉
用
具
も
製
作
し

に
く
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

電
動
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
は
、
今
で
こ
そ
一
部
上
場

の
大
手
企
業
が
製
作
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
中
小

零
細
企
業
で
開
発
・
製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
商
品
が
規
格
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
分
解
や
組

み
立
て
が
複
雑
で
デ
ザ
イ
ン
性
も
低
い
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
が
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
福
祉

　

従
来
の
装
具
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
の
特
性

を
利
用
し
た
機
械
的
な
方
法
で
歩
行
補
助
を
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
重
量
、
大
き
さ
等
の
課
題
は
残
っ
て

い
ま
す
が
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
応
用
し
た
画
期
的

な
装
具
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
装
具
の
開
発
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法

人　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

の
助
成
事
業
と
し
て
採
用
さ
れ
た
事
が
大
き
な
推
進

力
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
県
産
業
振
興
財
団

が
主
催
す
る
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
お
か
や
ま
」

と
い
う
福
祉
用
具
開
発
支
援
を
通
し
て
知
り
合
っ
た

多
く
の
企
業
や
医
療
関
係
者
の
協
力
の
下
に
実
現
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
し
、
産

官
学
民
（
産
業
界
、
行
政
、
学
校
、
医
療
関
係
者
）

が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
祉
用
具
に
最
新
の

技
術
を
取
り
入
れ
て
不
可
能
を
可
能
に
す
る
事
が
で
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具
が
生
ま
れ
、
様
々
な
制
度
を
動
か
し
て
く
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
福
祉
用
具
の
開
発
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
人
々
が
、
福
祉
関
連
の
大
学
に
て
教
鞭
を
と
る

事
に
よ
っ
て
、
次
世
代
の
福
祉
用
具
開
発
者
が
生
ま

れ
て
い
る
事
は
非
常
に
頼
も
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
障
が
い
者
の
た
め
に
、
時
間
と
コ

ス
ト
を
気
に
す
る
事
無
く
、
良
い
福
祉
用
具
を
製
作

す
る
環
境
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
学
は
臨
床
と

近
い
位
置
に
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
が
本

当
に
求
め
る
福
祉
用
具
を
開
発
す
る
事
は
至
難
の
業

で
す
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
福

祉
用
具
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
研
究
成
果
が
求
め
ら

れ
る
大
学
で
は
実
用
的
な
福
祉
用
具
を
開
発
す
る
事

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

最
終
的
に
は
、
企
業
が
大
学
や
病
院
等
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
作
っ
て
、
福
祉
用
具
の
開
発
に
従
事

用
具
需
要
が
急
激
に
高
ま
り
、
製
品
材
料
も
鉄
か
ら

ア
ル
ミ
や
樹
脂
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

性
も
飛
躍
的
に
向
上
し
、
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
は
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
ま
で
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
る
ま

で
に
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
労
災
リ
ハ
ビ
リ
工
学
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
、
横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
滋
賀
県
福
祉
用
具
セ
ン

タ
ー
等
、
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
施
設

が
多
々
あ
り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
福
祉
用
具
や
人
材

が
今
の
福
祉
用
具
業
界
を
支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
れ
の
セ
ン
タ
ー
も
、
臨
床
と
「
も
の
づ
く
り
」

の
現
場
を
備
え
た
施
設
に
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
仲
間

と
し
て
の
人
材
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
福
祉
用
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ル
が
行
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
１
ヶ
月
３
０
０
０
円
で
レ
ン
タ
ル
で
き

る
車
い
す
が
３
０
０
円
の
料
金
で
利
用
す
る
事
が
で

き
ま
す
。
一
見
安
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
１
年
間

レ
ン
タ
ル
す
る
と
、
事
業
者
に
は
３
６
０
０
０
円
が

払
い
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス

ト
ア
で
売
ら
れ
て
い
る
車
い
す
の
売
値
を
上
回
る
金

額
で
す
。
レ
ン
タ
ル
事
業
者
は
、
少
し
で
も
安
く
仕

入
れ
て
儲
け
を
多
く
し
よ
う
と
大
量
仕
入
れ
を
条
件

に
メ
ー
カ
ー
に
圧
力
を
か
け
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
は
、

海
外
へ
製
造
拠
点
を
移
し
て
で
も
廉
価
版
の
生
産
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
福
祉
用
具
を
代
表
す
る
ベ
ッ
ド
や
車

い
す
の
製
造
拠
点
が
海
外
へ
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

拠
点
を
海
外
へ
移
し
、
海
外
で
の
販
売
も
視
野
に
入

れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
は
必
須
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
事
は
、
特
殊
な
車
い

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
企
業
の
最
終
目
的
は
利

益
の
追
求
と
社
会
貢
献
で
す
。
当
然
、
対
象
者
の
少

な
い
福
祉
用
具
は
開
発
リ
ス
ト
に
は
挙
が
り
ま
せ
ん
。

社
会
貢
献
を
目
的
と
し
て
福
祉
用
具
を
開
発
す
る
に

し
て
も
、
リ
ス
ク
は
負
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

重
度
障
が
い
者
用
の
福
祉
用
具
を
開
発
し
よ
う
と
す

る
大
手
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
な
る
と
、
福
祉
に
寛
大
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク

等
で
開
発
さ
れ
た
福
祉
用
具
を
高
価
な
値
段
で
購
入

す
る
し
か
手
立
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
義

足
の
部
品
や
車
い
す
も
高
額
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
保
険
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
12
種
類

の
福
祉
用
具
に
つ
い
て
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
が
競
っ

て
新
商
品
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
顕

著
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
を
使
え
ば
１
ヶ
月
１

割
の
利
用
料
金
で
指
定
さ
れ
た
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
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え
ら
れ
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
で
あ
れ
ば
、
支

払
い
者
の
厚
生
労
働
省
が
高
額
な
福
祉
用
具
は
支
給

対
象
と
し
て
認
め
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
用
具
を
選
ぶ
人
達
が
価
格
重
視
で
選
定
を
行
え

ば
、
本
人
が
希
望
し
な
い
福
祉
用
具
を
使
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
と

し
て
新
規
参
入
す
る
メ
ー
カ
ー
も
減
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
国
際
福
祉
機
器
展（
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）平
成
19

（
２
０
０
７
）年
の
来
場
者
数
12
万
7
千
人
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
展
に
お
い
て
は
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
の
10
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
出
展
社
数
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
介
護

保
険
対
象
品
以
外
の
福
祉
用
具
を
扱
っ
て
い
た
メ
ー

カ
ー
の
ブ
ー
ス
が
激
減
し
ま
し
た
。

す
へ
の
対
応
で
す
。量
産
品
が
中
心
と
な
れ
ば
、オ
ー

ダ
ー
品
へ
の
対
応
が
悪
く
な
り
ま
す
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で

生
産
工
程
で
「
が
ん
じ
が
ら
め
」
に
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
特
注
品
対
応
に
遅
れ
が
で
ま
す
。
ま
た
、
技

術
者
も
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
価
格
も
競

争
が
激
し
く
な
る
中
で
下
が
り
ま
す
が
、
限
界
を
越

え
る
と
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
動
車
や
家
電
製
品
等
、
一
般
市
場
で
も
デ
フ
レ

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
は
高
付
加
価
値
商

品
を
販
売
す
る
事
に
よ
っ
て
、
価
格
帯
を
維
持
し
よ

う
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
福
祉
用
具
業
界
で
は
下
が
っ
た

値
段
は
戻
り
ま
せ
ん
。
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
が
良
く

な
っ
て
も
、
値
段
が
高
い
と
市
場
へ
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
の
が
福
祉
用
具
業
界
で
す
。

　

理
由
の
一
つ
に
は
、
選
ぶ
人
と
お
金
を
払
う
人
、

利
用
す
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
事
だ
と
考
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る
補
装
具
業
者
の
中
に
大
手
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
家
電
業
界
と
比
較
し
て
も
数
千
分
の
１
に
も
満

た
な
い
市
場
で
あ
る
た
め
に
、
補
装
具
業
者
が
成
長

す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
大
手
企
業
が
新
規
参
入

す
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
や
大
手
ス
ー
パ
ー
の
よ
う

な
対
応
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
別
対
応

が
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、
海
外
へ
拠
点
を
設
け
て

製
造
原
価
を
下
げ
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
商
品

単
価
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
の
頭
の
中
に

も
、
細
々
と
で
き
る
範
囲
の
仕
事
を
障
が
い
者
の
為

に
続
け
て
い
け
ば
良
い
と
い
う
考
え
が
残
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
考
え
方
が
間
違
い
の
元
だ
と
気
が
つ
き
ま
し

た
。
長
い
歴
史
を
通
し
て
、
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
も

制
度
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
安
く
て
高
品
質
な
商
品

が
溢
れ
、
お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も
随
分

　

ま
と
め

　
「
お
前
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
我
々
障
が
い
者
は

困
る
ん
だ
！
社
長
な
ら
も
っ
と
し
っ
か
り
し
ろ
！
私

は
足
が
動
か
な
い
だ
け
で
口
は
動
く
。
文
句
が
言
い

た
く
て
も
言
え
な
く
て
我
慢
し
て
い
る
人
も
一
杯
い

る
と
思
う
か
ら
私
が
代
表
し
て
言
っ
て
い
る
ん

だ
！
」
情
け
な
さ
で
一
杯
で
し
た
。
平
成
22
年
の
暮

れ
に
、
車
い
す
利
用
者
の
方
か
ら
お
叱
り
を
受
け
ま

し
た
。
車
い
す
の
改
造
を
依
頼
さ
れ
て
、
２
ヶ
月
間

た
っ
て
も
納
品
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
私
が
呼
び

出
さ
れ
ま
し
た
。担
当
者
か
ら
は
、改
造
が
複
雑
だ
っ

た
の
で
、
自
分
で
な
ん
と
か
改
造
し
よ
う
と
四
苦
八

苦
し
て
い
た
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
で
あ
れ

ば
、
事
前
に
連
絡
を
す
る
べ
き
で
し
た
。
完
全
に
私

達
の
ミ
ス
で
し
た
。

　

ユ
ー
ザ
ー
の
方
へ
福
祉
用
具
を
直
接
提
供
し
て
い
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と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
業
界
と
同
じ
よ
う
に
時

代
の
流
れ
に
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
が
、
自
分
達
で

で
き
る
事
は
沢
山
あ
る
は
ず
で
す
。
私
達
の
仕
事
は
、

常
に
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
ま

し
た
。
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

事
を
形
に
す
る
の
が
我
々
で
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
良
き
お
手
本
で
あ
っ
て
、
先
生
で
す
。

　

障
が
い
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々

の
思
い
と
、
そ
れ
に
答
え
て
い
こ
う
と
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
思
い
が
あ
る
限
り
、
我
々
を
と
り
ま
く
環
境

が
ど
ん
な
に
変
化
し
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
福
祉
用
具
を
選
定
し
、
新
し
い
福
祉
用
具

を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
三
章
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

『障害者が利用する福祉用具の制度の在り方に関する調査研究』
アンケート調査結果

調査協力者　　障害者ご本人・ご家族・関係者など
調査方法　　　調査票による記入式
実施期間　　　平成 22 年 11 月 19 日～12 月８日
送付数　　　　886 箇所
回答数　　　　283 通（回答率：32％）

北海道地区
東北地区（青森県、秋田県、岩手県、山形県、宮城県、福島県）
関東地区（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県）
甲信越地区（山梨県、長野県、新潟県）
東海地区（静岡県、愛知県、岐阜県、三重県）
北陸地区（富山県、石川県、福井県）
近畿地区（大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県）
中国地区（鳥取県、岡山県、島根県、広島県、山口県）
四国地区（香川県、愛媛県、徳島県、高知県）
九州地区（福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）
無記入

17
30
63
24
24
21
40
24
10
25
5

283

Ａ．回答者の住んでいるところ
回答数回答数

合　計

Ｂ．回答者の性別・年齢

【性別】

男性 女性 無記入 合計

138 137 8 283

【年齢】

年齢 回答数 年齢 回答数

単位：名

単位：名

10～19 歳

20～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

18

48

48

48

50～59 歳

60～69 歳

70 歳～　

無記入

合　計

31

43

33

14

283

集計結果
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Ｃ．アンケート回答者（記入者）

回答者（記入者）

合　計

回答数

障害児者ご本人

障害児者のご家族

障害児者の支援者

施設関係者

その他

無記入 

※代筆含む

12

118

1

2

0

150

283

単位：名

Ｄ．障害の種別  

回答者（記入者）

合　計

回答数

肢体不自由

知的障害

精神障害

視覚障害

聴覚障害

その他

無記入

125

58

6

5

6

3

80

283

単位：名（複数記入可）

１．補装具について       
（1）補装具を購入して利用している

年齢 回答数

合　計

利用している 利用していない 無記入

10～19 歳

20～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70 歳～

無記入

18

42

43

40

27

35

27

8

240

18

48

48

48

31

43

33

14

283

0

3

4

7

4

8

6

5

37

0

3

1

1

0

0

0

1

6

単位：名
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（2）（1）で「利用している」と回答した方は下記品目の何を利用していますか。 

上記以外で、利用している補装具

年齢 利用し
ている

合　計

義肢 装具 座位保
持装置

車
いす

電動車
いす　 歩行器 歩行補

助つえ

重度障害
者用意思
伝達装置

10～19 歳

20～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70 歳～

無記入

18

42

43

40

27

35

27

8

240

0

0

1

2

0

2

1

0

6

11

10

14

45

13

12

7

2

114

13

22

12

35

11

5

1

3

102

17

38

36

108

22

29

18

7

275

2

12

6

25

8

10

8

0

71

8

5

0

7

4

2

3

2

31

2

3

2

5

2

3

5

1

23

0

1

1

3

1

0

0

0

6

単位：名（複数記入可）

保護帽、頭部保護帽（ヘルメット）補、聴器、立位保持装置、床ずれ防止用マット、
車用カーシート、ＳＲＣウォーカー、電動ベット、ストマー、携帯用会話補助装置、
三輪自転車、トーキングエイド、パソコン、床走行式電動介護リフト、　等々

（3）補装具の交付、修理などでこれまで不便や不満を感じたことはありますか。

合　計無記入
10～
19歳

回答者（記入者）

回答数

不便や不満を
感じた

不便や不満は
ない

無記入

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70歳
～　

18

15

3

0

48

29

10

9

48

30

11

7

48

27

16

5

31

17

9

5

43

23

14

6

33

11

12

10

14

8

1

5

283

160

76

47

単位：名
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２．日常生活用具費について

（1）回答者が利用している種目・品目

合　計無記入
10～
19歳

回答者（記入者）

回答数
回答数種目、品目例等（耐用年数）

歩行補助杖（３年）
頭部保護帽（３年）
便　 器（８年）
特殊マット（５年）
特殊寝台（８年）
特殊尿器（５年）
入浴担架（５年）
体位変換器（５年）
入浴補助用具（８年）
訓練用ベッド（８年）
訓練いす（５年）
移動用リフト（４年）
移動・移乗支援用具 (８年）
居宅生活動作補助用具
（1回のみ）
収尿器（1年）
特殊便器（８年）
パソコン周辺機器（５年）
ネブライザー（５年）
電気式たん吸引器（５年）
紙おむつ等
火災警報器（８年）
自動消火器（８年）
緊急通報装置
電磁調理器（６年）
歩行時間延長信号機用小型
送信機（10 年）
携帯用会話補助装置（５年）
情報・通信支援用具
聴覚障害者用屋内信号装置
（10 年）
ストーマ装具
（ストーマ用品・洗腸用具）

0
0
0
2
2
0
0
1
1
0
0
1
0

0

0
0
0
1
3
2
1
0
0
0

0

0
0

0

0

1
1
0
0
1
1
1
0
4
0
0
1
3

1

0
1
6
0
2
11
0
0
0
0

0

0
0

0

0

1
2
3
2
3
0
0
1
4
0
2
3
1

1

0
1
2
0
1
11
2
0
0
0

0

0
0

0

0

0
2
5
2
4
1
2
3
8
1
1
3
2

1

0
1
3
1
2
11
1
0
0
0

0

4
0

0

1

1
2
0
2
1
0
1
0
1
1
0
1
0

0

0
0
0
1
1
5
0
0
0
1

0

1
0

0

0

1
1
1
4
1
0
0
0
2
1
1
0
0

0

1
0
0
0
6
0
0
0
0
0

0

0
0

0

1

1
2
2
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0

1

1
0
1
0
0
5
0
0
0
0

0

0
0

0

0

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0

0
0
0
0
0
1
0
0
0
0

0

0
1

0

0

6
10
11
14
12
2
4
5
21
3
4
9
6

4

2
3
12
3
15
46
4
0
0
1

0

5
1

0

2

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70～

18 48 48 48 31 43 33 14 283

単位：名
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（2）自治体独自で行っている事業
【回答者が住んでいる地域での事業】
紙おむつ支給制度、紙おむつ購入費助成制度、住宅整備補助事業、
訪問入浴サービス事業、補装具自己負担補助制度　　等々

（3）日常生活用具の申請、修理などでこれまで不便や不満を感じたことはありますか。

合　計無記入
10～
19歳

回答者（記入者）

回答数

不便や不満を
感じた

不便や不満は
ない

無記入

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70歳
～　

18

13

1

4

48

15

11

22

48

9

17

22

48

18

15

15

31

7

8

16

43

10

10

23

33

5

11

17

14

4

2

8

283

81

75

127

単位：名
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３．補装具費支給制度（自立支援給付）と日常生活用具給付等事業（地域生活支援事
業の一事業）について、厚生労働省調査より両制度の対象となっている障害者や支援
者から下記のような意見が聞かれることが報告されています。また、本会実施の研修
会等でも意見・要望が報告されています。どの意見・要望を支持するか伺います。

４．レンタルにすると効果的な品目
ベット、歩行容器、ポータブルトイレ、車いす、携帯用会話補助装置、特殊寝台、
座位保持装置、電動車いす、移動用リフト、スロープ（持ち運びができる軽量のもの）、
吸引器、歩行器、訓練用ベット、情報通信支援用具、トイレットチェアー（学童期）、
ネプライザー、カーシート、階段移動時リフト、便器、　　等々

合　計無記入
10～
19歳回答者（記入者）

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳 70～

※強く支持する項目順にポイントを加えて集計
（1番に支持する＝10 ポイント～10 番に支持する＝１ポイント）単位：ポイント

年齢により福祉用具の給付
制度が異なる現状を見直し、
利用者のニーズを優先する
仕組みをつくる事を望む。

 73 163 185 164 133 101 77 31 927

 68 144 169 153 93 103 55 25 810

 24 153 124 169 110 120 58 29 787

 45 139 104 169 97 82 49 12 697

 29 146 110 107 83 97 100 12 684

 41 96 90 123 74 82 58 10 574

 23 98 53 83 44 61 28 7 397

 23 67 40 80 44 61 42 10 367

 15 49 38 40 33 46 30 0 251

 12 48 32 50 48 45 14 0 249

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

補装具判定の手続きを近く
の医療機関等で行えるよう
にすべき。（補装具判定機
関と地域の医療機関が連
携すべき）

日常生活用具の品目、給付
額が市町村によって異なる、
公平な給付とするべき。

日常生活用具の給付上限
額と実際の品目の価格に乖
離があるため給付額の見直
しを望む。

両制度で統一的な取扱いと
してほしい。

補装具は更生相談所に相
談できるが、日常生活用具に
ついても相談できる環境を
整備してほしい。

レンタル制度を導入してほし
い。

福祉用具の適合には専門
的な技術を要し時間がかか
ることから「もの」の価格だけ
でなくサービス費を別に設定
してほしい。

補装具製作事業者を指定
事業者制にすべき。

離島や山間地域については
加算を設けるべき。
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『障害者が利用する福祉用具の制度の在り方に関する調査研究』
アンケート調査結果

調査協力者 障害者自立支援法の実施主体である全ての市町
調査方法 調査票による記入式
実施期間 平成 22 年 11 月 19 日～12 月８日
送付数 1614 箇所
回答数 840 通　( 回答率：52％)

単位：自治体

自治体 市 町 無記入 合　計

回答数 495 340 5 840

１．補装具種目の所有状況

《補装具について》

【直近の種目別の所有状況】 単位：人

義肢

装具

座位保持装置

車いす

電動車いす

歩行器

歩行補助つえ

重度障害者用意思伝達装置

5自治体340自治体495自治体840自治体

者

3,762

10,748

－

11,529

2,113

622

2,805

254

367

3,700

2,415

3,072

346

614

234

13

3058

8602

－

9216

1718

507

2264

212

315

3090

1999

2597

317

502

183

11

665

1893

－

2079

314

105

509

35

49

564

370

382

25

90

46

2

39

253

－

234

81

10

32

7

3

46

46

93

4

22

5

0

児 者 児 者 児 者 児

無記入町市合計

集計結果
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２．補装具種目別交付件数
【平成 21年度における種目別の実績】 単位：件

義肢

装具

座位保持装置

車いす

電動車いす

歩行器

歩行補助つえ

重度障害者用意思伝達装置

5自治体340自治体495自治体840自治体

者

4,456

17,035

－

12,069

1,720

763

2,928

418

244

10,787

4,520

5,278

401

928

431

43

4002

15,418

－

10,907

1,580

694

2,632

377

216

10,067

4,049

4,908

366

848

394

41

390

1,361

－

1,001

110

60

260

33

26

598

388

301

25

64

34

2

64

256

－

161

30

9

36

8

2

122

83

69

10

16

3

0

児 者 児 者 児 者 児

無記入町市合計

３．補装具種目別修理件数
【平成 21年度における種目別の実績】 単位：件

義肢

装具

座位保持装置

車いす

電動車いす

歩行器

歩行補助つえ

重度障害者用意思伝達装置

5自治体340自治体495自治体840自治体

者

4,731

9,195

－

20,442

8,660

124

114

305

134

1,721

2,648

3,137

501

149

48

12

4312

8478

－

18664

8075

106

98

278

121

1633

2447

2914

474

137

42

12

361

596

－

1443

419

18

15

24

12

71

167

189

22

12

5

0

58

121

－

335

166

0

1

3

1

17

34

34

5

0

1

0

児 者 児 者 児 者 児

無記入町市合計
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４．耐用年数未満で再交付等したもの（件数）
【平成 21年度における種目別の実績】 単位：件

義肢

装具

座位保持装置

車いす

電動車いす

歩行器

歩行補助つえ

重度障害者用意思伝達装置

5自治体340自治体495自治体840自治体

者

60

223

－

251

31

8

30

3

19

594

212

405

13

30

24

0

52

171

－

206

20

6

28

3

17

529

183

383

11

29

20

0

8

52

－

45

11

2

2

0

2

65

29

22

2

1

4

0

0

0

－

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

児 者 児 者 児 者 児

無記入町市合計

５．耐用年数を待たず行った再交付等の事例－①

種目（耐用年数） 車いす
（6年）

車いす
（6年）

車いす
（5年）

車いす
（普通型）

車いす
（6年）

電動車いす
（6年）

再交付又は修理 再交付 再交付 再交付 再支給 再交付 再交付

支給額 171,598円 126,308円 234,376円 204,106円 792,866円 1,011,460円

障害者又は障害児 障害児 障害者 障害児 障害児 障害児 障害者
障害種別 肢体不自由 重複障害 重複障害 脳病変移動 体幹の機能障害 身体
障害等級 1級 1級 1級 2級 1級 1級
障害名 脳性麻痺に

よる両上肢
機 能 障 害
（著しく困
難）、移動機
能障害（著
しく困難）

両下肢体幹
左下肢機能
障害

二部脊椎 脳性麻痺 脳性麻痺 筋ジストロフィー

再交付等の理由 成長のため
身体に合わ
なくなった

身体の変化 成長のため
身体に合わ
なくなった

成長のため
身体に合わ
なくなった

身体の成長に
より既存の車
いすが合わな
くなったため
（修理不能）

筋ジストロフィー
が進行し、体に
合わず長時間
姿勢保持がで
きない

以前支給した補
装具と今回交付
等する補装具の
相違点等

付属品の追
加等

痩身により
車いすが体
に合わない

体に合わせ
たサイズのも
のに変更

成長対応型 サイズの変更 ティルト・リクラ
イニング式、リフ
ト式
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種目（耐用年数） 靴型装具
（3年）

重度障害者
用意思伝達
装置（5年）

下肢装具 座位保持
装置　　                  
（3 年）

車いすリクライ
ニング式　　
（6年）

長下肢装具
（3年）

再交付又は修理 再交付 再交付 再交付 再交付 再交付 再交付

支給額 66,929円 35910円 59837円 412309円 517352円 122031円

障害者又は障害児 障害児 障害者 障害児 障害児 障害児 障害者

障害種別 右上・下肢
障害

重複障害 重複障害 身体 肢体不自由

障害等級 2級 1級 3級 1級 1級 3級

障害名 脳梗塞 筋萎縮性側
索硬化症

下肢機能障
害

脳性麻痺 両上肢機能障
害

右下肢機能障
害

再交付等の理由 足に合わな
くなった

筋力低下の
症状の重度
か

身体の変化 成長により
身体に合わ
なくなった

身体の成長 生活環境の変
化

以前支給した補
装具と今回交付
等する補装具の
相違点等

形式に変わ
りはない

入力装置の
交換

サイズ変更 部品交換、
寸法

補装具の処方
相違なし

５．耐用年数を待たず行った再交付等の事例－②

◆自治体独自で行っている事業一例
音声識別装置 在宅重度身体障害者住宅改修費給付事業

カーシートの購入費 在宅福祉利用券給付事業

紙おむつ購入費助成事業 在宅介護用品助成事業

重度障害者（児）日常生活用具給付事業 難聴児補聴器購入費補助事業

タッチ式ボイスレコーダーの給付 特殊障害者器具装置費用助成

保護ブーツ給付 パルスオキシメーター

介護者用車いす電動補助ユニット 緊急通報体制支援事業　　　　　　　等々

１．日常生活用具給付等事業について

《日常生活用具制度について》
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◆耐用年数を待たずにして再給付した用具の具体的な内容

種目
情報・意思疎通
支援用具　　　

在宅療育等
支援用具　

在宅療養等
支援用具　

自立生活
支援用具

品目例等 人口咽頭 電気式たん吸引
器

頭部保護帽 入浴補助用具

障害者又は障害児 障害者 障害児 障害児 障害者

障害種別 音声言語 内部 肢体不自由 肢体不自由

障害等級 3級 1級 2級 1級

支給額 631,000円 48,000円 14,090円 90,000円

障害名 咽頭全摘出による音
声言語機能の喪失

呼吸器機能障害 下肢機能障害 筋ジストロフィーに
よる四肢機能障
害

再給付の理由 修理不可能 修理不能 身体の成長によ
り身体に合わなく
なった

身体機能の低下
のため、座位を保
つことが困難

以前支給した用具と今回
給付した用具の相違点等

なし なし サイズの変更 シャワーチェアの
背もたれの有無

種目
在宅療養等
支援用具　

自立生活
支援用具

自立生活
支援用具

自立生活
支援用具

品目例等 電気式たん吸引器 頭部保護帽 歩行補助杖 聴覚障害者用屋
内信号装置

障害者又は障害児 障害者 障害者 障害者 障害者

障害種別 呼吸器障害 肢体不自由 １種 聴覚

障害等級 1級 3級 2級 2級

支給額 45,000円 15,200円 2,700円 11,340円

障害名 アミロイドーシス 両下肢内転足 両下肢 両耳ろう、言語機
能の喪失

再給付の理由 前回交付のポータブ
ル型では性能不足、
また不調、故障が多
発しているため

亀裂が入り大きさ
が合わない

杖を紛失 不明

以前支給した用具と今回
給付した用具の相違点等

据え置き型 柔らかい素材に
なった

なし 不明
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体
重
に
よ
る
負
加
も
大
き
く
消
耗
も
激
し
い
が
、

新
規
の
作
成
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
修
理
を
重
ね

て
使
用
し
て
い
る
。
成
長
期
は
個
人
ご
と
に
異
な

り
、
成
年
に
達
し
て
か
ら
体
が
大
き
く
な
る
又
、

障
害
程
度
が
重
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
態
の
違

う
車
い
す
が
必
要
に
な
る
。
柔
軟
な
対
応
を
希
望

す
る
。
で
き
る
な
ら
、
車
い
す
１
人
１
台
と
い
う

考
え
方
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

◆
左
足
に
補
装
具
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
左
右
の

サ
イ
ズ
の
違
う
靴
を
購
入
し
ま
す
。
素
材
が
布
製

や
合
成
だ
っ
た
り
し
て
軽
く
て
良
い
の
で
す
が
、

無
理
が
か
か
り
い
び
つ
に
な
っ
た
り
、
補
装
具
が

あ
た
る
部
分
は
破
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
外
出
に
は

不
向
き
で
す
。
ま
た
、
雨
や
雪
の
日
は
、
濡
れ
て

し
ま
う
の
で
長
靴
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
外
用
の

靴
を
特
注
す
る
と
10
万
円
と
高
額
で
し
た
。（
負

担
額
は
健
保
で
３
万
円
）
補
装
具
と
靴
は
セ
ッ
ト

不
便
や
不
満
を
感
じ
た
事
例

《
補
装
具
の
場
合
》

【
制
度
へ
の
要
望
】

◆
足
の
手
術
を
他
県
で
行
い
、
補
装
靴
も
大
き
な
病

院
の
た
め
指
定
医
が
い
て
問
題
な
く
作
れ
た
が
最

後
の
判
定
が
、
住
ん
で
い
る
京
都
市
の
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
の
判
定
を
受
け
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
。

す
ぐ
に
必
要
と
し
て
い
る
利
用
者
に
と
っ
て
、
こ

の
時
間
が
無
駄
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
す
ぐ

に
変
え
る
べ
き
。

◆
成
年
に
達
し
た
障
害
者
は
車
い
す
の
新
規
作
成
が

認
め
ら
れ
に
く
い
。
肢
体
不
自
由
児
者
に
と
っ
て
、

車
い
す
は
毎
日
使
用
す
る
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
、
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の
は
作
れ
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
修
理
を
し
な
が

ら
使
用
し
て
い
ま
す
。
電
動
車
い
す
も
選
択
で
き

る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
希
望
す
る
。

◆
電
動
車
い
す
に
助
成
し
て
ほ
し
い
。

◆
本
人
に
合
っ
た
歩
行
器
に
対
し
て
の
補
助
が
な
い
。

→
差
額
自
己
負
担
金
が
高
額
に
な
る
。
修
理
中
、

代
替
品
が
な
い
（
本
人
に
合
っ
た
物
が
な
い
た
め

不
便
）。
年
度
末
の
申
請
は
通
常
の
倍
の
日
数
が

か
か
る
。
予
算
の
都
合
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、
こ
ち
ら
は
時
期
を
選
べ
な
い
の
で
、
い
つ

も
同
じ
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

◆
意
志
伝
達
装
置
な
ど
は
重
度
身
体
障
害
で
あ
っ
て

も
、
手
帳
に
「
言
語
障
害
」
と
表
記
が
な
い
と
認

め
ら
れ
な
い
。
収
入
に
よ
り
車
い
す
で
あ
っ
て
も

補
助
対
象
外
と
な
る
。
補
助
上
限
額
が
低
い
と
思

う
。
製
品
は
日
々
開
発
さ
れ
て
高
額
化
し
て
い
る

が
交
付
額
は
変
わ
ら
な
い
。

の
物
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
靴
に
も
補
助
が
出
る

よ
う
望
み
ま
す
。

◆
車
い
す
、
座
位
保
持
い
す
を
新
し
い
も
の
に
５
年

間
作
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
を
変
え
て

ほ
し
い
。

◆
自
治
体
指
定
の
業
者
か
ら
購
入
し
な
い
と
補
助
が

出
な
い
こ
と
。
市
販
の
も
の
を
購
入
し
た
場
合
で

も
補
助
が
ほ
し
い
。

◆
靴
型
装
具
を
使
用
し
て
い
る
が
１
足
だ
け
し
か
給

付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
外
用
と
室
内
用
が
必
要
と
申

し
出
た
が
な
か
な
か
許
可
が
出
な
い
。

◆
長
下
補
装
具
の
破
損
し
た
場
合
、
修
理
で
は
な
く

新
規
製
作
に
し
て
ほ
し
い
。

◆
介
護
リ
フ
ト
の
修
理
は
給
付
対
象
で
な
い
の
で
高

額
費
用
が
か
か
っ
た
。

◆
高
等
部
在
学
中
に
電
動
車
い
す
を
作
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
厳
し
い
審
査
を
受
け
な
い
と
新
し
い
も
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（
病
院
に
業
者
が
来
る
日
が
限
ら
れ
て
い
る
）

◆
電
動
車
い
す
な
ど
仕
様
が
多
く
、
利
用
者
に
合
っ

た
も
の
に
す
る
と
高
額
に
な
る
。
交
付
額
で
は
大

幅
に
自
己
負
担
が
重
い
。
屋
内
外
の
階
段
昇
降
リ

フ
ト
へ
の
補
助
が
な
い
、
少
な
い
。

◆
重
度
障
害
者
用
意
志
伝
達
装
置
が
ほ
し
い
の
で
、

市
に
問
い
合
わ
せ
た
所
、
障
害
者
手
帳
に
「
音
声

機
能
の
喪
失
」
と
い
う
障
害
名
が
必
要
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
診
断
書
が
書
け
る
の
は
内
科

医
か
耳
鼻
科
医
の
限
ら
れ
た
医
師
と
の
こ
と
。
小

児
科
医
で
は
診
断
書
が
書
け
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
子
ど
も
の
場
合
は
診
断
書
を
書
け
る
医
師
を

小
児
科
医
ま
で
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
身
体
障
害
者
３
級
以
上
で
な
い
と
補
装
具
の
補
助

が
受
け
ら
れ
な
い
。
肢
体
で
な
く
と
も
補
装
具
の

必
要
な
知
的
障
害
者
も
お
り
、
医
師
が
必
要
と
認

め
た
場
合
、
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◆
養
護
学
校
卒
業
時
、
今
ま
で
使
用
し
て
き
た
外
国

製
の
車
い
す
か
ら
新
し
い
も
の
に
申
請
し
た
ら
、

極
力
、
日
本
製
で
作
る
よ
う
行
政
か
ら
言
わ
れ
た
。

体
位
保
持
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
同
じ
。
新
し
い
も
の
に

代
え
る
こ
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
困
難
で
あ
り
、

慣
れ
る
ま
で
大
変
な
時
間
を
要
し
ま
す
。
柔
軟
な

対
応
を
要
望
し
ま
す
。

◆
障
害
者
の
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
加
齢
と
と
も
に

変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
耐
用
年
数
だ
け
を
基
準
に

せ
ず
、
障
害
の
状
態
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
用
具

に
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
現
状
認
識
を

含
め
た
判
断
基
準
が
あ
っ
て
ほ
し
い
。

◆
車
い
す
を
作
る
と
き
、
意
見
書
（
判
定
）
の
た
め

の
受
診
に
始
ま
り
、
仮
合
わ
せ
・
確
認
な
ど
、
何

度
も
指
定
の
医
療
機
関
に
い
く
必
要
が
あ
る
。
医

師
の
立
会
が
必
要
な
場
合
を
除
き
、
業
者
と
の
直

接
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
助
か
る
。
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◆
使
用
し
て
み
た
い
歩
行
器
が
基
準
外
の
歩
行
器
で
、

申
請
し
て
も
な
か
な
か
申
請
が
お
り
ず
、
自
己
負

担
金
も
高
額
な
た
め
諦
め
た
。
結
局
、
機
能
の
良

さ
そ
う
な
装
具
（
歩
行
器
）
は
高
額
で
所
得
が
高

い
人
し
か
使
え
な
い
。
可
能
性
の
あ
る
子
ど
も
に

使
っ
て
挙
げ
ら
れ
な
い
の
が
不
便
で
あ
る
。
理
解

は
で
き
る
が
、
装
具
（
歩
行
器
）
の
値
段
が
高
額

す
ぎ
る
。

◆
車
い
す
を
交
付
す
る
際
、
利
用
者
と
業
者
間
に
入

る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
の
専
門
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
過
去
に
比
べ
る
と
手
薄
に
な
っ
て

き
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
現
に
製
作
し
た
車
い
す

は
本
人
の
体
に
合
っ
て
い
な
い
た
め
、
か
な
り
不

便
を
感
じ
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
不
足
を
感
じ
る
。
修

理
は
不
可
能
、
更
に
製
作
す
る
に
は
自
己
負
担
が

か
か
り
す
ぎ
る
。

◆
車
い
す
は
室
内
用
と
外
出
用
（
屋
外
用
）
の
２
台

◆
補
装
具
の
内
容
に
含
ま
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
自

己
負
担
購
入
と
な
る
。（
車
い
す
の
股
ベ
ル
ト
、

座
位
保
持
装
置
の
テ
ー
ブ
ル
等
）。
電
動
車
い
す

の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
買
い
替
え
は
自
己
負
担
。
補
装

具
種
目
と
し
て
ほ
し
い
。

◆
本
人
に
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
か
ら
出
来
上
が
り
ま

で
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
身
体
が
曲
が
る
前
に

パ
ー
ツ
の
組
み
合
わ
せ
で
防
ご
う
と
し
て
も
補
助

が
出
ず
、
自
己
負
担
が
高
い
。
20
歳
を
超
え
る
と

判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
作
れ
ず
、
そ
の
判
定
の
時

に
保
護
者
が
知
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
容
易

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
人
に
あ
っ
た
も

の
が
作
れ
な
い
人
が
い
る
こ
と
と
、
判
定
そ
の
も

の
の
聞
き
取
り
の
時
間
が
長
い
。
20
歳
を
超
え
る

と
保
護
者
が
業
者
と
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
多
く
、

施
設
職
員
や
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
業
者
の
立
ち
会
い
を

許
可
し
て
ほ
し
い
。
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で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
少
々
戸
惑
っ
た
。

◆
車
い
す
が
出
来
上
が
る
ま
で
５
カ
月
か
か
っ
た
。

成
人
す
る
と
５
年
は
作
成
で
き
な
い
。

◆
申
請
後
、
受
理
さ
れ
た
と
し
て
も
２
カ
月
ぐ
ら
い

経
た
な
い
と
認
可
の
通
達
が
来
な
い
。
５
年
未
満

は
修
理
が
認
め
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。

◆
申
請
か
ら
交
付
ま
で
時
間
が
か
か
る
（
半
年
）。

年
齢
で
内
外
用
車
い
す
２
台
の
購
入
が
不
可
で
あ

る
。
ま
た
、
１
台
作
っ
て
か
ら
消
耗
が
激
し
く
て

も
４
～
５
年
経
た
な
い
と
作
れ
な
い
。
修
理
に
も

時
間
が
か
か
り
、
納
得
い
く
修
理
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
不
便
さ
や
使
い
づ
ら
さ
が
あ
る
。
申

請
も
修
理
も
そ
の
都
度
、
行
政
窓
口
に
行
か
な
い

と
い
け
な
い
。

◆
申
請
か
ら
給
付
ま
で
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

◆
手
続
き
に
遠
方
の
役
所
ま
で
行
く
の
が
大
変
。（
県

の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
）

の
申
請
を
認
め
て
ほ
し
い
。

【
申
請
・
判
定
・
交
付
（
支
給
）】

◆
申
請
か
ら
交
付
ま
で
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
更

生
相
談
所
の
職
員
の
意
見
の
み
が
反
映
さ
れ
、
利

用
者
の
声
が
通
ら
な
い
。

◆
申
請
後
、
製
作
と
な
り
ま
す
が
完
成
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
。（
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置
）。
成
長

期
な
の
で
完
成
時
に
あ
と
何
年
使
用
で
き
る
か
不

安
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

交
付
か
ら
給
付
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
早
く
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
不
満
は
な
い
が
、
担
当
者

が
変
わ
っ
た
と
き
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
の
写

真
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
り
、
少
々
手

間
が
か
か
っ
た
。
実
際
は
６
年
以
上
使
用
し
た
座

位
保
持
装
置
な
の
で
、
身
体
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
だ
っ
た
。
年
数
、
年
齢
だ
け
で
も
理
解
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◆
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
交
付
に
つ
い
て
、「
脳
性
麻
痺

に
よ
る
体
幹
機
能
障
害
」
の
障
害
名
で
あ
る
が
、

手
肢
機
能
障
害
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
交

付
対
象
に
な
ら
な
い
。
実
際
の
障
害
の
状
況
で
は

両
手
肢
の
機
能
が
悪
く
、
字
を
書
く
こ
と
が
不
得

意
で
あ
る
。
脳
性
麻
痺
の
特
性
を
考
え
れ
ば
体
幹

機
能
で
あ
れ
ば
、
四
肢
の
機
能
が
悪
い
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
判
定
方
法
に
不
満
が
あ
る
。

◆
判
定
に
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
予
約
を
と
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
日
の
本
人
の
体
調
が
悪
い
と
次
の

予
約
を
取
る
の
に
か
な
り
日
数
が
か
か
る
。

◆
座
位
保
持
装
置
な
ど
の
修
理
や
作
り
替
え
が
多
い

の
で
す
が
、
な
か
な
か
手
続
き
が
進
ま
ず
時
間
が

か
か
る
。

◆
申
請
か
ら
交
付
、
交
付
か
ら
給
付
ま
で
の
時
間
が

非
常
に
長
く
か
か
り
不
便
を
感
じ
た
。
市
町
村
と

契
約
し
て
い
る
業
者
（
義
肢
製
作
所
等
）
で
も
、

◆
手
続
き
が
面
倒
で
あ
り
、
給
付
ま
で
時
間
が
か
か

る
。
役
所
ま
で
遠
い
の
で
と
て
も
不
便
。

◆
本
人
が
住
ん
で
い
る
所
と
親
が
住
ん
で
い
る
自
治

体
が
異
な
る
の
で
、
物
に
よ
っ
て
は
現
住
所
地
で

出
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
一
度
で

済
ま
な
い
。
そ
の
つ
ど
申
請
先
を
県
に
聞
い
て
い

る
。
試
し
作
り
に
お
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。

◆
補
装
具
の
発
注
後
、
仕
上
が
り
ま
で
時
間
が
か
か

り
、
身
体
に
合
わ
な
く
な
る
。

◆
必
要
な
パ
ー
ツ
が
項
目
に
な
い
か
ら
と
い
う
理
由

で
支
給
さ
れ
な
い
。

◆
判
定
に
時
間
が
か
か
る
。

◆
交
付
か
ら
支
給
ま
で
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
申

請
手
続
き
が
面
倒
、
も
っ
と
簡
略
化
し
て
ほ
し
い
。

◆
判
定
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
補
装
具

製
作
業
者
と
医
療
機
関
、
当
事
者
が
判
定
手
続
き

に
同
時
に
立
ち
会
う
べ
き
。
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【
耐
用
年
数
】

◆
居
宅
活
動
動
作
補
助
用
具
（
１
回
の
み
）
耐
用
年

数
の
表
示
は
目
安
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
役
所

で
申
請
の
時
１
回
と
言
わ
れ
る
。
風
呂
の
浴
槽
な

ど
体
が
大
き
く
な
り
入
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
交

換
す
る
の
に
１
回
限
り
で
は
困
る
。

◆
交
付
か
ら
給
付
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
18
歳
以
上

に
な
る
と
車
い
す
の
耐
用
年
数
が
６
年
に
な
り
、

使
用
し
て
い
る
う
ち
に
生
じ
る
問
題
に
対
応
で
き

る
車
い
す
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
長
く
我
慢
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ー
ス
に
よ
り
臨
機
応
変
に

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

◆
車
い
す
の
更
新
期
間
が
延
び
た
こ
と
（
耐
用
年
数

５
年
→
６
年
）。
使
用
頻
度
、
障
害
の
進
行
具
合

な
ど
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

◆
成
長
と
共
に
体
格
も
変
わ
り
、
車
い
す
が
５
年
作

れ
な
い
の
は
困
る
。

補
装
具
に
つ
い
て
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
場
合
が
あ

り
、
せ
っ
か
く
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
注
文
し
て
製

作
し
て
も
給
付
さ
れ
た
も
の
を
実
際
使
っ
て
み
る

と
、
本
人
の
体
や
機
能
に
合
っ
て
い
な
い
も
の
が

出
来
上
が
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
意

見
書
を
書
く
医
師
も
詳
し
く
な
い
場
合
も
あ
る
。

車
い
す
な
ど
室
内
用
、
室
外
用
も
の
を
希
望
し
て

も
、
１
つ
の
作
成
後
、
耐
用
年
数
が
経
た
な
い
と

作
成
で
き
な
い
。

◆
交
付
審
査
が
地
元
で
受
け
ら
れ
な
い
。
県
内
に
１

カ
所
。１
回
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

◆
交
付
申
請
の
た
め
役
所
ま
で
手
続
き
に
行
く
こ
と

が
大
変
で
あ
る
。
な
る
べ
く
近
く
の
支
所
な
ど
で

手
続
く
が
で
き
る
と
良
い
。

◆
車
い
す
の
新
規
製
作
な
ら
分
か
る
が
、
更
新
の
場

合
は
電
話
連
絡
で
修
理
に
取
り
か
か
れ
る
よ
う
配

慮
さ
れ
た
い
。
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激
し
い
（
特
に
靴
底
）。

◆
補
装
靴
は
外
用
と
室
内
用
と
必
要
で
あ
り
、
痛
む

所
が
違
う
の
で
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
車
い
す
の
製
作
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

◆
靴
底
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
悪
く
使
用
を
中
止
し
た
。

◆
整
形
靴
を
作
る
際
、
意
思
表
示
が
で
き
な
い
子
の

靴
を
合
わ
せ
ら
れ
ず
、
専
門
の
方
が
い
て
ほ
し
い
。

（
生
爪
が
は
が
れ
た
こ
と
も
あ
る
）

◆
注
文
し
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る

（
半
年
）。
担
当
医
や
作
業
療
法
士
、
業
者
で
差
が

あ
り
、
乗
り
心
地
が
全
く
違
う
。
完
成
し
て
か
ら
、

不
具
合
が
見
つ
か
っ
て
も
修
理
に
な
る
の
は
納
得

が
い
か
な
い
。
無
償
で
手
を
加
え
て
ほ
し
い
。

◆
あ
と
数
ヶ
月
で
耐
用
年
数
と
い
う
と
こ
ろ
で
補
聴

器
が
故
障
。
か
な
り
修
理
費
が
か
か
る
の
で
、
作

り
直
し
を
希
望
し
た
が
却
下
。
修
理
と
購
入
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
現
場
で
し
っ
か
り
判
断
い
た
だ
け
れ

◆
耐
用
年
数
は
使
用
頻
度
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
る
。

◆
車
い
す
の
耐
用
年
数
６
年
は
長
す
ぎ
る
。
体
型
に

合
わ
ず
、
体
に
無
理
が
か
か
り
具
合
が
悪
く
な
る
。

【
製
作
・
修
理
】

◆
座
位
保
持
装
置
の
溶
接
部
分
が
壊
れ
た
の
が
２
カ

所
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
手
持
ち
部
分
も
壊
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
修
理
費
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
。
も
っ
と
し
っ
か
り

し
た
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

◆
車
い
す
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
作
っ
て
い
る
が
、

業
者
の
方
で
寸
法
を
変
え
て
作
っ
て
き
た
り
、
こ

ち
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て
出
来
上
が
っ
て
く
る

の
で
、
仮
合
わ
せ
を
し
て
ほ
し
い
。

◆
補
装
靴
も
計
測
し
て
つ
く
る
が
支
柱
が
な
い
と
ダ

メ
な
の
で
つ
け
る
が
、
重
く
な
り
本
人
へ
の
負
担

が
か
か
る
又
、
な
る
べ
く
軽
く
す
る
と
消
耗
度
が
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◆
よ
り
本
人
に
合
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
医
師
や

業
者
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
必
要
に
応
じ
て
、

Ｐ
Ｔ
や
Ｏ
Ｔ
が
関
わ
っ
て
作
成
す
る
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
る
。

◆
修
理
の
時
、
同
じ
タ
イ
プ
の
車
い
す
が
代
替
え
品

に
な
く
困
る
。
室
内
用
と
室
外
用
と
２
台
作
る
こ

と
を
認
め
て
ほ
し
い
。

◆
装
具
を
修
理
に
出
し
た
と
き
、
で
き
れ
ば
２
足
あ

れ
ば
と
思
う
。

◆
修
理
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
車
い
す
の
ひ
と

つ
一
つ
の
部
品
が
高
す
ぎ
る
。

◆
以
前
、
側
わ
ん
で
コ
ル
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
た

が
、
本
人
に
あ
っ
た
車
い
す
を
作
る
こ
と
に
な
り
、

型
ど
り
を
し
て
か
ら
手
元
に
届
く
ま
で
数
ヶ
月
か

か
り
、
出
来
上
が
っ
た
と
き
に
は
あ
ま
り
用
を
な

さ
な
か
っ
た
。

◆
長
下
肢
装
具
は
体
に
あ
っ
た
も
の
を
オ
ー
ダ
ー
メ

ば
、
無
駄
な
日
数
は
か
か
ら
な
い
と
思
う
。

◆
車
い
す
は
５
年
経
た
な
い
と
新
し
い
も
の
が
作
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
所
し
て
い
る
場
合
、
お
休
み

で
な
い
と
修
理
に
出
せ
ま
せ
ん
。
地
元
に
車
い
す

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
が
い
な
い
た
め
、
岡
山
か

ら
来
て
修
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆
車
い
す
を
製
作
す
る
と
き
、
修
理
す
る
と
き
、
そ

の
都
度
同
じ
よ
う
に
書
類
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
。

簡
単
な
様
式
に
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

◆
補
装
具
を
作
る
と
き
、
い
つ
も
診
て
い
た
だ
い
て

い
る
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
作
り
た

い
（
子
ど
も
の
身
体
や
能
力
を
理
解
し
て
い
る
）

の
で
す
が
、
利
用
者
の
要
望
に
反
し
、
病
院
が
業

者
を
指
定
す
る
た
め
、
作
っ
て
ほ
し
い
業
者
を
こ

ち
ら
で
選
ぶ
と
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
の
指
導
や
意
見

が
い
た
だ
け
な
い
現
状
が
あ
る
。
利
用
者
に
と
っ

て
一
番
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
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◆
神
奈
川
県
か
ら
群
馬
県
に
移
転
し
た
。
車
い
す
の

修
理
・
購
入
で
県
に
申
請
に
行
く
。
他
県
の
情
報

が
そ
の
ま
ま
移
行
で
き
な
い
の
か
。
障
害
者
な
の

で
申
請
に
い
く
の
が
大
変
だ
っ
た
。

◆
養
護
学
校
を
卒
業
し
て
、
更
生
施
設(

通
所
）
で

の
使
用
に
モ
ー
ル
ド
タ
イ
プ
の
座
位
保
持
車
い
す

を
作
っ
た
。
そ
の
後
、
屋
外
用
車
い
す
を
自
費
で

作
る
。
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
、

ケ
ア
ホ
ー
ム
用
の
座
位
保
持
車
い
す
を
作
る
と
き
、

東
京
都
の
心
身
医
療
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
た
が
、
そ

の
時
、
車
い
す
と
座
位
保
持
椅
子
を
作
れ
る
と
聞

い
た
が
、現
在
、通
所
施
設
で
使
用
し
て
い
る
モ
ー

ル
ド
タ
イ
プ
が
合
わ
な
く
、
修
理
し
よ
う
と
し
て

も
公
費
で
は
修
理
で
き
な
い
。
地
域
的
な
温
度
差

を
感
じ
る
。

◆
杖
が
必
要
と
思
う
が
、
判
定
す
る
医
療
機
関
が
少

な
い
た
め
、
診
察
に
時
間
が
か
か
る
。
今
は
市
販

イ
ド
し
ま
す
が
、
業
者
に
よ
っ
て
は
採
寸
か
ら
納

品
ま
で
３
～
４
カ
月
か
か
る
た
め
、
出
来
上
が
っ

て
来
た
と
き
に
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
た
。

◆
注
文
し
て
も
思
い
通
り
に
は
製
作
し
て
く
れ
な
い
。

車
い
す
（
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
）
の
折
り
た
た
み

に
簡
単
・
軽
量
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◆
製
作
業
者
の
技
術
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
要
望
通

り
に
作
ら
れ
て
来
な
い
場
合
が
あ
る
。

【
地
域
格
差
】

◆
補
装
具
を
本
人
に
良
い
か
判
断
す
る
先
生
が
い
な
い

◆
業
者
が
少
な
く
製
作
に
時
間
が
か
か
る
。
基
準
が

厳
し
い
。
車
い
す
の
再
交
付
ま
で
５
年
間
を
あ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
児
童
の
場
合
発
育
が
進
む

た
め
、
期
間
を
短
く
し
て
ほ
し
い
。

◆
業
者
が
少
な
く
選
べ
な
い
。
下
取
り
を
し
な
い
。
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き
る
の
が
１
カ
所
の
み
。
申
請
を
し
て
出
来
上
が

る
の
に
１
年
以
上
も
か
か
る
。
島
の
た
め
業
者
も

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
も
島
外
に
あ
り
、
移
動
時
間
、

移
動
費
用
は
経
済
的
に
負
担
が
大
き
い
。
補
装
具

の
情
報
が
入
り
に
く
い
。
町
に
相
談
窓
口
が
な
い
。

◆
補
装
具
作
成
の
た
め
、
室
蘭
市
や
近
隣
町
村
は
札

幌
市
の
療
育
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
き
ま
す
。
申
請
、

仮
合
わ
せ
、
本
あ
わ
せ
と
少
な
く
と
も
３
回
は
札

幌
市
ま
で
行
き
ま
す
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
負

担
は
も
ち
ろ
ん
、
父
親
は
会
社
を
休
み
兄
弟
を
預

け
て
札
幌
ま
で
行
き
ま
す
。
巡
回
相
談
の
回
数
を

増
や
し
た
り
、
近
場
で
行
っ
た
り
し
て
負
担
を
少

な
く
し
て
ほ
し
い
。

◆
座
位
保
持
装
置
付
き
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
が
、

作
り
替
え
る
た
び
に
都
の
セ
ン
タ
ー
で
の
判
定
が

必
要
。
連
れ
て
行
く
に
は
福
祉
事
務
所
を
通
し
、

セ
ン
タ
ー
の
予
約
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

の
杖
を
実
費
で
購
入
し
て
利
用
し
て
い
る
。

◆
地
元
に
車
い
す
を
製
作
す
る
事
業
所
が
な
く
、
途

中
で
の
変
更
が
難
し
い
。
希
望
し
た
製
品
と
細
か

い
と
こ
ろ
が
違
う
と
き
が
あ
る
。

◆
車
の
シ
ー
ト
に
取
り
付
け
る
座
位
保
持
の
シ
ー
ト

を
項
目
と
し
て
取
り
扱
う
市
と
そ
う
で
な
い
市
が

あ
る
。
必
要
不
可
欠
な
も
の
な
の
で
、
国
と
し
て

認
め
て
ほ
し
い
。
18
歳
以
上
は
作
り
直
し
難
し
い
。

◆
現
在
は
制
度
が
改
正
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
解
消
さ

れ
ま
し
た
が
、
座
位
保
持
装
置
の
用
途
が
２
つ
ま

で
に
限
ら
れ
て
い
る
所
が
困
り
ま
す
。
家
用
、
学

校
用
、
ト
イ
レ
用
の
３
つ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
回

か
ら
は
２
つ
と
担
当
者
よ
り
言
わ
れ
困
り
ま
し
た
。

◆
座
位
保
持
装
置
付
き
椅
子
は
、
工
房
が
１
社
な
の

で
需
要
が
多
く
、
完
成
ま
で
時
間
が
か
か
る
。

◆
香
川
県
内
に
子
ど
も
の
補
装
具
を
扱
う
業
者
が
２

カ
所
し
か
な
く
、
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
で
の
受
注
が
で
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間
で
ス
ム
ー
ズ
に
支
給
ま
で
行
わ
れ
な
い
の
か
。

情
報
提
供
を
望
む
。

◆
情
報
が
少
な
い
。

◆
補
装
具
の
何
が
必
要
で
、
ど
れ
を
購
入
す
べ
き
か

の
情
報
が
少
な
い
。
車
い
す
も
い
ろ
い
ろ
な
メ
ー

カ
ー
が
あ
り
、
価
格
や
オ
プ
シ
ョ
ン
の
幅
も
様
々
、

差
異
が
あ
る
よ
う
だ
が
選
ぶ
の
に
迷
う
。
福
祉
用

具
の
展
示
会
も
巡
回
し
て
開
催
さ
れ
る
と
嬉
し
い
。

【
そ
の
他
】

◆
修
理
、
変
更
の
時
、
主
治
医
の
診
察
を
要
す
る
た

め
、
思
う
よ
う
に
予
定
が
立
て
ら
れ
な
い
。
病
院

に
何
度
も
通
う
の
も
し
ん
ど
い
。

◆
判
定
日
が
月
に
２
日
し
か
な
く
、
都
合
が
合
わ
な

い
と
ど
ん
ど
ん
遅
れ
て
い
く
。
交
付
か
ら
給
付
ま

で
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
座
位
保
持
装
置
な
ど

成
人
す
る
と
一
つ
し
か
交
付
さ
れ
な
く
な
る
。
修

す
ぐ
に
と
れ
な
い
場
合
は
都
合
を
合
わ
せ
る
の
に

１
カ
月
先
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
が
遠

方
の
場
合
は
交
通
機
関
の
混
雑
時
を
避
け
、
医
師

の
時
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。
車
い
す
の
必
要
部
品

な
ど
も
医
師
が
決
め
る
。
製
作
業
者
の
見
積
な
ど

な
い
。
後
か
ら
気
づ
い
て
も
追
加
注
文
が
で
き
ず
、

素
人
が
そ
の
場
で
必
要
部
品
の
正
式
名
称
な
ど
わ

か
ら
な
い
。
親
が
高
齢
に
な
る
と
本
人
の
障
害
程

度
が
重
い
場
合
、
セ
ン
タ
ー
に
出
向
く
の
に
困
難

に
な
る
。出
張
で
判
定
や
相
談
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
補
装
具
の
選
択
の
幅
が
狭
い
（
医
療
機
関
の
指
定

業
者
の
み
（
地
元
で
は
２
社
））
購
入
で
き
な
い
。

【
情
報
】

◆
完
成
す
る
ま
で
病
院
と
役
所
を
何
回
も
行
き
来
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
成
長
期
の
子
ど
も
は
サ
イ

ズ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
短
期
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れ
る
業
者
が
少
な
く
、
順
番
待
ち
が
６
ヶ
月
程

度
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
業
者
の
力
量
ア
ッ
プ

を
望
む
。

　

・�

生
活
の
場
に
必
要
な
も
の
は
複
数
の
交
付
を
望
む
。

　

・�

現
居
住
区
で
は
、
日
中
活
動
の
場
と
暮
ら
し
の

場
、
両
方
に
座
位
保
持
装
置
を
置
い
て
お
け
る

よ
う
認
め
ら
れ
て
い
る
。
国
制
度
で
も
認
め
ら

れ
れ
ば
よ
い
。

理
の
時
な
ど
本
当
に
困
る
。（
車
い
す
な
ど
）

◆
車
い
す
を
申
請
中
に
担
当
医
が
変
わ
り
、
引
継
が

上
手
く
い
っ
て
な
く
、
実
際
に
手
に
し
た
の
は
１

年
半
後
で
し
た
。

◆
申
請
に
行
く
の
に
90
分
も
か
か
り
ま
す
。
体
調
が

悪
い
と
き
な
ど
大
変
で
す
。
こ
れ
か
ら
と
て
も
心

配
で
す
。

◆
車
い
す
の
耐
久
性
に
つ
い
て

　

・�

個
々
の
障
害
特
性
で
気
持
ち
が
動
揺
し
た
と
き

に
、
急
激
な
緊
張
が
全
身
に
入
り
、
車
い
す
の

基
礎
的
構
造
部
分
（
パ
イ
プ
）
の
金
属
疲
労
に

よ
る
折
れ
た
り
、
歪
ん
だ
り
が
起
き
る
た
め
、

一
律
の
耐
用
年
数
で
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
る
。

　

・�

近
年
広
ま
っ
て
き
て
い
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
方
式
で

は
体
と
機
能
に
対
応
で
き
な
く
、
一
か
ら
製
作

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
製
作
依
頼
に
応
え
ら
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て
自
己
負
担
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。

◆
以
前
、
紙
お
む
つ
を
申
請
し
た
が
、
乳
児
で
も
成

人
で
も
申
請
の
上
限
額
が
同
じ
為
、
サ
イ
ズ
が
大

き
く
な
る
と
枚
数
が
少
な
く
な
る
た
め
差
額
負
担

が
多
く
な
る
。
身
体
が
大
き
く
な
っ
た
ら
さ
ら
に

オ
ム
ツ
の
必
要
性
が
で
て
く
る
た
め
、
年
齢
な
ど

で
金
額
を
設
定
し
て
ほ
し
い
。
現
在
は
製
品
改
造

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
金
額
の
見
直
し
が
必
要
な

福
祉
用
具
が
多
々
あ
る
。（
例
：
携
帯
用
会
話
補

助
装
置
）

◆
紙
お
む
つ
は
継
続
し
て
必
要
で
あ
り
、
半
年
ご
と

の
申
請
は
手
数
が
か
か
り
改
善
し
て
ほ
し
い
。

◆
限
度
額
が
低
く
、
半
分
以
上
が
自
己
負
担
と
な
る

の
で
基
準
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。
対
象
の
条
件
が

厳
し
く
助
成
が
得
ら
れ
な
い
（
例
え
ば
、
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
）
難
病
に
も
関
わ
ら
ず
助
成
が

な
い
。

《
日
常
生
活
用
具
事
業
の
場
合
》

【
制
度
へ
の
要
望
】

◆
給
付
基
準
の
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

◆
施
設
入
所
で
も
あ
る
程
度
利
用
で
き
る
と
良
い
。

帰
宅
時
の
ベ
ッ
ト
、
移
乗
装
置
、
便
器
等
が
あ
る

と
助
か
る
。

◆
給
付
上
限
額
が
二
十
年
前
の
物
価
基
準
の
ま
ま
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
負
担
額
が
か
な
り
高
額
に
な
る
。

現
状
の
物
価
を
踏
ま
え
て
見
直
し
て
ほ
し
い
。

◆
給
付
基
準
額
は
20
～
30
年
前
の
物
価
を
参
考
に
決

め
て
お
り
、
そ
の
後
見
直
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

用
具
に
よ
っ
て
は
制
度
を
利
用
し
て
も
殆
ど
自
己

負
担
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

◆
給
付
上
限
額
と
実
際
の
品
目
の
価
格
に
乖
離
が
あ
る
。

◆
価
格
が
現
状
と
ま
っ
た
く
合
っ
て
い
な
い
。
す
べ
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◆
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
を
悩
原
性
で
あ
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、「
座
位
が
と
れ
る
か
ら
ダ
メ
」
と
受

け
ら
れ
な
い
。
18
歳
ま
で
は
、
児
童
福
祉
法
の
く

く
り
で
現
物
支
給
が
あ
っ
た
が
、
親
の
収
入
に
よ

り
、
自
己
負
担
が
あ
り
公
費
負
担
が
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
お
店
で
買
う
よ
り
金
額
が
高
い
。

◆
補
助
額
と
現
物
の
金
額
が
か
け
離
れ
て
い
る
。

◆
電
気
式
た
ん
吸
引
器
の
携
帯
用
は
、
個
人
負
担
で

あ
り
外
出
時
に
は
必
需
品
で
あ
る
の
で
品
目
に
認

め
て
ほ
し
い
。

【
申
請
・
交
付
・
給
付
】

◆
申
請
か
ら
給
付
ま
で
時
間
の
短
縮
を
望
む
。

◆
車
い
す
を
作
成
す
る
の
に
体
幹
保
持
の
バ
ケ
ッ
ト

も
体
型
に
合
わ
せ
る
な
ど
出
来
上
が
る
の
に
３
年

も
要
し
た
。
成
長
と
共
に
体
型
も
変
化
す
る
た
め
、

再
度
作
り
直
し
に
な
り
、
結
局
、
注
文
し
て
か
ら

◆
言
語
障
害
の
た
め
、「
電
話
お
願
い
手
帳
」
の
復

活
を
望
む
。

◆
紙
お
む
つ
は
大
人
に
な
っ
て
も
必
要
で
、
全
く
足

り
な
い
状
態
で
す
。
リ
フ
ト
付
き
送
迎
車
（
福
祉

車
両
）
に
も
助
成
が
あ
れ
ば
よ
い
。

◆
入
浴
用
リ
フ
ト
を
つ
け
ま
し
た
が
、
自
己
負
担
が

大
き
か
っ
た
。
リ
モ
コ
ン
ス
イ
ッ
チ
（
Ｃ
ケ
ア
パ

イ
ロ
ッ
ト
）
対
象
外
で
自
己
負
担
が
高
額
で
し
た
。

◆
紙
お
む
つ
の
支
給
を
受
け
て
い
る
が
、
価
格
は
ほ

ぼ
定
価
で
市
場
価
格
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
せ
っ

か
く
の
税
金
が
業
者
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
納
得
で
き
な
い
。
実
費
支
給
に
す
る
か
、
指
定

業
者
制
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
ト
ー
キ
ン
グ
エ
イ
ド
の
修
理
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
自
費
２
，
５
０
０
円
を
年
１
回
程
度
、
修
理

と
な
り
支
払
っ
て
い
る
。（
耐
用
年
数
５
年
）。
修

理
代
の
補
助
を
し
て
ほ
し
い
。
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長
に
伴
い
使
用
で
き
な
く
な
り
、
再
申
請
し
ま
し

た
が
耐
用
年
数
が
８
年
の
た
め
、
許
可
が
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
費
で
の
購
入
は
高
額
の
た
め

困
っ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
、

生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
を
た
く
さ
ん
助

成
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は

臨
機
応
変
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
耐
用
年
数
に
つ
い
て
、例
え
ば
入
浴
補
助
用
具（
８

年
）
は
、
５
歳
で
支
給
さ
れ
８
年
後
は
13
歳
で
す
。

幼
稚
園
児
が
中
学
生
に
な
り
、
使
用
す
る
こ
と
は

無
理
で
す
し
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

【
情
報
提
供
】

◆
利
用
者
側
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

◆
情
報
を
得
に
く
い
。

【
地
域
格
差
】

４
年
が
経
過
し
た
。

◆
行
政
の
周
知
が
申
請
主
義
な
の
で
、
体
の
不
自
由

な
人
に
と
っ
て
移
動
に
困
難
が
伴
い
、
申
請
に
行

け
な
い
。

◆
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。(

手
帳
を
見
た
だ
け

で
対
象
と
な
る
障
害
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
断
ら

れ
る
）

【
製
作
業
者
へ
の
要
望
】

◆
補
装
具
業
者
に
も
う
少
し
研
究
し
て
ほ
し
い
。

◆
修
理
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

【
耐
用
年
数
】

◆
耐
用
年
数
の
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

◆
保
護
帽
も
傷
ん
で
し
ま
う
の
が
早
い
。
身
体
も
成

長
す
る
の
で
３
年
は
使
え
な
い
。

◆
入
浴
補
助
用
具
を
毎
日
使
用
し
て
い
る
の
で
、
成
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【
そ
の
他
】

◆
車
い
す
は
使
い
よ
い
も
の
は
、
高
額
と
な
る
も
の

が
多
く
、
上
限
額
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

◆
紙
お
む
つ
で
サ
イ
ズ
が
な
く
困
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ

サ
イ
ズ
は
ど
の
業
者
に
も
な
く
、
市
販
さ
れ
て
い

な
い
も
を
使
用
す
る
た
め
、
負
担
が
大
き
く
困
っ

て
い
ま
す
。

◆
現
在
、
藤
沢
市
で
は
紙
お
む
つ
の
支
給
基
準
が
就

学
前
と
な
っ
て
い
て
、
同
じ
様
な
障
害
状
況
で
支

給
を
受
け
ら
れ
な
い
障
害
者
が
い
る
。
発
症
年
齢

を
撤
廃
し
て
ほ
し
い
。

◆
緊
急
時
の
対
応
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。（
交
付
券

が
な
い
と
購
入
で
き
な
い
）

◆
日
常
生
活
用
具
は
市
町
村
に
よ
っ
て
給
付
内
容
が

バ
ラ
バ
ラ
で
、
紙
お
む
つ
な
ど
は
特
に
財
政
状
況

で
ば
ら
つ
き
が
目
立
ち
ま
す
。
住
ん
で
い
る
場
所

で
不
便
や
不
満
が
生
じ
ま
す
。
国
内
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
同
じ
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
山
間
部
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

事
業
所
さ
え
少
な
く
選
択
で
き
な
い
状
況
を
改
善

し
て
ほ
し
い
。

◆
紙
お
む
つ
の
支
給
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
オ

ム
ツ
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
る
と
数
量
が
少
な
く
、

高
い
た
め
補
助
金
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
る
。
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【
情
報
】

◆
補
装
具
で
も
日
常
生
活
用
具
で
も
、
情
報
が
な
く

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
情
報
提
供
を
望

み
ま
す
。

◆
地
域
差
を
な
く
し
、
当
事
者
達
が
楽
に
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
、
情
報
提

供
を
望
む
。

◆
き
め
細
か
く
相
談
が
で
き
る
仕
組
み
を
各
地
に
作

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◆
本
人
の
生
活
に
と
っ
て
ど
う
い
う
補
装
具
、
日
常

生
活
用
具
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
か
正
し
く
判
定

す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
機
関
、

人
材
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
り
た
い
。

【
制
度
】

◆
日
常
生
活
用
具
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
行
政
に
公

平
な
給
付
を
求
め
る
。

障
害
者
の
利
用
す
る

　
　
　
　
　
福
祉
用
具
の
制
度

《
そ
の
他
の
意
見
・
要
望
》

【
時
間
】

◆
補
装
具
製
作
に
日
数
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

　
（
半
年
か
ら
十
ヶ
月
）

◆
車
い
す
の
製
作
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

◆
日
常
生
活
用
具
で
申
請
か
ら
認
定
、
支
給
ま
で
の

時
間
を
短
縮
し
て
ほ
し
い
。

◆
子
ど
も
に
よ
っ
て
身
体
の
状
況
が
違
い
、
本
人
の

体
の
事
を
一
番
に
思
い
、
年
数
で
は
計
り
き
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。（
耐
用
年
数
）
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き
、
製
品
の
開
発
、
改
良
も
進
む
と
思
う
。

◆
車
い
す
は
学
童
期
に
は
比
較
的
使
用
期
間
が
短
く

て
も
、
新
規
の
製
作
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
18
歳

以
上
に
な
る
と
医
師
の
意
見
書
で
は
製
作
で
き
な

い
し
、
使
用
す
る
期
間
（
耐
用
年
数
）
も
長
く
な

る
。
特
に
座
位
保
持
装
置
な
ど
を
必
要
と
す
る
肢

体
不
自
由
者
の
変
形
が
進
む
の
は
18
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
で
あ
る
。
年
齢
に
関
係
な
く
必
要
な
人
に
必

要
な
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
が
支
給
さ
れ
な
け

れ
ば
制
度
の
意
味
が
な
い
。

◆
障
害
者
が
生
活
し
て
い
く
の
に
必
要
な
も
の
、
ま

た
は
現
状
を
把
握
し
、
給
付
制
度
を
見
直
し
て
ほ

し
い
。

◆
耐
用
年
数
に
関
係
な
く
、
生
活
の
変
化
、
身
体
的

状
況
に
対
応
で
き
選
択
で
き
る
こ
と
を
当
事
者
は

望
ん
で
い
る
。

◆
車
い
す
を
自
宅
用
と
学
校
用
（
屋
外
用
）
を
同
時

◆
都
道
府
県
単
位
で
装
具
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
、
医
療
を
含
め
た
装
具
の
開
発
機
関

と
連
携
し
て
、
当
事
者
に
と
っ
て
最
適
な
用
具
を

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

資
源
の
無
駄
遣
い
を
防
ぐ
こ
と
を
考
え
る
べ
き
。

◆
補
装
具
に
つ
い
て
は
、
全
額
国
の
負
担
を
望
む
。

◆
障
害
者
を
乗
せ
る
車
（
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
付

き
）
は
ど
こ
か
ら
も
助
成
が
な
い
。

◆
子
ど
も
は
体
の
成
長
、
障
害
の
状
況
も
変
動
が
激

し
い
も
の
で
す
。
修
理
や
作
り
替
え
に
耐
用
年
数

を
設
け
な
い
で
ほ
し
い
。

◆
生
活
環
境
の
改
善
に
は
障
害
者
本
人
の
働
き
か
け

の
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
親
も
十
分
使

い
こ
な
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
市
民
（
国
民
）
と
し
て
等

し
く
支
援
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
き
ち
ん
と
し
た
給
付
制
度
と
な
れ
ば
、
情
報
も
届
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生
活
を
送
る
に
は
１
台
の
車
い
す
で
は
対
応
で
き

な
い
。
１
台
し
か
認
め
ら
れ
な
い
現
行
法
制
度
を

見
直
し
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置
、
重
度
障
害
者
用
意
思

伝
達
装
置
等
、
ど
ん
ど
ん
良
い
も
の
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
補
助
が
受
け
ら
れ
る
ま
で
に

な
る
の
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
は
、
成
長
期

の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
子
ど
も
が
必
要
と
す
る
も
の
は
、

必
要
と
す
る
時
期
か
ら
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
品
目
の
追
加
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

◆
電
動
車
い
す
を
作
っ
た
が
、
自
立
支
援
法
の
１
割

負
担
が
あ
っ
た
上
、
上
限
オ
ー
バ
ー
分
は
自
己
負

担
を
し
た
。
親
が
い
た
か
ら
支
払
が
で
き
た
が
、

本
人
の
年
金
だ
け
で
は
と
て
も
支
払
え
な
い
。
本

人
に
必
要
な
も
の
は
負
担
が
少
な
く
、
入
手
で
き

る
よ
う
な
制
度
と
仕
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

に
申
請
す
る
と
自
己
負
担
が
安
く
な
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
。
中
に
は
同
時
に
申
請
し
て
い
な
い

人
も
多
く
、
公
平
性
に
欠
け
る
と
思
う
。

【
補
装
具
に
関
し
て
】

◆
装
具
の
製
作
に
つ
い
て
、
青
森
県
と
東
京
都
で
は

全
然
違
う
。
東
京
で
作
っ
た
装
具
は
軽
く
て
歩
き

や
す
い
が
、
青
森
、
仙
台
で
は
十
年
ぐ
ら
い
遅
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

◆
判
定
機
関
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

◆
既
存
の
カ
ー
シ
ー
ト
に
座
れ
な
い
子
が
多
く
、
そ

の
よ
う
な
子
に
カ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
を
認
め
て
ほ

し
い
。
現
在
、
自
宅
用
、
学
校
用
、
車
い
す
用
の

３
つ
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

◆
車
い
す
を
３
台
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
用
、
外
出
用
、

室
内
用
）
１
台
分
し
か
認
め
ら
れ
な
く
、
２
台
は

自
費
で
作
成
し
た
。
こ
ど
も
が
大
人
と
な
り
日
常
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分
の
支
給
）、
安
売
り
の
時
、
購
入
で
き
た
ら
と

思
う
。

◆
中
途
障
害
の
た
め
、
紙
お
む
つ
の
支
給
が
受
け
ら

れ
な
い
。

◆
障
害
児
の
場
合
、
耐
用
年
数
ま
で
待
て
な
い
場
合

が
あ
る
。
利
用
頻
度
の
多
い
も
の
は
修
理
費
が
自

己
負
担
に
な
る
。
電
動
車
い
す
の
バ
ッ
テ
リ
ー
も

修
理
に
含
め
て
ほ
し
い
。

◆
日
常
生
活
用
具
の
中
の
消
耗
品
に
あ
た
る
も
の
は
、

例
え
ば
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
な
ど
は
、
耐
用
年
数
の

見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

◆
例
え
ば
紙
お
む
つ
な
ど
、
市
場
で
は
安
値
で
購
入

で
き
る
場
合
が
多
の
で
「
オ
ム
ツ
券
」
な
ど
で
、

額
面
通
り
の
金
券
を
配
布
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

当
事
者
が
市
場
で
購
入
で
き
る
。

◆
入
浴
用
リ
フ
ト
、自
動
車
の
座
位
保
持
装
置（
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
大
人
用
）、
自
動
車
用
リ
フ
ト
、

福
祉
車
輛
な
ど
補
助
対
象
と
し
て
ほ
し
い
。
対
象

で
な
い
た
め
、
購
入
す
る
の
に
高
額
で
大
変
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

◆
保
護
帽
は
夏
季
用
に
、
涼
し
く
快
適
な
も
の
を
提

案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
補
装
具
製
作
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
強
く
望
む
。

【
日
常
生
活
用
具
に
関
し
て
】

◆
福
祉
用
具
は
何
で
も
高
額
で
、
特
別
な
物
は
わ
か

る
が
、
オ
ム
ツ
な
ど
、
普
通
に
市
販
さ
れ
て
い
る

も
の
は
安
値
で
購
入
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
指

定
し
て
ま
で
購
入
す
る
物
で
は
な
い
。

◆
紙
お
む
つ
の
場
合
、
定
価
で
計
算
さ
れ
る
た
め
、

オ
ム
ツ
の
数
が
足
ら
な
い
。（
４
８
，
０
０
０
円



109

な
い
。

◆
平
成
21
年
10
月
よ
り
、
地
域
の
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
担
当
医
に
よ
っ
て
、
補
装
具
、
日
常
生

活
用
具
の
相
談
と
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
大

変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

【
福
祉
機
器
】

◆
介
助
支
援
機
器
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
が
導
入
さ
れ
た
ら
、

レ
ン
タ
ル
な
ど
の
支
援
の
項
目
が
追
加
さ
れ
、
親

の
負
担
が
減
る
。

【
医
療
関
係
】

◆
胃
ろ
う
に
よ
る
注
入
器
、容
器
、吸
引
器
用
カ
テ
ー

テ
ル
な
ど
、
日
常
使
用
し
て
い
る
医
療
器
具
を
日

常
生
活
用
具
の
品
目
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

◆
肢
体
不
自
由
者
の
医
療
に
つ
い
て
－
者
の
受
診
に

つ
い
て
は
、
対
応
で
き
る
医
師
の
所
属
す
る
医
療

機
関
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
が
少
な
い
た
め
、
障

害
者
同
士
の
情
報
が
重
要
な
現
状
で
、
情
報
に
接

し
得
な
い
障
害
者
と
の
格
差
を
生
じ
る
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
専
門
医
の
養
成
か
急
務
で
臨
床
経
験

を
考
え
る
と
絶
望
的
状
況
で
あ
る
。

◆
医
療
器
具
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い
数
が
で
て
い
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特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
合
証
明
書
を
欠

く
場
合
で
あ
っ
て
も
（
未
完
成
の
補
装
具
で
あ
っ

て
も
）
補
装
具
費
の
支
給
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

○
補
装
具
費
の
額
に
つ
い
て
は
、
補
装
具
費
支
給
対

象
障
害
者
等
の
死
亡
時
点
に
お
い
て
、
補
装
具
製

作
業
者
が
発
行
し
た
領
収
書
に
よ
る
額
か
ら
算
定

す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
未
完
成
部
分
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の
意

見
を
参
考
に
、
支
給
決
定
時
の
見
積
額
の
範
囲
内

で
の
実
費
相
当
額
と
す
る
。

○
な
お
、
補
装
具
費
支
給
対
象
障
害
者
等
が
死
亡
し

た
場
合
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護

世
帯
に
準
じ
た
取
扱
い
を
行
う
等
適
宜
の
方
法
に

補
装
具
関
連
Ｑ
＆
Ａ

平
成
20
年
５
月
14
日
付

補
装
具
関
連
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

　

補
装
具
費
支
給
決
定
後
、
製
作
途
中
に
補
装
具
費

支
給
対
象
障
害
者
等
が
死
亡
し
た
場
合
の
取
扱
い

如
何
。（
支
給
決
定
後
に
お
け
る
未
完
成
の
補
装

具
の
取
り
扱
い
等
）

Ａ
１

○
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
第
65
条
の
７
第
１

項
に
お
い
て
は
、
補
装
具
の
購
入
又
は
修
理
が
完
了

し
た
後
に
、「
適
合
状
態
を
確
認
で
き
る
書
類（
適

合
証
明
書
）等
」（
10
号
）を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
補
装
具
製
作
途
中
に
本
人
が
死
亡
す
る
等
、
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を
有
す
る
者
が
、
義
肢
装
具
に
係
る
装
着
部
位
の

採
型
並
び
に
身
体
の
適
合
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

○
ま
た
、
利
用
者
へ
の
補
装
具
製
作
業
者
情
報
の
提

供
に
あ
た
っ
て
は
、
義
肢
装
具
士
の
資
格
を
有
す

る
者
が
採
型
及
び
適
合
を
実
施
す
る
体
制
に
あ
る

か
等
の
観
点
に
基
づ
く
検
証
も
重
要
で
あ
る
。

○
な
お
、
義
肢
装
具
士
を
配
置
し
て
い
る
補
装
具
製

作
業
者
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
情
報
提
供
し
て

い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

Ｑ
３

　

装
具
の
患
足
を
補
高
し
た
場
合
で
、
健
足
も
補
高

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
加
算
が
可
能
か
。

Ａ
３

○
健
足
補
高
の
加
算
に
つ
い
て
は
、
靴
型
装
具
及
び

靴
付
き
下
肢
装
具
の
場
合
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ

よ
り
減
免
し
て
差
し
支
え
な
い
。

Ｑ
２

　

補
装
具
の
う
ち
特
に
義
肢
及
び
装
具
の
場
合
、
義

肢
装
具
士
の
資
格
を
有
す
る
者
が
採
型
や
適
合
を

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
。

Ａ
２

○
義
肢
及
び
装
具
に
係
る
装
着
部
位
の
採
型
並
び
に

身
体
の
適
合
に
つ
い
て
は
、
身
体
に
触
れ
た
上
で

行
う
行
為
で
あ
り
、保
健
師
助
産
師
看
護
師
法（
昭

和
23
年
法
律
第
２
０
３
号
）
及
び
義
肢
装
具
士
法

（
昭
和
62
年
法
律
第
61
号
）
の
規
定
に
よ
り
、医
師
、

看
護
師
等
又
は
義
肢
装
具
士
の
資
格
を
有
し
な
い

者
が
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

「
診
療
の
補
助
行
為
」
に
該
当
す
る
。

○
従
っ
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
補
装
具

費
支
給
制
度
に
お
い
て
は
、
義
肢
装
具
士
の
資
格
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平
成
22
年
10
月
29
日
付

補
装
具
費
支
給
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

　

補
装
具
に
係
る
告
示
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各

年
度
末
に
改
正
さ
れ
、
新
年
度
か
ら
適
用
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
完
成
用
部
品
の
通
知
が
年

度
途
中
で
発
出
さ
れ
た
場
合
、
当
該
通
知
の
適
用
日

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

Ａ
１

　

完
成
用
部
品
の
名
称
や
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
告

示
（
補
装
具
の
種
目
、
購
入
又
は
修
理
に
要
す
る
費

用
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
基
準
）
に
お
い
て
、「
別

に
定
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
障
害
保
健
福
祉

部
長
通
知
（
以
下
「
通
知
」
と
い
う
。）
に
よ
り
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
完
成
用
部
品
の
価
格
等
に
つ
い
て

は
、
告
示
の
改
正
に
関
わ
ら
ず
、「
別
に
定
め
る
」

れ
以
外
の
装
具
の
場
合
は
、
患
足
の
状
況
と
と
も

に
健
足
に
補
高
を
必
要
と
す
る
状
況
等
に
つ
い
て

個
別
に
必
要
性
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ｑ
４

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
護
者
と
さ
れ
る
障
害
児

施
設
の
施
設
長
が
、
補
装
具
費
支
給
申
請
を
行
っ

た
場
合
、
補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
り
補
装
具
費

（
90
／
100
相
当
額
）
を
支
給
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

Ａ
４

○
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
利
用
者
負
担
（
10
／
100
相

当
額
）
を
施
設
長
に
課
す
こ
と
は
社
会
通
念
上
適

当
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

は
障
害
児
施
設
措
置
費
に
お
い
て
、
医
療
費
と
し

て
支
弁
し
て
差
し
支
え
な
い
。
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②�

自
己
で
の
車
い
す
操
作
が
不
可
能
な
方
で
あ
っ

て
、
主
に
外
出
用
と
し
て
、
介
護
者
の
負
担
軽

減
の
み
を
理
由
と
し
た
電
動
車
い
す
を
希
望
し

た
場
合

　

③�

室
内
用
、
室
外
用
な
ど
、
異
な
る
場
所
で
の
使

用
を
想
定
し
、
複
数
台
の
支
給
を
希
望
し
て
い

る
場
合

Ａ
２

①
の
場
合

　

ス
ポ
ー
ツ
専
用
車
い
す
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用

目
的
が
日
常
生
活
の
能
率
の
向
上
に
は
あ
た
ら
な
い

こ
と
か
ら
、補
装
具
費
の
支
給
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

②
の
場
合

　

電
動
車
い
す
の
支
給
目
的
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま

で
も
電
動
車
い
す
を
使
用
す
る
者
の
自
立
（
日
常
生

活
の
能
率
の
向
上
）
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
介
護
者

の
負
担
軽
減
の
み
を
理
由
と
し
た
支
給
は
想
定
し
て

と
こ
ろ
の
通
知
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
旧
来

の
通
知
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
年
度
途
中
に
お
い
て
通
知
が
改
正
さ

れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
度
の
4
月
1
日
へ

の
遡
及
適
用
は
行
わ
ず
、
補
装
具
費
支
給
申
請
に
対

す
る
支
給
決
定
日
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
る
通
知

に
基
づ
き
、
判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

Ｑ
２

　

補
装
具
費
の
支
給
対
象
と
な
る
補
装
具
の
個
数
は
、

原
則
と
し
て
1
種
目
に
つ
き
1
個
で
あ
り
、
職
業

又
は
教
育
上
等
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
2
個

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

も
、
複
数
の
支
給
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

①�

日
常
的
に
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
者
が
、
日

常
使
用
し
て
い
る
車
い
す
に
加
え
て
ス
ポ
ー
ツ

専
用
車
い
す
を
希
望
し
た
場
合
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べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
３

　

補
装
具
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
の
場
合
は
、

職
業
そ
の
他
日
常
生
活
の
能
率
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
、
ま
た
、
身
体
障
害
児
の
場
合
は
、
将
来
、
社
会

人
と
し
て
独
立
自
活
す
る
た
め
の
素
地
を
育
成
・
助

長
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
補
装
具
費
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
、

障
害
の
状
況
や
生
活
環
境
、
就
労
上
、
教
育
上
等
特

に
必
要
な
配
慮
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
当
該
者
・

児
に
対
し
て
、
最
も
適
切
な
補
装
具
（
部
品
）
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
特
定
の
完
成
用
部
品
に
つ

い
て
、
対
象
者
を
限
定
す
る
な
ど
、
一
律
に
判
断
基

準
を
示
す
こ
と
は
選
択
の
幅
を
狭
め
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

い
な
い
。

③
の
場
合

　

室
内
用
・
室
外
用
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
場
所
に
お
け
る
兼
用
の
可

否
と
と
も
に
、
職
業
又
は
教
育
上
等
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
の
か
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で
、
支
給
の

有
無
を
慎
重
に
判
断
さ
れ
た
い
。

Ｑ
３

　

義
肢
等
に
使
用
さ
れ
る
完
成
用
部
品
は
、
義
足
の

膝
継
ぎ
手
、
足
部
な
ど
多
種
多
様
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
適
合
判
定
に
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

補
装
具
費
の
支
給
に
当
た
り
、
失
わ
れ
た
身
体
機

能
の
補
完
、
代
替
、
生
活
の
能
率
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
公
平
な
判
定
を

行
う
観
点
か
ら
も
、
何
ら
か
の
判
断
基
準
を
示
す
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車
い
す
の
修
理
基
準
を
参
考
と
す
る
と
い
っ
た
取
扱

い
も
可
能
で
あ
る
。

Ｑ
５

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
護
者
と
さ
れ
る
障
害
児

施
設
の
施
設
長
が
、補
装
具
費
（
90
／
100
相
当
額
）

の
支
給
申
請
を
行
な
う
場
合
、
誰
の
所
得
証
明
を

添
付
す
る
の
か
。

Ａ
５

　

保
護
者
で
あ
る
施
設
長
と
施
設
長
の
属
す
る
世
帯

の
他
の
世
帯
員
の
所
得
証
明
で
あ
る
。

　

利
用
者
負
担
上
限
額
は
保
護
者
及
び
保
護
者
の
属

す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
の
所
得
の
状
況
に
応
じ
て

判
断
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
利
用
者
負
担
（
10
／
100
相
当
額
）
を
施
設

長
に
課
す
こ
と
は
社
会
通
念
上
適
当
で
は
な
い
た
め
、

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
障
害
児
施
設
措
置
費
に
お

Ｑ
４

　

修
理
基
準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
補
装
具
の

修
理
基
準
額
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
４

　

修
理
基
準
の
種
目
欄
、
名
称
欄
、
型
式
欄
又
は
修

理
部
位
欄
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
係
る
修
理

が
必
要
な
場
合
に
は
、
他
の
類
似
種
目
の
修
理
部
位

等
を
参
考
と
し
、
又
は
そ
れ
ら
の
個
々
に
つ
い
て
原

価
計
算
に
よ
る
見
積
り
も
し
く
は
市
場
価
格
に
基
づ

く
適
正
な
額
を
決
定
し
、
修
理
に
要
す
る
費
用
と
し

て
支
給
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
平
成
２
２
年

３
月
31
日
障
発
第
０
３
３
１
１
２
号
「
補
装
具
費
支

給
事
務
取
扱
指
針
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」）

　

ま
た
、
新
規
作
成
時
に
部
品
等
の
加
算
を
行
う
場

合
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
電
動
車
い
す
の
修
理
基
準

に
示
さ
れ
て
い
な
い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
の
加
算
が

必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
上
記
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
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Ｑ
７

　

遮
光
眼
鏡
に
つ
い
て
、
従
来
は
原
因
疾
患
に
よ
る

支
給
対
象
者
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
22
年
度

改
正
に
よ
り
、
対
象
者
が
原
因
疾
患
に
よ
ら
な
い

と
明
確
化
さ
れ
、
申
請
者
の
増
加
及
び
申
請
内
容

の
多
様
化
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
次

の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ

き
か
。

　

①�

視
力
障
害
を
理
由
と
し
た
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
に
対
し
、
矯
正
機
能

の
あ
る
遮
光
眼
鏡
を
給
付
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

②�

視
力
障
害
を
理
由
と
し
た
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
、
矯
正
遮
光
両
用
の

眼
鏡
を
給
付
す
る
場
合
、
矯
正
眼
鏡
の
基
準
額

に
遮
光
眼
鏡
の
基
準
額
を
加
え
た
価
格
を
上
限

額
と
し
て
設
定
し
て
よ
い
か
。

い
て
、
医
療
費
と
し
て
支
弁
し
て
差
し
支
え
な
い
。

Ｑ
６

　

平
成
22
年
度
改
正
に
よ
り
、
盲
人
用
安
全
つ
え
に

つ
い
て
は
、
身
体
支
持
併
用
の
つ
え
も
対
象
と
さ

れ
た
が
、
そ
の
交
付
に
当
た
っ
て
、
肢
体
不
自
由

（
下
肢
の
機
能
障
害
な
ど
）
を
理
由
と
し
た
身
体

障
害
者
手
帳
の
所
持
が
必
要
か
。

Ａ
６

　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
に
伴
い
、
身

体
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
盲
人
用
安
全
つ
え
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
場
調
査
等

を
行
っ
た
結
果
と
し
て
新
規
に
取
り
入
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
視
覚
障
害
で
あ
っ
て
、
身
体
支
持
併
用

の
つ
え
の
交
付
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
支
給

の
対
象
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
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遮
光
眼
鏡
及
び
矯
正
眼
鏡
に
つ
い
て
、
双
方
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
つ
い
て
は
、
遮
光

眼
鏡
と
矯
正
眼
鏡
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
ご
と
に
分

け
て
使
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
常
時
一

体
的
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
な
ど
、
申
請
者

の
生
活
環
境
等
を
参
考
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
律
に
矯
正
眼
鏡
の
基
準
額
に

遮
光
眼
鏡
の
基
準
額
を
加
え
た
価
格
を
上
限
額
と
す

る
の
で
は
な
く
、
常
時
一
体
的
に
使
用
す
る
こ
と
と

な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
遮
光
眼
鏡
の
基
準
額
を
上

限
と
し
て
設
定
さ
れ
た
い
。

Ｑ
８

　

平
成
22
年
度
改
正
で
、
車
い
す
及
び
電
動
車
い
す

に
関
す
る
特
別
調
整
加
算
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

Ａ
７

　

遮
光
眼
鏡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
遮
光
眼
鏡
の

有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
疾
患
で
あ
る
網
膜
色
素
変
性

症
、
白
子
症
、
先
天
性
無
虹
彩
、
錐
体
桿
体
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
４
疾
患
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

真
に
症
状
に
応
じ
た
支
給
と
す
る
た
め
、
改
め
て
そ

の
症
状
に
着
目
し
た
対
象
者
像
を
明
確
化
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

①
の
場
合

　

矯
正
眼
鏡
は
、
屈
折
異
常
も
し
く
は
無
水
晶
体
眼

な
ど
で
視
力
低
下
（
視
力
障
害
）
等
の
視
力
障
害
を

理
由
と
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

で
あ
っ
て
、
矯
正
眼
鏡
に
て
視
力
が
改
善
さ
れ
る
者

を
対
象
に
給
付
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
以
外

の
者
に
対
す
る
遮
光
眼
鏡
の
支
給
に
当
た
り
、
矯
正

機
能
を
付
加
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

②
の
場
合
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Ｑ
９

　

車
い
す
及
び
電
動
車
い
す
の
新
規
製
作
等
に
つ
い
て
、

　

①
ベ
ー
ス
と
な
る
「
基
本
構
造
」

　

②
新
規
作
成
時
及
び
修
理
時
の
加
算

　

③�

加
算
す
る
場
合
の
基
準
額
と
使
用
部
品
数
と
の

関
係
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
９

　

平
成
22
年
度
改
正
で
、
こ
れ
ま
で
特
別
調
整
加
算

に
よ
り
対
応
さ
れ
て
き
た
部
品
や
、
実
際
に
特
例
補

装
具
と
し
て
対
応
さ
れ
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
一
般

化
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
原
則
オ
プ
シ
ョ

ン
の
部
品
価
格
を
追
加
設
定
し
、
基
本
構
造
に
付
加

し
て
い
く
仕
組
み
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
車
い
す
の
基
本
構
造
は
、
フ
レ
ー
ム
、
シ
ー
ト
、

バ
ッ
ク
レ
ス
ト
、ア
ー
ム
レ
ス
ト
、フ
ッ
ト
サ
ポ
ー

ト
、
フ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
キ
ャ
ス
タ
ー
、
駆
動
輪
、

ブ
レ
ー
キ
、
ハ
ン
ド
リ
ム
な
ど
、
普
通
型
の
車
い

Ａ
８

　

特
別
調
整
加
算
は
、
基
本
構
造
以
外
の
構
造
を
追

加
す
る
際
の
基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
、
例
え
ば
「
車

い
す
普
通
型
」
に
跳
ね
上
げ
式
の
ア
ー
ム
レ
ス
ト
を

付
加
す
る
よ
う
な
場
合
、
車
い
す
普
通
型
の
価
格
の

10
％
の
範
囲
内
で
加
算
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る

と
い
う
取
扱
い
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
補
装
具
の
支
給
状
況
を
見
る
と
、

特
例
補
装
具
が
多
く
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
特
例

補
装
具
に
は
価
格
の
上
限
設
定
が
な
い
こ
と
か
ら
適

正
価
格
の
判
断
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
価
格
の
適
正
化
を
図
り
つ
つ
、

一
般
化
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
原
則
オ

プ
シ
ョ
ン
の
部
品
価
格
を
追
加
設
定
し
、
基
本
構
造

に
付
加
し
て
い
く
仕
組
み
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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す
を
構
成
す
る
の
に
必
要
最
低
限
の
構
造
を
想
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
普
通
型
電
動
車
い
す
に
つ
い

て
は
、こ
れ
ら
の
構
造
に
、電
動
駆
動
装
置
（
モ
ー

タ
ー
等
）、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
ッ

チ
レ
バ
ー
な
ど
、
電
動
車
い
す
と
し
て
機
能
す
る

の
に
必
要
な
構
造
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。

②
補
装
具
費
の
新
規
製
作
時
に
は
、
基
本
構
造
に
含

ま
れ
て
い
な
い
部
品
に
限
り
加
算
で
き
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
、
修
理
基
準
の
額
を
上

限
と
し
て
加
算
す
る
。
ま
た
、
修
理
時
に
は
修
理

対
象
と
な
る
部
品
に
つ
い
て
、
原
則
、
修
理
基
準

の
額
を
上
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
以
下
、
考
え
ら
れ
る
修
理
事
例
と
修
理
基

準
額
適
用
の
考
え
方
を
、
い
く
つ
か
例
示
す
る
。

③
告
示
の
修
理
基
準
な
ど
に
示
し
て
い
る
基
準
額
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
個
々
の
部
品
１
個
の
額

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
１
台
の
車
い
す
製
作
に

ア） ノーパンクタイヤのついた車いす（普通型）の、ノーパンクタイ
ヤ 2 個を修理交換する場合の考え方

　　（ノーパンクタイヤ交換＋購入後後付け加算※）×個数× 1.03
　　＝（3,690 円 +1,740 円）× 2 個× 1.03=11,185 円
　　※購入後に後付けする場合は 1,740 円増しとするとなっている。

イ） 跳ね上げ式アームサポートのついた車いす（普通型）の、跳ね上
げ式アームサポート（1 個）のみを修理交換する場合の考え方

　　（跳ね上げ式アームサポート交換）×個数× 1.03
　　＝ 4,680 円×１個× 1.03 ＝ 4,820 円

ウ） 角度調整、前後調整付きフットサポートのついた車いす（普通型）
の、フットサポート（1 個）を修理交換する場合の考え方

　　（フットサポート交換＋角度調整＋前後調整）×個数× 1.03
　　＝（3,000 円 +1,500 円 +1,500 円）×１個× 1.03 ＝ 6,180 円

【考えられる修理事例と修理基準額適用の考え方例示】
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業
者
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、

　

①�

標
準
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
能
等
に
つ
い
て
、

個
々
に
加
算
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　

②�

種
々
の
加
算
を
計
上
し
た
場
合
に
、
カ
タ
ロ
グ

掲
載
価
格
（
定
価
）
を
超
過
し
て
し
ま
う
場
合

の
上
限
額
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。

Ａ
10

　

平
成
22
年
度
改
正
で
、
こ
れ
ま
で
特
別
調
整
加
算

に
よ
り
対
応
さ
れ
て
き
た
部
品
や
、
実
際
に
特
例
補

装
具
と
し
て
対
応
さ
れ
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
一
般

化
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
原
則
オ
プ
シ
ョ

ン
の
部
品
価
格
を
追
加
設
定
し
、
基
本
構
造
に
付
加

し
て
い
く
仕
組
み
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
の
場
合

　

申
請
時
に
提
出
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
等
に
よ
り
、
車

い
す
や
電
動
車
い
す
の
定
価
に
標
準
搭
載
さ
れ
て
い

る
機
能
や
部
品
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

必
要
な
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
額
を
上
限
と
考
え

る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
車
軸
位
置
調
整
部
品
な

ど
の
よ
う
に
、
必
ず
左
右
２
つ
の
部
品
を
セ
ッ
ト

で
使
用
し
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
２
つ
の
部
品
を
セ
ッ
ト
し
た
も
の
を
車
い
す

１
台
分
と
し
て
基
準
額
を
示
し
て
い
る
の
で
、
取

扱
い
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。

Ｑ
10

　

平
成
22
年
度
改
正
に
よ
り
、
個
々
の
障
害
者
の
身

体
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
種
々
の
機
能
や
部
品
が

加
算
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
カ

タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
、
定
価
も
明
示
さ
れ
て
い
る

車
い
す
や
電
動
車
い
す
そ
の
も
の
を
申
請
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
告
示
に
示
さ
れ
た
種
々
の
加

算
を
加
え
、
定
価
を
超
え
た
見
積
り
を
提
出
す
る
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り
、
座
位
保
持
装
置
の
完
成
用
部
品
を
ク
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
も
の
を
加
算
す
る
こ
と
」
と
の
記
述
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
し
て
、
座
位
保
持
装
置
の
完
成
用
部
品
の

価
格
の
み
を
加
算
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

Ａ
11

お
見
込
み
の
と
お
り
。

Ｑ
12

　

車
い
す
及
び
電
動
車
い
す
の
耐
用
年
数
が
、
５
年

か
ら
６
年
に
改
正
さ
れ
た
が
、
平
成
21
年
度
以
前

に
支
給
し
た
も
の
も
、６
年
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
か
。

　

併
せ
て
、
座
位
保
持
装
置
に
、
車
い
す
・
電
動
車

い
す
の
機
能
を
付
加
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
。

な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
加
算
を
す
る
こ
と
は

適
当
で
は
な
い
。

②
の
場
合

　

車
い
す
や
電
動
車
い
す
を
新
規
作
成
す
る
際
に
、

申
請
者
の
障
害
状
況
等
を
勘
案
し
た
加
算
等
を
加
え

て
作
成
し
た
見
積
り
が
カ
タ
ロ
グ
定
価
を
超
え
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
カ
タ
ロ
グ
定
価
を
上
限
と
す
る
こ

と
が
最
も
合
理
的
な
判
断
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
修
理
申
請
時
の
判
断
に
お
い
て
、
支
給
す
る
車

い
す
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か

を
正
確
に
把
握
し
て
お
く
た
め
、
見
積
り
に
は
付
属

し
た
機
能
を
明
記
し
た
上
で
、
定
価
と
の
差
額
を
値
引

き
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
っ
た
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
11

　

平
成
22
年
度
改
正
に
お
い
て
、
車
い
す
及
び
電
動

車
い
す
の
備
考
欄
に
「
体
幹
筋
力
の
低
下
等
に
よ
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十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
座
位
保
持
装
置
に
車
い
す
・
電
動
車
い
す

の
機
能
を
付
加
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
座
位
保
持

装
置
や
車
い
す･

電
動
車
い
す
の
耐
用
年
数
で
一
律

に
対
応
す
る
こ
と
な
く
、
上
記
と
同
様
の
取
扱
い
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｑ
13

　
「
義
肢
、
装
具
及
び
座
位
保
持
装
置
等
に
係
る
補

装
具
費
支
給
事
務
取
扱
要
領
」
に
あ
る
「
成
長
対

応
加
算
」
の
対
象
者
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、「
バ
ッ

ク
サ
ポ
ー
ト
高
さ
、
座
奥
行
き
、
背
座
張
り
調
整
、

フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
前
後
調
整
、
車
軸
位
置
調
整
、

脱
着
ハ
ブ
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
と
り

つ
け
た
と
き
に
加
算
す
る
と
い
う
取
扱
い
で
よ
ろ

し
い
か
。

Ａ
12

　

車
い
す
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
耐
久
性
向
上

の
環
境
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー

型
車
い
す
の
普
及
に
よ
り
、
部
品
の
修
理
交
換
で
対

応
で
き
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
再
支
給
に
至
ら
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
、
医
療
機
関
の
専
門
職
へ
の
聞
き
取

り
結
果
等
か
ら
、
耐
用
年
数
を
5
年
か
ら
６
年
に
見

直
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
22
年
４
月
以
降
に
更

新
を
行
う
車
い
す
に
つ
い
て
は
、
６
年
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
耐
用
年
数
と
は
、
通

常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
当
該
補
装
具
が
修
理
不
能

と
な
る
ま
で
の
予
想
年
数
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
な
い
か
ら
修
理
や
再
支

給
を
認
め
な
い
な
ど
と
、
一
律
に
取
り
扱
う
の
で
は

な
く
、
当
該
補
装
具
の
状
態
、
障
害
状
況
や
生
活
環

境
等
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
情
に
沿
う
よ
う
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動
人
力
に
よ
り
、
手
動
自
走
が
可
能
な
も
の
。」

と
い
う
記
載
が
あ
っ
た
が
、
改
正
に
よ
り
名
称
が

「
簡
易
型
」
と
な
り
、
基
本
構
造
欄
も
「
車
い
す

に
電
動
駆
動
装
置
や
制
御
装
置
を
取
り
付
け
た
簡

便
な
も
の
。」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

①�

こ
れ
に
よ
り
、
駆
動
輪
が
小
さ
い
（
車
い
す
手

押
し
型
に
取
り
付
け
る
）
電
動
ユ
ニ
ッ
ト
も
基

準
内
の
取
り
扱
い
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
よ

ろ
し
い
か
。

　

②�

ま
た
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
の
加
算
に
つ
い
て
は
、

通
常
型
の
電
動
車
い
す
に
は
、
加
算
で
き
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
簡
易
型
電
動
車
い
す

の
見
積
も
り
に
当
た
っ
て
は
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ

は
加
算
し
て
考
え
る
べ
き
か
。

　

③�

簡
易
型
電
動
車
い
す
の
上
限
額
は
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

Ａ
13

　
「
取
扱
要
領
」
に
お
示
し
し
て
い
る
部
品
は
「
成

長
対
応
加
算
」
の
例
示
で
あ
り
、
障
害
児
等
の
状
況

に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
部
品
す
べ
て
が
必
要
で
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
場
合
、
成
長
対
応
型
部
品
交
換
の
修
理
基
準

の
５
６
，
０
２
０
円
を
上
限
と
し
て
、
必
要
な
付
属

品
の
修
理
基
準
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
差
し
支
え
な
い
。

　

た
だ
し
、
追
加
し
た
部
品
の
修
理
基
準
の
総
額
が

５
６
，
０
２
０
円
を
下
回
る
場
合
は
、
当
該
金
額
を

上
限
額
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

Ｑ
14

　

電
動
車
い
す
簡
易
型
Ａ
切
り
替
え
式
に
つ
い
て
、

従
前
は
「
手
動
兼
用
型
」
と
い
う
名
称
で
、
告
示

の
基
本
構
造
欄
に
も
「
ハ
ン
ド
リ
ム
に
加
え
る
駆
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「
電
動
車
い
す
（
簡
易
型
）
の
基
準
額
」
＋
「
車
い

す
（
普
通
型
）
の
基
準
額
」
＋
「
付
属
品
の
基
準
額
」

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
付
属
品
」
に
は
、
上
記
の

電
磁
ブ
レ
ー
キ
の
他
、
外
部
充
電
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、

転
倒
防
止
装
置
な
ど
「
車
い
す
」
の
修
理
基
準
の
表

に
掲
げ
ら
れ
る
も
の
が
想
定
さ
れ
る
。

Ｑ
15

　

電
動
車
い
す
を
新
規
製
作
す
る
場
合
、
基
準
額
に

バ
ッ
テ
リ
ー
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
加
算
で
き
る
と
し
た
場
合
、
そ
の

価
格
に
は
、
ハ
ー
ネ
ス
及
び
リ
レ
ー
の
価
格
も
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
15

　

電
動
車
い
す
の
基
本
構
造
に
バ
ッ
テ
リ
ー
は
含
ま

れ
て
い
る
も
の
の
、
制
度
導
入
時
よ
り
想
定
し
て
い

た
電
動
装
置
交
換
に
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
額
は
含
ま

Ａ
14

①
の
場
合

　

簡
易
型
電
動
車
い
す
に
つ
い
て
は
、
従
前
「
手
動

兼
用
型
」
と
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
今
回
の
改

正
に
お
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
あ
わ
せ
た
表
記
と
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
原
則
と
し
て
は
、「
普

通
型
」
の
車
い
す
に
電
動
駆
動
装
置
等
を
取
り
付
け

た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

②
の
場
合

　

通
常
型
の
電
動
車
い
す
に
は
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
が

基
本
構
造
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
新
規
加
算

は
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、「
簡
易
型
車
い

す
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
造
に
含
ま
れ
て
い
な
い

た
め
、
加
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③
の
場
合

　

①
及
び
②
か
ら
、
簡
易
型
車
い
す
の
上
限
額
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
と
な
る
。
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①�

ど
の
よ
う
な
座
位
保
持
い
す
が
加
算
で
き
る
対

象
範
囲
と
な
る
の
か
。

　

②�

座
位
保
持
い
す
の
基
準
額
と
車
載
用
の
基
準
額

の
合
計
額
を
超
え
る
場
合
、
差
額
自
己
負
担
で

対
応
す
る
の
か
。
座
位
保
持
装
置
で
の
支
給
も

可
能
か
。

　

③�

座
位
保
持
い
す
の
車
載
用
に
つ
い
て
、
家
用
と

通
学
用
の
複
数
支
給
は
可
能
か
。

　

④�

身
体
状
況
に
合
わ
せ
、
パ
ッ
ト
等
を
使
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
、
座
位
保
持
装
置
の
も

の
を
加
算
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
か
。

Ａ
16

①
に
つ
い
て

　

一
般
の
児
童
を
対
象
と
す
る
市
販
の
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
車
載
用
の
座
位

保
持
い
す
に
つ
い
て
加
算
（
支
給
）
の
対
象
と
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ダ
ー
メ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
簡
易
型
電
動
車
い
す

に
つ
い
て
は
加
算
の
算
定
を
可
能
と
し
て
き
た
と
こ

ろ
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
般
、
普
通
型

電
動
車
い
す
に
つ
い
て
も
、
簡
易
型
電
動
車
い
す
と

の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
加

算
の
算
定
を
可
能
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
新
規
製
作
時
に
加
算
す
る
場
合
の
価
格
に

つ
い
て
は
、
修
理
基
準
の
表
に
掲
げ
る
バ
ッ
テ
リ
ー

交
換
の
額
の
範
囲
内
と
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ネ
ス
及

び
リ
レ
ー
部
分
は
、
含
ま
れ
な
い
（
基
本
構
造
に
含

ま
れ
る
）
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
16

　

平
成
22
年
度
改
正
で
、
座
位
保
持
い
す
の
交
付
に

つ
い
て
、
車
載
用
と
し
て
交
付
す
る
場
合
の
加
算

が
付
加
さ
れ
た
が
、
次
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、

ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
。



126

の
範
囲
内
で
対
応
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
真

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
特
例
補
装
具
と

し
て
扱
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

Ｑ
17

　

歩
行
器
の
基
準
（
３
９
，
６
０
０
円
）
に
、「
後

方
支
持
型
の
も
の
は
２
１
，
０
０
０
円
増
し
と
す

る
こ
と
。」
と
い
う
内
容
が
追
加
さ
れ
た
が
、
こ

の
「
後
方
支
持
型
」
の
も
の
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。

Ａ
17

　
「
後
方
支
持
型
」
に
つ
い
て
は
、
身
体
を
支
え
る

た
め
の
支
持
バ
ー
が
側
方
と
後
方
の
み
に
あ
る
も
の

を
想
定
し
て
い
る
。

イ
ド
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
仮
に
い
わ
ゆ
る

既
製
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
個
々
の
障
害
の
状
況

等
に
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
準
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
）
補
装
具
と
し
て
支
給

す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

②
に
つ
い
て

　

支
給
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
補
装
具
と
同
様
の
扱

い
と
な
る
た
め
、
個
人
の
嗜
好
に
よ
り
生
じ
た
差
額

は
自
己
負
担
と
な
る
。
ま
た
、
車
載
用
と
し
て
交
付

す
る
場
合
の
加
算
は
、「
座
位
保
持
い
す
」
に
つ
い

て
の
み
で
あ
り
、「
座
位
保
持
装
置
」
と
し
て
支
給

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

③
に
つ
い
て

　

複
数
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
、
就
学
上
等
、
真
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
の
み
対
象
と
な
る
。

④
に
つ
い
て

　

追
加
の
パ
ッ
ト
等
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
加
算
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